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　「
戦
後
70
年
」を
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
ど
う
伝
え
る

か
。
そ
れ
が
、
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
日
本
記
者
ク
ラ
ブ

の
隠
れ
た
主
題
だ
っ
た
。

　
ま
ず
、
18
回
目
の
記
者
研
修
会
。
６
月
８
、
９
日
の
２
日

間
、
全
国
か
ら
49
社
59
人
の
若
手
・
中
堅
記
者
が
集
ま
っ
た
。

初
日
は
３
人
の
記
者
が
取
材
体
験
を
話
し
、
保
阪
正
康
さ
ん

と
原
武
史
さ
ん
が
戦
後
70
年
を
語
り
、
４
社
の
デ
ス
ク
が
戦

後
70
年
企
画
の
狙
い
と
手
法
を
議
論
し
た
。
２
日
目
は
デ
ー

タ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
討
論
と
石
破
茂
・
地
方
創
生
担
当
相

の
会
見
に
続
い
て
、村
山
談
話
、河
野
談
話
の
当
事
者
で
あ
る

村
山
富
市
氏
と
河
野
洋
平
氏
が
対
談
し
た
。（
８
～
10
㌻
に
特
集
）

　
研
修
会
に
続
く
沖
縄
取
材
団
は
９
日
深
夜
か
ら
13
日
ま
で

５
日
間
、
真
夏
の
沖
縄
を
走
り
回
っ
た
。
翁
長
雄
志
知
事
と

会
見
し
、
米
軍
普
天
間
基
地
で
司
令
官
を
取
材
し
、
辺
野
古

移
設
の
現
場
の
海
を
知
っ
た
。
26
社
33
人
に
と
っ
て
濃
密
な

時
間
と
な
っ
た
。

　
６
月
30
日
か
ら
７
月
９
日
ま
で
の
10
日
間
、
ホ
ロ
コ
ー
ス

ト
後
の
和
解
を
テ
ー
マ
に
海
外
取
材
団（
９
社
12
人
）が
ド

イ
ツ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
を
訪
ね
た
。�

（
中
井
良
則
）

今月のことば
「
和
解
の
た
め
に
は
加
害
者
の
方
が
よ
り
責
任
が
重
い
。
日
本

で
は
歴
史
に
つ
い
て
議
論
の
幅
が
狭
ま
っ
て
い
る
」

ア
ン
ド
ル
ー・ゴ
ー
ド
ン・ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授（
６
・
22
）�

15
㌻

「
寛
容
と
は
、相
手
が
感
情
的
に
行
動
し
て
も
冷
静
に
対
応
し
、

時
間
を
か
け
て
待
つ
こ
と
だ
。
反
撃
し
な
い
こ
と
も
寛
容
だ
。

責
め
続
け
る
の
は
寛
容
で
は
な
い
」

（
中
国
の
対
日
姿
勢
に
つ
い
て
）

馬
立
誠
・
元
人
民
日
報
論
説
委
員（
６
・
11
）�

18
㌻

戦
後
70
年
を
ど
う
伝
え
る
か

記
者
研
修
会
に
59
人
、
沖
縄
取
材
団
は
33
人

オスプレイを実感
米軍普天間基地の格納庫でオスプレイを撮影する日本記者クラブ沖縄取材団。この直後、
離着陸も間近で目撃した（6月10日　事務局撮影） ＊3～ 7ページに特集
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沖縄取材団特集 3▶7

第18回記者研修会特集 8▶10

日本記者クラブ賞受賞記念講演会 11

クラブゲスト
ガルシア・ビラノバ・ジャーナリスト 11

村山富市・元首相、河野洋平・元官房長
官／山崎拓氏、亀井静香氏、藤井
裕久氏、武村正義氏 12

長谷部恭男・早大法学学術院教授、小林
節・慶応大名誉教授／西修・駒澤大名誉教
授、百地章・日大教授 13

篠田正浩・映画監督／石原信雄・元官
房副長官／石田憲・千葉大教授 14

小長啓一・元通産事務次官／ゴードン・
米ハーバード大教授／白井聡・京都精華
大専任講師 15

松島泰勝・龍谷大教授／森本敏・元防
衛相／長元朝浩・沖縄タイムス専任論
説委員 16

ピオット・ロンドン大衛生・熱帯医学大学院
学長／高崎智彦・国立感染症研究所第一
部第２室長／石破茂・地方創生担当相 17

馬立誠・元人民日報論説委員／サマラウ
ィーラ・スリランカ外相／金高雅仁・警察
庁長官 18

アキノ・フィリピン大統領 19

プーチン氏の「アリガトウ」 19

� 共同通信社　杉田弘毅
記者ゼミ 次世代ジャーナリズムの現場編
稲田修一・東大先端科学技術研究センタ
ー特任教授／細田正和・共同通信デジタ
ル推進局長 20

ワーキングプレス 21

屋久島町・口永良部島の噴火
報道の意義に矛盾感じながら
取材攻勢、住民に疲労感
� 南日本新聞社　廣庭直之
被災地通信 22

「復興予算」方針転換
地元負担めぐり思惑からんだ綱引き
� 河北新報社　佐々木篤
リレーエッセー 23

名官房長官・後藤田正晴さん
� 毎日新聞社　倉重篤郎
書いた話書かなかった話 24▶25

「あの子には神さんがついとる」
日系大統領の母　藤森ムツエさん
のこと� 千野境子
マイBOOKマイPR ／会議報告 26

第22期委員会名簿 27

　
５
月
27
日
の
理
事
会
で
第
22
期
執
行
部

が
発
足
し
、
総
務
委
員
会
な
ど
５
つ
の
委

員
会
が
活
動
を
開
始
し
た
。
各
委
員
会
の

仕
事
を
あ
ら
た
め
て
紹
介
し
た
い
。

　
総
務
委
員
会（
原
田
亮
介
委
員
長
＝
日

本
経
済
新
聞
）は
理
事
15
人
で
構
成
さ
れ

る
。
定
款
施
行
細
則
は
、
ク
ラ
ブ
の「
運

営
や
事
業
上
の
主
要
事
項
」を
審
議
し
理

事
会
に
答
申
す
る
と
定
め
る
。
ク
ラ
ブ
賞

選
考
委
員
会
で
も
あ
り
、
役
員
改
選
時
に

は
役
員
を
出
す
法
人
会
員
社
案
を
作
る
。

　
会
員
資
格
委
員
会（
小
田
尚
委
員
長
＝

読
売
新
聞
、
委
員
11
人
）は
会
員
の
異
動

や
入
会
申
し
込
み
を
審
議
す
る
。

　
委
員
が
34
人
と
最
多
の
企
画
委
員
会

（
西
村
陽
一
委
員
長
＝
朝
日
新
聞
）。
月
に

一
度
、
記
者
会
見
の
テ
ー
マ
や
ゲ
ス
ト
候

補
を
話
し
合
う
。
連
日
、
連
絡
を
と
り
あ

い
、
機
動
的
に
ニ
ュ
ー
ス
に
対
応
し
た
会

見
を
開
き
、
話
題
の
人
物
や
関
心
の
高
い

テ
ー
マ
を
随
時
、
取
り
上
げ
る
。
年
に
２

３
０
回
を
超
え
る
会
見
を
推
進
す
る
。

　
ご
覧
の
ク
ラ
ブ
会
報
を
編
集
す
る
の
が

会
報
委
員
会（
飯
塚
浩
彦
委
員
長
＝
産
経

新
聞
、
委
員
10
人
）。
紙
面
企
画
や
特
集

記
事
、
誰
に
ど
の
テ
ー
マ
で
書
い
て
も
ら

う
か
を
議
論
す
る
。
筆
者
も
読
者
も
全
国

の
記
者
仲
間
。
他
に
例
が
な
い
ユ
ニ
ー
ク

な
月
刊
紙
を
作
り
出
す
。

　
施
設
運
営
委
員
会（
西
渕
憲
司
委
員
長

＝
フ
ジ
テ
レ
ビ
、
委
員
８
人
）は
、
ク
ラ

ブ
の
貸
室
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
飲
食
な
ど
施

設
利
用
の
在
り
方
を
担
当
す
る
。

　
理
事
以
外
の
委
員
は
計
63
人
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
に
汗
を
流
し

て
い
た
だ
く
。
感
謝
し
ま
す
。（
27
㌻
に

委
員
会
名
簿
）

●
程
永
華
中
国
大
使
、
今
月
会
見
へ

　
中
国
の
程
永
華
駐
日
大
使
が
７
月
下

旬
、
ク
ラ
ブ
の
昼
食
会
で
記
者
会
見
す
る

見
通
し
と
な
っ
た
。
日
本
通
で
知
ら
れ
る

程
大
使
の
考
え
を
直
接
、聞
く
機
会
だ
。日

程
が
確
定
す
れ
ば
会
員
に
案
内
を
送
る
。

　
程
大
使
は
着
任
直
後
の
２
０
１
０
年
４

月
27
日
と
13
年
４
月
19
日
の
２
回
、
昼
食

会
に
招
い
た
。
昨
年
８
月
27
日
に
は
記
者

研
修
の
一
環
と
し
て
訪
問
し
た
中
国
大
使

館
で
若
手
記
者
と
会
見
し
た
。

�

（
専
務
理
事

　
中
井
良
則
）

�
●
自
民
勉
強
会
発
言
で
声
明

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
は
６
月
29
日
、
自
民

党
議
員
ら
の
勉
強
会
で
の
発
言
に
つ
い
て

「
言
論
・
報
道
の
自
由
を
擁
護
す
る
声
明
」

を
発
表
し
た
。
全
文
は
下
記
の
通
り
。

言
論
・
報
道
の
自
由
を
擁
護
す
る
声
明

　
６
月
25
日
、
自
民
党
所
属
議
員
ら
の
勉

強
会「
文
化
芸
術
懇
話
会
」で
、
出
席
し

た
国
会
議
員
が「
マ
ス
コ
ミ
を
懲
ら
し
め

る
に
は
広
告
収
入
が
な
く
な
る
の
が
一
番

だ
」と
発
言
し
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

自
分
た
ち
の
主
張
に
沿
わ
な
い
報
道
は
圧

力
を
か
け
規
制
す
る
と
い
う
政
治
家
の
考

え
方
は
、
民
主
主
義
の
根
幹
で
あ
り
、
憲

法
で
保
障
さ
れ
た
言
論
の
自
由
と
表
現
の

自
由
を
脅
か
す
も
の
で
あ
る
。

　
私
た
ち
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
は
、
全
国
の

新
聞
、
放
送
、
通
信
社
な
ど
報
道
機
関
１

３
６
社
と
記
者
が
集
ま
り
、
記
者
会
見
を

開
い
て
、
国
民
の
知
る
権
利
に
資
す
る
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
国
民
が
多
様
な
情
報

を
自
由
に
知
り
、
民
主
的
で
健
全
な
社
会

を
つ
く
る
う
え
で
、
言
論
の
自
由
、
表
現

の
自
由
と
報
道
の
自
由
は
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。
私
た
ち
は
、
み
ず
か
ら
に
批
判
的

な
報
道
は
規
制
し
、
排
除
し
て
も
い
い
と

い
う
考
え
方
に
反
対
す
る
。

　
ま
た
、
こ
の
勉
強
会
に
招
か
れ
た
講
師

が「
沖
縄
の
二
つ
の
新
聞
は
つ
ぶ
さ
な
い

と
い
け
な
い
」と
発
言
し
た
こ
と
も
報
道

さ
れ
て
い
る
。
沖
縄
二
紙
の
存
在
を
否
定

し
よ
う
と
す
る
発
言
は
私
人
の
も
の
と
は

い
え
、
自
民
党
の
党
本
部
で
開
か
れ
た
会

合
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
遺
憾
で
あ

る
。

　
私
た
ち
は
言
論
・
表
現
・
報
道
の
自
由

を
擁
護
す
る
こ
と
を
改
め
て
表
明
す
る
。

　

５
委
員
会
フ
レ
ッ
シ
ュ
ス
タ
ー
ト

　
　総
務
、会
員
資
格
、企
画
、会
報
、施
設
運
営

委員は
計63人
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沖 縄取材団

沖
縄
取
材
団

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
沖
縄
取
材
団
に
は

26
社
33
人
が
参
加
、
４
泊
５
日
の
日
程
で

米
軍
普
天
間
飛
行
場
や
移
設（
新
基
地
建

設
）計
画
が
進
む
名
護
市
辺
野
古
の
現
地
、

南
部
の
戦
跡
を
訪
れ
る
な
ど
密
度
の
濃
い

取
材
を
行
っ
た
。

　
70
年
前
に
凄
惨
な
地
上
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
６
月
。23
日
の「
慰
霊
の
日
」を
前

に
、
現
下
の
焦
点
で
あ
る
基
地
問
題
に
と

ど
ま
ら
ず
、
今
に
伝
わ
る
戦
争
か
ら
経
済

自
立
を
目
指
す
最
新
の
取
り
組
み
ま
で
幅

広
く
対
象
と
し
、「
沖
縄
」の
過
去
、
現
在
、

未
来
を
考
察
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

　
取
材
の
ポ
イ
ン
ト
の
１
つ
は
翁
長
雄
志

知
事
の
記
者
会
見
だ
っ
た
。
５
月
末
か
ら

訪
米
し
た
知
事
は
、
帰
国
後
最
初
の
記
者

会
見
の
場
に
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
取
材
団
を

選
ん
だ
。
単
な
る
日
程
上
の
都
合
で
は
な

く
、
基
地
問
題
の
現
状
、
沖
縄
の
主
張
を

全
国
に
発
信
し
よ
う
と
い
う
明
確
な
意
図

の
表
れ
だ
ろ
う
。

　
辺
野
古
移
設
問
題
に
対
す
る
参
加
各

社
、
記
者
個
人
の
主
張
は
ま
ち
ま
ち
だ
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し「
国
の
権
力
が
進
め

「
基
地
」軸
に
過
去
か
ら
未
来
、

　
　濃
密
な
取
材

加
者
の
胸
に
響
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　
移
設
阻
止
を
主
張
す
る
稲
嶺
進
名
護
市

長
の
話
を
聞
く
一
方
で
、
普
天
間
基
地
の

早
期
移
設
を
求
め
る
地
元
・
宜
野
湾
市
の

佐
喜
真
淳
市
長
や
辺
野
古
で
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
を
進
め
る
沖
縄
防
衛
局
長
と
も
会
見

し
た
。
普
天
間
飛
行
場
で
は
基
地
内
で
米

軍
司
令
官
の
説
明
を
受
け
、
辺
野
古
で
は

漁
船
に
分
乗
し
、
埋
め
立
て
予
定
海
域
を

海
上
か
ら
取
材
し
た
。

　
各
地
の
戦
跡
や
街
中
に
広
大
な
敷
地
を

占
め
る
米
軍
基
地
は
、
戦
争
が
今
で
も
リ

ア
リ
テ
ィ
ー
を
持
つ
沖
縄
を
実
感
さ
せ

る
。
風
化
が
指
摘
さ
れ
る
と
い
う
が
、
沖

縄
以
外
の
土
地
で
は
感
じ
る
こ
と
の
な
い

現
実
だ
。参
加
各
氏
が
ど
う
伝
え
る
の
か
。

報
道
を
期
待
し
た
い
。

　
今
回
の
取
材
で
は
一
連
の
記
者
会
見
や

視
察
の
設
定
、
現
地
で
の
丁
寧
な
説
明
ま

で
沖
縄
タ
イ
ム
ス
、
琉
球
新
報
両
社
の
皆

さ
ま
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
基

地
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
語
る
真
摯

な「
熱
さ
」を
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

共
同
通
信
論
説
副
委
員
長

　川
上
高
志

る
こ
と
を
止
め
ら
れ

る
わ
け
が
な
い
と
い

う
人
ご
と
の
よ
う
な

姿
勢
は
、
日
本
の
地

方
自
治
の
危
機
だ
」

と「
連
帯
」
を
訴
え

た
知
事
の
言
葉
は
参

日
程

６
月
９
日（
火
）▼
各
自
那
覇
へ

６
月
10
日（
水
）▼（
未
明
）Ａ
Ｎ
Ａ
沖
縄

貨
物
ハ
ブ
見
学（
那
覇
空
港
）▼
沖
縄
国

際
大
学
米
軍
ヘ
リ
墜
落
現
場
▼
新
都
心

（
車
中
）▼
嘉
数
高
台
公
園（
普
天
間
基
地

を
望
む
）西
江
昭
吾
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
会

部
記
者
に
よ
る
説
明
▼
米
軍
普
天
間
飛
行

場
視
察

　
ピ
ー
タ
ー
・
リ
ー
普
天
間
飛
行

場
司
令
官
▼
レ
ク
チ
ャ
ー
：
上
原
良
幸
沖

縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
会

長
▼
レ
ク
チ
ャ
ー
：
高
良
倉
吉
琉
球
大
学

名
誉
教
授「
沖
縄
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」

６
月
11
日（
木
）▼
記
者
会
見
：
翁
長
雄

志
沖
縄
県
知
事
▼
辺
野
古（
漁
船
か
ら
見

学
）、
安
次
富
浩
ヘ
リ
基
地
反
対
協
議
会

共
同
代
表
、
松
元
剛
琉
球
新
報
編
集
局
次

長
に
よ
る
説
明
▼
レ
ク
チ
ャ
ー
：
屋
良
朝

博
・
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
▼
懇
親
会

６
月
12
日（
金
）▼
記
者
会
見
：
稲
嶺
進

名
護
市
長
▼
瀬
嵩
の
浜
▼「
道
の
駅
か
で

な
」屋
上
か
ら
米
軍
嘉
手
納
飛
行
場
を
見

学
▼
記
者
懇
談
：
井
上
一
徳
沖
縄
防
衛
局

長
▼
記
者
会
見
：
佐
喜
真
淳
宜
野
湾
市
長

６
月
13
日（
土
）▼
ひ
め
ゆ
り
平
和
祈
念

資
料
館
見
学

　
仲
里
正
子
さ
ん（
元
ひ
め

ゆ
り
学
徒
）講
話
、
謝
花
直
美
沖
縄
タ
イ

ム
ス
編
集
委
員
に
よ
る
説
明
▼
南
部
戦
跡

（
魂
魄
の
塔
、
摩
文
仁
の
丘
）▼
南
城
市
糸

数
・
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
▼
那
覇
空
港

　
解
散

共
同
団
長
：
川
上
高
志（
共
同
通
信
）、

軽
部
謙
介（
時
事
通
信
）、
瀬
口
晴
義（
東

京
新
聞
）の
各
企
画
委
員

「
み
る
く
世
」を
願
っ
て

沖
縄
タ
イ
ム
ス
編
集
委
員

　
謝
花
直
美

　
時
間
的
に
余
裕
が
な
い
中
、
沖
縄
の
人
々

が
造
っ
た
魂
魄
の
塔
、
南
部
の
戦
争
体
験
を

象
徴
す
る
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
を
コ
ー
ス
に
組
み

入
れ
た
。
遺
骨
を
納
め
た
ガ
マ
に
造
ら
れ
た

素
朴
な
慰
霊
塔
、
火
炎
放
射
と
砲
弾
に
追
わ

れ
た
住
民
が
逃
げ
惑
っ
た
珊
瑚
礁
の
浜
。
ア

ブ
チ
ラ
ガ
マ
の
闇
。
沖
縄
の
日
常
に
は
戦
の

記
憶
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
生
き
延
び
た
人
々

は
死
に
別
れ
た
人
々
へ
の
思
い
と
と
も
に
生

き
る
。
だ
が「
み
る
く
世（
弥
勒
世
）」は
ま

だ
実
現
し
な
い
。
万
余
の
人
が
戦
後
を
始
め

た
大
浦
崎
収
容
地
区
沖
で
、
新
基
地
建
設
に

激
し
い
抗
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。
沖
縄
戦
の

苦
し
み
や
悲
し
み
、「
み
る
く
世
」を
願
う

思
い
が
、
基
地
反
対
の
源
流
で
あ
る
こ
と
を

伝
え
て
ほ
し
い
。

民
主
主
義
守
る
当
事
者
に

琉
球
新
報
編
集
局
次
長

　
松
元
　
剛

　
米
軍
ヘ
リ
が
２
０
０
４
年
に
墜
落
し
た
沖

縄
国
際
大
学
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
現
場
に

同
行
し
た
。
取
材
団
の
真
摯
な
取
材
姿
勢
に

接
し
、沖
縄
に
横
た
わ
る
不
条
理
へ
の
理
解
を

深
め
て
く
れ
た
と
実
感
し
た
。
安
倍
政
権
の
よ

う
な
基
盤
の
強
い
政
権
が
続
く
と
、
自
ら
現

場
を
踏
ん
で
沖
縄
の
声
を
聞
く
記
者
が
減
る

傾
向
が
あ
り
、
政
権
寄
り
の
報
道
に
つ
な
が

る
遠
因
と
考
え
て
い
た
。
取
材
団
の
皆
さ
ん

は
、
沖
縄
の
基
地
問
題
を
通
し
、
日
本
の
民

主
主
義
を
守
る
当
事
者
に
な
っ
た
と
考
え
て

い
る
。
基
地
の
島
で
見
聞
き
し
た
実
像
を
ぜ

ひ
今
後
の
報
道
に
生
か
し
て
ほ
し
い
。今
後
も

で
き
る
限
り
連
携
し
、皆
さ
ん
の
取
材
な
ど

に
協
力
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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取
材
す
る
側
な
の
に
、
ず
っ
と
問
い
掛

け
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
１
時
間
だ
っ
た
。

　
取
材
団
の
一
員
と
し
て
６
月
11
日
、
翁

長
雄
志
知
事
の
会
見
に
臨
ん
だ
。知
事
は
、

米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
辺
野
古
移
設
中
止

を
直
訴
し
た
訪
米
の
感
想
を
述
べ
る
と
、

施
政
権
下
で
の
暮
ら
し
…
。
日
本
復
帰
後

も
米
軍
基
地
が
横
た
わ
る
過
重
な
負
担
は

変
わ
ら
ず
、「
平
和
憲
法
の
番
外
地
」の

よ
う
に
扱
わ
れ
る
憤
り
が
発
言
に
に
じ
ん

だ
。

　「
今
は
沖
縄
だ
け
が
不
利
な
状
況
に
あ

る
の
で
は
な
い
」と
、
地
方
自
治
の
危
機

に
も
言
及
し
た
。
地
方
へ
一
方
的
に
国
策

や
国
益
を
振
り
か
ざ
す
安
倍
政
権
の
危
う

さ
を
感
じ
取
り
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　
佐
賀
県
に
は
、
佐
賀
空
港
へ
の
陸
上
自

衛
隊
の
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
計
画
が
あ

る
。
防
衛
省
が
昨
年
７
月
に
初
め
て
説
明

し
、
沖
縄
の
米
海
兵
隊
オ
ス
プ
レ
イ
の
訓

練
移
転
も
併
せ
て
要
請
し
た
。
中
央
が
推

し
た
候
補
を
破
っ
て
１
月
に
就
任
し
た
山

口
祥
義
知
事
は
米
軍
の
利
用
形
態
を
含
め

た
詳
細
な
説
明
を
防
衛
省
に
求
め
て
い
る

が
、
い
ま
だ
に
回
答
は
な
い
。
自
治
の
危

機
は
、
既
に
始
ま
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。

　「
沖
縄
の
問
題
を
知
ら
ん
ぷ
り
す
る
と
、

佐
賀
空
港
に
限
ら
ず
、
原
発
の
置
き
場
所

も
核
の
ご
み
の
中
間
貯
蔵
施
設
も
情
報
提

供
が
な
い
ま
ま
ど
ん
ど
ん
や
ら
れ
る
」と

翁
長
知
事
。「
中
央
集
権
的
に
い
け
ば
、

歯
止
め
が
利
か
な
く
な
る
。
ノ
ー
と
い
う

も
の
は
ノ
ー
と
言
っ
て
連
帯
を
」。
問
い

掛
け
を
人
ご
と
と
せ
ず
に
向
き
合
え
る

か
、「
本
土
」側
が
問
わ
れ
て
い
る
。

佐
賀
新
聞
編
集
局
報
道
部

　
井
上

　
武

翁お

長な
が

　雄た
け

志し

　沖
縄
県
知
事

６
・
11︵
木
︶記
者
会
見
／
司
会
：
川
上
高
志
委

員
／
出
席
：
60
人︵
沖
縄
県
政
記
者
会
も
含
む
︶

／
沖
縄
県
市
町
村
自
治
会
館

沖縄の番外地扱いに憤り
地方自治に危機「連帯を」

こ
う
続
け
た
。「
沖
縄
と
本
土
の
間
に
は

心
の
ひ
だ
と
い
う
か
、乖
離
が
あ
る
。（
辺

野
古
移
設
や
オ
ス
プ
レ
イ
の
普
天
間
配
備

に
反
対
し
た
県
民
大
会
に
）３
万
５
千
人
、

10
万
人
集
ま
っ
て
も
、
ご
理
解
い
た
だ
け

な
い
」

　
県
民
の
４
人
に
１
人
が
犠
牲
に
な
っ
た

沖
縄
戦
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約

発
効
後
、
平
和
を
享
受
し
た「
本
土
」と

は
裏
腹
に
、
人
権
が
蹂
躙
さ
れ
続
け
た
米

発
言
要
旨

◆
翁
長
・
沖
縄
県
知
事

　
本
土
と
沖
縄
に
は
心
の
乖
離
が
あ
る
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
で
沖
縄
は

日
本
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
。
同
条
約
締
結

を
祝
う
式
典
で
の
安
倍
首
相
の「
バ
ン
ザ

イ
」に
は
強
い
違
和
感
を
覚
え
た
。 

　
私
は「
基
地
こ
そ
が
沖
縄
の
経
済
発
展

の
最
大
の
阻
害
要
因
」と
訴
え
て
当
選
し

た
。
か
つ
て
は
沖
縄
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
半
分
近

く
が
米
軍
関
連
だ
っ
た
時
期
も
あ
っ
た

が
、
今
や
４
・
９
％
で
し
か
な
い
。
米
軍

施
設
跡
地
に
で
き
た
新
都
心
で
の
経
済
効

果
は
、
返
還
前
に
比
べ
飛
躍
的
に
増
大
し

て
い
る
。

　
基
地
問
題
は
、
米
国
か
ら
は「
日
本
の

国
内
問
題
」と
言
わ
れ
、
日
本
政
府
か
ら

は「
米
国
が
ダ
メ
だ
と
言
っ
て
い
る
」と

タ
ラ
イ
回
し
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
ま
ま
で

は
日
米
同
盟
に
ヒ
ビ
が
入
り
か
ね
な
い
。

 

　「
辺
野
古
基
地
建
設
は
止
め
ら
れ
る
わ

け
が
な
い
」と
本
土
で
は
人
ご
と
の
よ
う

に
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
政
府
に
よ
る
県

や
市
町
村
の
意
向
無
視
は
、
日
本
の
地
方

自
治
全
体
の
危
機
で
も
あ
る
。 

　
土
地
を
米
軍
に
奪
わ
れ
、「
返
し
て
ほ

し
か
っ
た
ら
代
替
案
は
そ
っ
ち
で
考
え

ろ
」と
言
わ
れ
る
。
こ
れ
は
お
か
し
い
。

わ
れ
わ
れ
は「
県
外
移
設
」と
言
う
し
か

な
い
。

　

　
自
民
党
に
サ
ヨ
ナ
ラ
す
る
こ
と
は
悲
し

い
決
断
だ
っ
た
。
15
年
前
な
ら
私
は
ピ
エ

ロ
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

◆
稲
嶺
・
名
護
市
長

　
米
国
へ
の
働
き
か
け
が
す
ぐ
に
効
果
を

上
げ
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
が
、
諦
め
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
辺
野
古
基
金
へ
の

寄
付
は
７
割
が
県
外
か
ら
で
、
共
感
が
本

土
全
体
に
広
が
っ
て
い
る
。

　
翁
長
知
事
は
、
仲
井
真
前
知
事
の
よ
う

に
そ
の
う
ち
翻
意
す
る
と
の
声
も
あ
る

が
、
今
回
の
訪
米
で
本
気
度
を
示
し
た
。

辺
野
古
海
上
で
の
海
上
保
安
庁
の
警
備

は
、
弾
圧
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
ひ
ど
い
。

他
県
で
は
考
え
ら
れ
な
い
。
日
本
政
府
の

沖
縄
住
民
の
分
断
策
は
、
現
代
版
の
植
民

地
政
策
の
あ
ら
わ
れ
だ
。

◆
佐
喜
真
・
宜
野
湾
市
長

　
橋
本
首
相
と
モ
ン
デ
ー
ル
駐
日
米
国
大

使
が「
普
天
間
基
地
の
５
年
な
い
し
７
年

以
内
の
全
面
返
還
」で
合
意
し
て
か
ら
19

年
が
過
ぎ
た
が
、ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
。

事
故
が
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
移

設
先
に
つ
い
て
は
日
本
政
府
が
責
任
を
も

っ
て
や
る
べ
き
だ
。
日
米
安
保
の
大
切
さ

は
理
解
し
て
い
る
が
、
そ
の
大
切
さ
を
国

民
が
等
し
く
考
え
て
ほ
し
い
。

　
先
日
、
米
軍
西
普
天
間
住
宅
地
区
の
返

還
式
典
で
は「
菅
官
房
長
官
と
翁
長
知
事

が
目
を
合
わ
さ
な
か
っ
た
」と
い
う
記
事

ば
か
り
で
、
返
還
さ
れ
た
喜
び
が
無
視
さ

れ
、
新
聞
を
見
た
時
は
悲
し
か
っ
た
。

5月末の訪米後、初の公式会見に応じ
る翁長県知事
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黒
く
焼
け
焦
げ
た
樹
木
が
、
事
故
の
す

さ
ま
じ
さ
を
物
語
る
。
沖
縄
県
宜
野
湾
市

の
沖
縄
国
際
大
学
。
２
０
０
４
年
８
月
に

米
海
兵
隊
ヘ
リ
が
墜
落
、
炎
上
し
た
そ
の

現
場
か
ら
取
材
団
の
行
程
は
始
ま
っ
た
。

日
米
の
返
還
合
意
か
ら
19
年
。「
世
界
一

危
険
」と
称
さ
れ
な
が
ら
、
米
軍
普
天
間

飛
行
場
は
い
ま
だ
宜
野
湾
市
の
真
ん
中
に

あ
る
。
嘉
数
高
台
公
園
か
ら
基
地
を
望
む

と
、
市
民
の
反
対
の
中
で
12
年
に
配
備
さ

れ
た
垂
直
離
着
陸
輸
送
機
Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ

レ
イ
が
見
え
た
。

　
普
天
間
飛
行
場
で
は
、
ピ
ー
タ
ー
・
リ

ー
司
令
官
が
飛
行
場
の
概
要
や
任
務
を
説

明
。
ア
ジ
ア
地
域
の
不
測
事
態
へ
迅
速
に

対
応
す
る
必
要
性
を
挙
げ
た
が
、
質
疑
で

着
陸
失
敗
事
故
を「
完
全
に
避
け
ら
れ
な

い
」と
し
、
詳
細
な
事
故
原
因
調
査
が
安

全
飛
行
に
つ
な
が
る
と
強
調
し
た
。
市
街

地
上
空
な
ど
の
飛
行
を
め
ぐ
る
日
米
合
意

に
対
し
て
も
米
軍
の
任
務
と
安
全
性
が
優

先
さ
れ
、
守
ら
れ
な
い
事
態
が
あ
る
と
い

う
。
市
民
生
活
に
影
響
が
及
ぼ
う
が
及
ぶ

ま
い
が
、
全
て
は
米
軍
の
運
用
次
第
で
あ

る
と
い
う
理
不
尽
さ
を
痛
感
し
た
。

　
沖
縄
の
ま
ち
を
見
渡
す
と
、
米
軍
施
設

返
還
後
の
跡
地
で
め
ざ
ま
し
い
開
発
が
進

み
、
新
た
な
雇
用
や
経
済
効
果
を
生
ん
で

い
る
。
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ

ー
ロ
ー
の
上
原
良
幸
会
長
は「
海
外
の
観

光
客
が
伸
び
て
過
去
最
高
の
７
０
０
万
人

を
達
成
し
た
」と
し
、
今
後
の
課
題
は
イ

ン
フ
ラ
整
備
だ
と
指
摘
し
た
。

　
仲
井
真
弘
多
前
知
事
の
２
期
目
に
副
知

事
を
務
め
た
高
良
倉
吉
・
琉
球
大
学
名
誉

　
昨
年
９
月
の
菅
官
房
長
官
も
そ
う
だ

が
、
閣
僚
の
辺
野
古
視
察
は
ヘ
リ
か
ら
見

下
ろ
す
の
が
定
番
の
よ
う
だ
。
抗
議
か
ら

身
を
遠
ざ
け
た
い
の
か
、「
上
か
ら
目
線
」

の
あ
ら
わ
れ
か
。
中
谷
防
衛
相
は
５
月
、

普
天
間
飛
行
場
は
視
察
し
、
辺
野
古
は
見

ず
に
帰
っ
た
。
そ
れ
で「
辺
野
古
移
設
が

普
天
間
の
危
険
性
を
除
去
す
る
唯
一
の
解

決
策
」と
判
断
で
き
て
し
ま
う
ら
し
い
。

　
前
日
に
普
天
間
飛
行
場
と
米
軍
ヘ
リ
が

墜
落
し
た
沖
縄
国
際
大
学
を
視
察
し
た
取

材
団
は
、
漁
船
に
乗
っ
て
辺
野
古
沖
の
大

浦
湾
に
出
た
。
普
天
間
の
周
囲
に
密
集
す

る
住
宅
と
、
辺
野
古
の
先
に
広
が
る
マ
リ

ン
ブ
ル
ー
。
瞬
時
に
胸
に
迫
る
光
景
だ
。

　
大
浦
湾
北
部
の
漁
港
か
ら
約
５
分
、
数

珠
状
に
連
な
る
オ
レ
ン
ジ
色
の
フ
ロ
ー
ト

と
黄
色
の
ブ
イ
が
目
の
前
に
迫
る
。
立
ち

入
り
禁
止
水
域
だ
。
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の

台
船
が
遠
く
に
見
え
る
。午
前
中
、抗
議
を

試
み
た
カ
ヌ
ー
隊
が
海
上
保
安
官
に
一
時

拘
束
さ
れ
た
と
聞
く
。
我
々
も
海
保
の
ボ

ー
ト
に
マ
ー
ク
さ
れ「
速
や
か
な
退
去
を
」

と
何
度
も
警
告
を
受
け
た
。
ビ
デ
オ
カ
メ

ラ
が
常
に
こ
ち
ら
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。

　
ジ
ュ
ゴ
ン
の
餌
場
を
通
り
、
反
対
派
の

座
り
込
み
テ
ン
ト
が
あ
る
辺
野
古
漁
港
に

着
い
た
。
ヘ
リ
基
地
反
対
協
議
会
共
同
代

表
の
安あ

次し

富と
み

浩ひ
ろ
しさ

ん
が
話
す
。「
海
上
基

地
案
が
出
た
11
年
前
、
私
た
ち
が
海
上
行

動
で
負
け
て
い
た
ら
、
こ
の
光
景
は
な
か

っ
た
」。埋
め
立
て
に
必
要
な
土
砂
は
ト
ラ

ッ
ク
３
５
０
万
台
分
。こ
の
海
を
前
に
、反

対
派
と
容
認
派
に
分
断
さ
れ
て
い
る
現
実

を
思
う
。
東
京
で
新
基
地
の
図
面
に
目
を

凝
ら
し
て
も
実
感
で
き
な
い
不
条
理
。
今

ま
で
こ
こ
に
来
な
か
っ
た
自
分
を
恥
じ
た
。

　
那
覇
に
戻
っ
た
我
々
に
、
沖
縄
タ
イ
ム

ス
元
論
説
委
員
の
屋や

良ら

朝と
も

博ひ
ろ

さ
ん
は
、
在

沖
縄
米
軍
が
真
の
抑
止
力
に
な
り
得
て
い

る
の
か
問
い
か
け
た
。
70
年
前
、
太
田
実

中
将
が「
沖
縄
県
民
斯
ク
戦
ヘ
リ
」と
打

電
し
自
決
し
た
６
月
13
日
当
時
の
全
国
紙

も
紹
介
し
て
く
れ
た
。
大
相
撲
千
秋
楽
の

記
事
―
。「
目
ま
い
が
す
る
よ
う
な
ギ
ャ

ッ
プ
。
基
地
問
題
の
核
心
部
分
が
こ
こ
に

あ
る
」と
屋
良
さ
ん
は
話
し
た
。

共
同
通
信
社
会
部

　
鶴
田

　
大
悟

「
世
界
一
危
険
」な
飛
行
場

6
10

「
上
か
ら
目
線
」映
す
海

6
11

沖
縄
に
海
兵
隊
が
駐

留
す
る
意
味
を
問
わ

れ「
政
府
間
で
決
め

ら
れ
た
大
事
な
こ

と
」と
述
べ
る
に
と

ど
め
た
。

　
オ
ス
プ
レ
イ
の
安

全
管
理
を
担
当
す
る

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・

デ
マ
ー
ス
少
佐
は
、

米
ハ
ワ
イ
州
で
５
月

に
２
人
が
死
亡
し
た

教
授
に
は
、
２
０
０
０
年

に
提
言
し
た「
沖
縄
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
」
を
通
じ
、

沖
縄
が
歴
史
を
踏
ま
え
て

ど
う
独
自
性
を
持
て
る
か

を
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。

沖
縄
に
は
日
本
や
ア
ジ
ア

の
発
展
を
大
き
く
牽
引
す

る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
ま
だ

ま
だ
眠
っ
て
い
る
。

中
国
新
聞
岩
国
総
局

　
野
田

　
華
奈
子

オスプレイの前で基地の概要を説明するリー司令官
（米軍普天間飛行場）＝筆者撮影

漁船で辺野古新基地建設予定海域を視察。ブイの向こう
は沖縄防衛局の船
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沖縄取材 団

　
沖
縄
本
島
中
部
の
米
軍
嘉
手
納
飛
行

場
。
一
昔
前
、
こ
の
基
地
の
フ
ェ
ン
ス
に

接
し
て「
サ
ン
パ
ウ
ロ
広
場
」と
か「
安
保

の
見
え
る
丘
」な
ど
と
呼
ば
れ
る
エ
リ
ア

が
あ
っ
た
。

　
滑
走
路
が
見
通
せ
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
だ

っ
た
が
、
今
そ
の
役
割
は
県
道
を
挟
ん
で

建
て
ら
れ
た「
道
の
駅
か
で
な
」が
担
っ

て
い
る
。

　
12
日
、
取
材
団
は
こ
こ
で
昼
食
。
屋
上

展
望
台
に
上
る
と
、
眼
前
に
広
大
な
基
地

が
現
れ
る
。
Ｆ
Ａ

－

18
ホ
ー
ネ
ッ
ト
と
思

わ
れ
る
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
の
編
隊
が
猛
烈

な
爆
音
を
残
し
て
夏
空
に
吸
い
込
ま
れ
て

い
っ
た
。

　
こ
の
日
の
午
前
中
は
、
米
軍
普
天
間
飛

　「
真
実
を
知
る
こ
と
が
ど
れ
だ
け
難
し

い
か
を
私
は
戦
争
が
終
わ
っ
て
知
り
ま
し
た
。

枷（
か
せ
）が
か
か
っ
て
い
な
い
中
で
報

道
で
き
て
い
る
こ
と
こ
そ
が
平
和
な
の
で

す
」。
元
ひ
め
ゆ
り
学
徒
の
仲
里
正
子
さ

ん（
88
）の
言
葉
が
胸
に
引
っ
か
か
っ
て

い
た
。

　
仲
里
さ
ん
は
17
歳
の
時
、
学
徒
隊
と
し

て
動
員
。
壕
に
設
置
さ
れ
た
陸
軍
病
院
で

次
々
と
運
ば
れ
て
く
る
負
傷
兵
を
看
護
す

る
日
々
に
、
心
は
ま
ひ
し
て
い
っ
た
と
い

う
。「
砲
弾
の
破
片
で
重
傷
を
負
っ
た
兵

士
を
押
さ
え
つ
け
、
切
り
落
と
さ
れ
た
腕

や
足
を
抱
え
、
壕
の
外
に
捨
て
に
行
く
。

初
め
は
怖
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と

が
、
い
つ
の
間
に
か
何
と
も
思
わ
な
く
な

っ
て
い
た
」

　
突
然
の
解
散
命
令
後
、
砲
弾
の
飛
び
交

う
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
さ
ま
よ
い
、
一
度
は
自

害
を
決
意
し
た
。「
軍
国
教
育
の
影
響
で

『
正
義
の
戦
争
』で
あ
る
こ
と
を
、誰
も
が

固
く
信
じ
て
い
た
。
捕
虜
に
な
る
ん
だ
っ

た
ら
死
ん
だ
方
が
い
い
」。
周
囲
の
説
得

で
思
い
と
ど
ま
っ
た
が
、
日
本
の
敗
戦
を

知
っ
た
時
、
胸
に
あ
っ
た
の
は
、
生
き
延

び
た
と
い
う
安
堵
で
は
な
く
、
な
ぜ
負
け

た
の
か
と
い
う
悔
し
さ
だ
っ
た
と
い
う
。

　
仲
里
さ
ん
は「
心
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ

い
る
」「
話
を
聞
こ
う
と
も
し
な
い
」と
本

土
へ
の
不
信
感
を
投
げ
つ
け
た
。
こ
の
ま

ま
埋
め
立
て
工
事
が
強
行
さ
れ
れ
ば「
県

内
の
他
の
米
軍
基
地
で
も
運
営
に
支
障
を

来
す
こ
と
に
な
る
」と
も
。

　
午
後
か
ら
は
沖
縄
防
衛
局
で
井
上
一
徳

局
長
に
会
う
。
前
日
、
辺
野
古
の
洋
上
で

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
船
団
を
ビ
デ
オ
撮
影

し
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
、
記
者
団
か
ら

「
不
快
だ
っ
た
。
正
当
な
理
由
が
あ
る
の

か
」と
の
質
問
も
出
た
。
対
す
る
答
え
は

「
仮
に
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
と
き
の
事
実

関
係
確
認
の
た
め
」。
日
本
記
者
ク
ラ
ブ

と
の
ト
ラ
ブ
ル
と
は
ど
ん
な
事
態
が
想
定

さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
後
、
普
天
間
基
地
を
抱
え
る
宜
野

湾
市
役
所
を
訪
ね
た
。
佐
喜
真
淳
市
長
は

「
日
米
安
保
は
大
切
だ
が
、
そ
の
大
切
さ

を
国
民
に
等
し
く
考
え
て
も
ら
い
た
い

か
な
い
と
こ
ろ
で
進
ん
で
い
た
」と
。

　
ひ
め
ゆ
り
平
和
祈
念
資
料
館
の
一
角
。

当
時
、
教
育
現
場
で
使
用
さ
れ
て
い
た
用

語
の
解
説
に
目
が
と
ま
っ
た
。〈
非
国
民
：

戦
争
中
、
政
府
の
方
針
に
少
し
で
も
逆
ら

う
人
は「
非
国
民
」の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら

れ
、
厳
し
い
統
制
と
差
別
を
う
け
た
。
戦

争
に
対
す
る
不
満
や
批
判
を
封
じ
込
め
る

た
め
の
格
好
の
言
葉
で
あ
っ
た
〉

　
今
再
び
、
ネ
ッ
ト
や
週
刊
誌
な
ど
で
は

「
非
国
民
」や「
売
国
奴
」の
言
葉
が
飛
び

交
う
。
70
年
前
も
今
も
、
社
会
に
潜
む
危

険
性
は
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
仲
里
さ
ん
は
言
っ
た
。「
枷

が
か
か
っ
て
報
道
を
す
る
よ
う
な
こ
と
に

な
っ
た
ら
、
そ
れ
は
戦
争
に
向
か
っ
て
い

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」。
沖
縄
視
察
か

ら
１
週
間
。
そ
の
言
葉
が
重
く
胸
に
の
し

か
か
っ
て
い
る
。

神
奈
川
新
聞
編
集
局
報
道
部

　
松
島

　
佳
子

投
げ
つ
け
ら
れ
た
不
信
感

6
12

元
ひ
め
ゆ
り
学
徒
の
言
葉
に
思
う

6
13

報道室スタッフ総出で記者懇談会に臨んだ
沖縄防衛局の井上一徳局長

行
場
の
移
転
先
と

な
っ
て
い
る
辺
野

古
の
地
元
、
名
護

市
の
稲
嶺
進
市
長

と
会
見
。
著
名
な

軍
事
評
論
家
か
ら

「
基
地
問
題
で
飯

を
食
っ
て
い
る
ん

だ
ろ
う
」と
罵
倒

さ
れ
た
と
い
う
話

を
披
露
し
な
が

ら
、「
無
視
さ
れ
て

し
、
議
論
し
て
い
た
だ
き

た
い
」。

　
一
日
の
締
め
く
く
り

は
、
基
地
が
よ
く
見
え
る

同
市
役
所
の
屋
上
。
フ
ェ

ン
ス
の
す
ぐ
隣
に
民
家
が

軒
を
連
ね
る
。
赤
瓦
や
花

ブ
ロ
ッ
ク
が
、
西
に
傾
く

強
烈
な
日
差
し
に
照
ら
さ

れ
て
い
た
。

時
事
通
信
解
説
委
員
長

　
軽
部

　
謙
介

語り部を3月に引退した仲里正子さんが取材団の
ために、この日だけ語ってくれた

て
い
た
」

と
言
い
、

背
景
に
は

「
画
一
化

さ
れ
た
教

育
、
報
道

が
あ
っ
た
」

と
振
り
返

る
。
そ
し

て
そ
れ
は

「
気
が
付
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沖 縄取材団　参加者の声

●「
忘
れ
」を
報
道
で
食
い
止
め
る

　「
忘

れ
な
い
」「
忘
れ
さ
せ
な
い
」取
り
組
み
の

先
進
地
は
、
次
代
に
継
承
し
て
つ
ぶ
さ
に

伝
え
て
い
く
こ
と
―
。
被
害
の
大
小
は
単

純
に
比
較
は
で
き
な
い
が
、
震
災
と
原
発

事
故
の
被
災
地
・
福
島
か
ら
取
材
団
に
参

加
し
た
者
と
し
て
、
太
平
洋
戦
争
末
期
の

沖
縄
戦
で
被
害
を
受
け
た「
生
か
さ
れ
た

人
た
ち
」や「
子
孫
」の
声
が
胸
に
刺
さ
っ

た
。
人
は
、
悲
し
い
ぐ
ら
い
忘
れ
て
い
く

生
き
物
だ
。
こ
れ
を
少
し
で
も
食
い
止
め

る
た
め
に
も
、
今
を
生
き
る
わ
れ
わ
れ
が

次
代
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
の
重
要
性
を

再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
悲
惨
な
歴
史
を
繰

り
返
し
て
は
な
ら
な
い
。

福
島
民
友
新
聞
編
集
局
報
道
部

　
橋
本

　
徹

●
見
て
聞
い
て
感
じ
た

　「
人
ご
と
で
な

い
」と
取
材
し
て
き
た
つ
も
り
だ
っ
た
。

で
も
、
初
め
て
沖
縄
で
見
て
、
聞
い
て
、

甘
か
っ
た
と
思
っ
た
。

　
澄
ん
だ
辺
野
古
の
海
に
は
、
国
と
住
民

の
対
立
が
あ
っ
た
。
広
々
と
し
た
米
軍
基

地
の
周
り
に
は

事
故
の
危
険
と

隣
り
合
わ
せ
の

住
民
が
い
た
。

穏
や
か
な
笑
顔

の
お
年
寄
り
は

話
せ
な
い
ほ
ど

つ
ら
い
戦
争
体

験
を
胸
に
し
ま

っ
て
い
た
。

　
分
か
っ
た
よ
う
で
、

分
か
っ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
。
外
か
ら
見
る
沖

縄
と
、
肌
で
感
じ
る
沖

縄
は
だ
い
ぶ
違
っ
て
い

た
。こ
の「
違
い
」を
記

事
に
し
て
い
き
た
い
。

中
日
新
聞
社
会
部

　
蜘
手

　
美
鶴

●
望
遠
レ
ン
ズ
の
向
こ

う
　
沖
縄
・
辺
野
古
の

海
で
ボ
ー
リ
ン
グ
施
設
を
大
げ
さ
に
取
り

巻
く
フ
ロ
ー
ト
の
輪
。
広
大
な
海
を
占
拠

し
拒
絶
す
る
の
は
、
近
づ
く
者
で
は
な
く

基
地
建
設
反
対
の
民
意
に
見
え
る
。
粛
々

と
進
む
作
業
を〝
防
御
壁
〟の
外
か
ら
望

遠
レ
ン
ズ
で
撮
影
し
、
沖
縄
を
覆
う
不
条

理
の
一
端
を
垣
間
見
た
。

　
一
方
、
県
知
事
ら
関
係
首
長
が
取
材
団

に
向
け
た
言
葉
が
突
き
刺
さ
る
。「
基
地

の
話
を
し
だ
す
と
本
土
の
人
は
耳
を
閉
じ

る
」「
沖
縄
の
実
相
を
見
て
伝
え

て
」。
沖
縄
を
望
遠
レ
ン
ズ
越
し

に
見
て
な
い
か
―
。
そ
う
問
い
掛

け
ら
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。

高
知
新
聞
東
京
支
社

　
宮
𥔎𥔎

　
順
一

●
沖
縄
戦
の
叫
び

　「
動
け
な
く

な
っ
た
重
傷
者
を
壕
に
置
き
去
り

に
し
て
移
動
し
た
。『
置
い
て
い

か
な
い
で
』『
殺
し
て
く
れ
』と
い

う
叫
び
が
今
で
も
耳
に
残

っ
て
い
る
」。
元
ひ
め
ゆ

り
学
徒
隊
の
仲
里
正
子
さ

ん（
88
）が
語
る
沖
縄
戦

当
時
の
凄
惨
な
状
況
に
衝

撃
を
受
け
た
。こ
れ
ま
で
、

大
き
な
選
挙
や
裁
判
の
応

援
で
沖
縄
を
訪
問
し
た
こ

と
は
何
度
か
あ
っ
た
が
、

沖
縄
戦
の
取
材
は
初
め
て

で
、大
変
参
考
に
な
っ
た
。

辺
野
古
を
め
ぐ
っ
て
翁
長

知
事
の
下
で
緊
張
状
態
が
続
く
沖
縄
。
今

後
も
取
材
で
訪
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ

が
、
多
角
的
な
視
点
で「
沖
縄
」を
見
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

読
売
新
聞
西
部
本
社
社
会
部

　
高
橋

　
宏
平

●
闇
が
迫
っ
て
き
た

　
長
崎
総
局
勤
務
時

代
に
は
原
爆
企
画
を
担
当
し
た
し
、
論
説

委
員
に
な
っ
て
か
ら
は
広
島
も
訪
ね
た
。

し
か
し
、今
回
訪
れ
た
沖
縄
戦
の
戦
跡
は
、

さ
ら
に
強
い
訴
求
力
で
私
に
迫
っ
て
き

た
。
ガ
マ
の
暗
闇
の
中
に
立
ち
、
70
年
前

に
こ
こ
で
起
き
た
こ
と
を
聞
く
―
。
得
難

い
体
験
だ
っ
た
。

　
国
策
の
過
ち
が
、
い
か
に
民
衆
を
苦
し

め
る
か
。
威
勢
の
い
い
言
葉
で
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
を
あ
お
り
立
て
る
メ
デ
ィ
ア
。
歴

史
を
都
合
よ
く
修
正
し
て
恥
じ
な
い
政
治

家
。
そ
ん
な
連
中
を
、
１
日
ぐ
ら
い
こ
こ

に
閉
じ
込
め
、
反
省
さ
せ
て
や
り
た
い
。

半
ば
本
気
で
そ
う
思
っ
た
。

西
日
本
新
聞
論
説
委
員

　
永
田

　
健

●
本
来
の「
終
戦
」い
ま
だ
見
え
ず

　
わ

ず
か
０
・
６
％
の
国
土
に
74
％
も
の
米
軍

基
地
が
集
結
す
る
現
実
に
触
れ
た
こ
と
が

何
よ
り
も
大
き
い
。
普
天
間
の
オ
ス
プ
レ

イ
、
辺
野
古
、
そ
し
て
嘉
手
納
で
の
戦
闘

機
の
爆
音
。
70
年
を
経
て
も
な
お
、
こ
の

地
に
本
来
の
意
味
で
の「
終
戦
」は
訪
れ

て
い
な
い
気
が
し
た
。「
本
土
の
人
は
」

と
い
う
声
を
取
材
中
、何
度
も
耳
に
し
た
。

　
九
州
に
住
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
身
近
に

感
じ
て
き
た
沖
縄
だ
が
、
同
じ
日
本
人
で

あ
り
な
が
ら
長
年「
負
担
」を
感
じ
て
き

た
反
発
心
な
の
だ
ろ
う
か
。
九
州
沖
縄
の

ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
る
立
場
か
ら
、
そ
の
答

え
を
探
し
て
い
き
た
い
。

九
州
朝
日
放
送
報
道
部

　
岡
本

　
郡
治

関空から着いたばかりの貨物専用機
（ANA沖縄貨物ハブで午前2時すぎ撮影）

沖縄戦最後の激戦地・米須海岸。説明役は沖縄タイムス
の謝花直美編集委員（中央）

多数の兵士、住民が避難して助かった糸数の鍾乳洞
前で、ガイドを務める生存者の娘さんから話を聞く
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●
東
日
本
大
震
災
と
戦
後

　
戦
後
70
年
報
道
担
当
者
に
よ

る
パ
ネ
ル
討
論
は
、
同
じ
立
場
の
私
に
と
っ
て
大
き
な
刺

激
と
な
っ
た
。10
年
ご
と
の
繰
り
返
し
で
は
意
味
が
な
い
。

「
今
」と
い
う
時
代
と
ど
う
切
り
結
ぶ
の
か
―
。

挑
戦
す
る
姿
勢
に
共
感
し
、
同
時
に「
戦
後
は

い
つ
ま
で
続
く
の
か
」と
の
問
い
も
頭
を
も
た

げ
た
。
私
は
東
日
本
大
震
災
が
大
き
な
転
換
点

に
な
る
と
信
じ
て
い
る
。
戦
後
70
年
報
道
を
通

じ
、「
災
後
」の
新
た
な
社
会
を
展
望
す
る
こ

と
の
意
義
を
あ
ら
た
め
て
強
く
感
じ
た
。

岩
手
日
報
報
道
部
次
長

　
榊

　
悟

●
多
角
取
材
の
重
要
性

　
現
役
で
活
躍
し
て
い

る
記
者
た
ち
の
生
の
声
が
聞
け
、
勉
強
に
な
っ

た
。
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
を
取
材
し
て
い
た
須
田
桃

　
6
月
8
、
9
の
両
日
、
第
18
回
記
者
研
修
会
を
実
施
し
た
。
参

加
者
は
49
社
59
人（
う
ち
非
会
員
＝
以
下
同
じ
＝
14
社
16
人
）で
、

新
聞
33
社
42
人（
5
社
6
人
）、
放
送
16
社
17
人（
9
社
10
人
）。

参
加
者
の
一
部
は
、
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
、
引
き
続
い
て
行
わ

れ
た
沖
縄
取
材
団
に
も
加
わ
っ
た
。

子
さ
ん
の「
真
実
を
見
極
め
る
難
し
さ
」と
い
う
言
葉
が

印
象
に
残
る
と
と
も
に
、
多
角
的
な
取
材
の
重
要
性
も
あ

ら
た
め
て
認
識
し
た
。
ま
た「〝
戦
後
70
年
〟の
年
に
伝
え

る
べ
き
こ
と
は
何
か
？
」、
各
報
道
機
関
の
考
え
方
、
取

り
組
み
方
は
参
考
に
な
り
、
今
後
の
企
画
の
ヒ
ン
ト
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。

名
古
屋
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
情
報
セ
ン
タ
ー

　
小
川

　
直
希

●
書
か
な
い
理
由
よ
り
書
く
理
由

　
ポ
ー
ラ
レ
デ
ィ
だ
っ

た
認
知
症
の
女
性
を
通
し
て
、
戦
後
70
年

を
切
り
取
る
京
都
新
聞
の
記
事
は
新
鮮

だ
。「
記
者
が
日
ご
ろ
、
壁
に
当
た
っ
て

諦
め
て
い
る
こ
と
を
見
直
し
、
弱
い
所
を

可
視
化
し
た
」。
パ
ネ
ル
討
論
で
の
編
集

幹
部
の
言
葉
に
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
た
。
戦

後
70
年
の
取
材
に
近
道
な
し
と
は
思
っ
て

き
た
。
そ
れ
で
も
書
か
な
い（
書
け
な
い
）

理
由
を
挙
げ
、
避
け
て
い
る
部
分
は
な
か

っ
た
か
。
戦
争
体
験
者
へ
の
取
材
が「
最

後
の
機
会
」と
も
い
わ
れ
る
中
、
書
く
理

由
を
見
い
だ
し
、
あ
の
手
こ
の
手
で
時
代
の
核
心
に
迫
る

努
力
を
続
け
る
べ
き
だ
と
感
じ
た
。

福
井
新
聞
社
会
部
主
任

　
竹
内

　
史
幸

●
歴
史
の
転
換
点
に

　「
平
和
と
は
、二
つ
の
戦
争
の
間
に

介
在
す
る
だ
ま
し
合
い
の
時
期
を
指
す
」。『
悪
魔
の
辞
典
』

の
皮
肉
の
利
い
た
語
釈
を
思
い
出
し
た
。
保
阪
正
康
氏
が

語
っ
た「
戦
間
期
」で
あ
る
。
敗
戦
国
は
復
讐
を
企
て
、

失
っ
た
領
土
や
金
を
取
り
返
そ
う
と
準
備
す
る
。
だ
が
日

本
は
70
年
、
そ
ん
な
戦
間
期
の
思
想
を
持
た
ず
に
来
た
、

と
。
今
そ
れ
が
変
質
し
つ
つ
あ
る
気
が
す
る
。「
日
本
を

取
り
戻
す
」と
い
う
政
権
の
動
き
を
よ
く
見
極
め
た
い
。

山
陽
新
聞
論
説
委
員

　
道
広

　
淳

●
メ
デ
ィ
ア
の
使
命

　
時
は
流
れ
て
い
る
。
今
年
で
戦
後

70
年
。
入
社
４
年
目
の
私
は
、
戦
争
を
扱
う
こ
と
に
苦
手

意
識
が
あ
っ
た
。
け
れ
ど
、
わ
れ
わ
れ
が
伝
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
相
手
は
私
の
よ
う
な
人
で
、
私
が
担
う
こ
と
で

伝
わ
る
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
背
中
を
押
し
た
の

は
、
今
回
思
い
知
っ
た
、
後
世
に
残
す
こ
と
の
重
要
性
や
、

記
者
た
ち
の
苦
悩
。
そ
し
て
、
何
度
も
聞
か
れ
た
言
葉
。

「
今
、
戦
争
の
語
り
手
が
い
な
く
な
る
最
後
の
時
期
に
来

て
い
る
」。
時
は
流
れ
て
い
る
。

山
陰
中
央
テ
レ
ビ
報
道
制
作
局

　
山
下

　
桃

●
パ
ネ
ル
討
論
で
光
を
見
た

　
戦
後
70
年
企
画
を
単
な
る

回
顧
も
の
に
せ
ず
、「
今
」と
い
か
に
地
続
き
に
捉
え
る

か
。
ど
の
社
も
お
題
目
の
よ
う
に
唱
え
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ

が
、
そ
う
簡
単
に
成
功
で
き
る
話
で
は
な
い
。
結
局
、
戦

争
体
験
者
の
証
言
集
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う
ア
イ
デ
ア
不

足
に
悩
ま
さ
れ
る
中
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
紹

介
さ
れ
た
他
社
の
意
欲
的
な
取
り
組
み
に
光
を
見
た
気
が

し
た
。

徳
島
新
聞
社
会
部

　
藤
長

　
英
之

6月8日（月）▶「なにを伝えるか・どう伝え
るか」須田桃子・毎日新聞科学環境部記者、長
谷川由紀・読売新聞元カイロ支局長　司会：
小栗泉企画委員（日本テレビ報道局解説委員・
政治部担当副部長）（10階ホール）▶クラブの概
要説明（昼食、10階ホール）▶対談「戦後70年を
語る」作家・保阪正康さん、原武史・明治学院
大学教授　司会：川上高志企画委員（共同通信
論説副委員長）（ 9 階会見場）▶パネルディス
カッション「我が社の戦後70年報道」西村修・
秋田魁新報編集委員、岡本晃明・京都新聞報
道部長代理、宮﨑智三・中国新聞ヒロシマ平
和メディアセンター長、梶井正人・ＲＫＢ毎日
放送報道部副部長　司会：瀬口晴義企画委員

（東京新聞社会部長）（10階ホール）▶交流会（10
階ホール）
6月9日（火）▶研究会「データを紡いで社会

につなぐ」渡邉英徳・首都大学東京准教授　司
会：津山昭英前特別企画委員▶記者会見　石
破茂・地方創生担当相（会員オープン、17㌻掲
載）司会：原田正隆企画委員（西日本新聞東京
支社編集長）（10階ホール）▶昼食（ 9 階会見場）
▶対談「戦後70年を語る」（会員オープン、12㌻
掲載）村山富市・元首相、河野洋平・元官房長
官　司会：倉重篤郎企画委員（毎日新聞論説室
専門編集委員）（10階ホール）

プログラム

第18回記者研修会

70年報道について4紙の担当者に鋭く質問（6月8日）

クラブ会員と共に臨んだ石破大臣会見（6月9日）
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我
が
社
の
戦
後
70
年
報
道

　
戦
後
70
年
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
わ
が
社（
東
京
新
聞
）

の
企
画
は
質
・
量
と
も
に
、
な
か
な
か
い
い
線
い
っ
て

い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
…
。在
京
紙
と
比
較
し
て
内
心
、

悦
に
入
っ
て
い
た
が
、
今
回
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
に
出
席
し
て
い
た
だ
い
た
秋
田
魁
新
報（
秋
田

市
）、
京
都
新
聞（
京
都
市
）、
中
国
新
聞（
広
島
市
）、

Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送（
福
岡
市
）の
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組

し
み
の
連
鎖
」を
は
じ
め
、
ベ
テ
ラ
ン
の
編
集
委
員
が

重
い
直
球
を
ず
ば
ず
ば
投
げ
込
む
骨
太
の
企
画
は
読
み

応
え
十
分
だ
っ
た
。

　
京
都
新
聞
の『
時
を
渡
る
舟
』は
切
れ
味
の
鋭
い
変

化
球
が
持
ち
味
だ
。
い
い
意
味
で
読
み
手
の
予
想
を
裏

切
る
構
成
力
と
文
章
力
に
は
脱
帽
し
た
。
あ
え
て
取
材

の
過
程
を
書
く
こ
と
で
、
読
者
が
感
情
移
入
し
や
す
く

み
を
伺
っ
て
、
そ

の
自
信
は
打
ち
砕

か
れ
た
。

　
郷
土
部
隊
の
生

き
残
り
の
元
兵
士

を
丹
念
に
取
材
し

た
秋
田
魁
は
、
野

球
に
例
え
る
と
直

球
勝
負
。
戦
史
の

空
白
を
た
ど
り
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
住

民
を
殺
し
た
と
い

う
加
害
の
証
言
を

得
た
第
二
部「
憎

な
っ
た
。
計
算
し
尽
く
さ
れ
た
心
憎
い
企

画
だ
と
思
っ
た
。

　
被
爆
地
で
新
聞
を
発
行
す
る
新
聞
社

が
、
記
憶
を
継
承
す
る
た
め
に
何
が
で
き

る
の
か
。
中
国
新
聞
の
ジ
ュ
ニ
ア
ラ
イ
タ

ー
の
制
度
は
、
そ
ん
な
問
い
を
突
き
詰
め

た
取
り
組
み
だ
と
思
う
。
ジ
ュ
ニ
ア
ラ
イ

タ
ー
が
取
材
し
て
書
く
月
２
回
の
紙
面

「
ピ
ー
ス
シ
ー
ズ（
平
和
の
種
）」は
充
実

し
て
い
る
。
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
博
物
館
を

訪
ね
た
若
者
が
学
ん
だ
こ
と
は
多
い
は
ず

だ
。
新
聞
社
が
ま
い
た
種
は
確
実
に
芽
を

出
し
、
大
き
く
育
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　
入
社
５
年
目
以
下
の
若
手
記
者
が
戦
争

遺
跡
を
訪
ね
る
番
組
を
制
作
し
て
い
る
Ｒ

Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送
は
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
新

人
を
試
合
に
出
し
て
育
て
る
野
球
チ
ー
ム

に
例
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
戦
争
資

料
館
の
館
長
が
熱
心
に
顔
を
出
す
記
者
に

ほ
だ
さ
れ
、
取
材
の
ア
ポ
イ
ン
ト
取
り
ま

で
や
っ
て
く
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
は

印
象
深
か
っ
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
参
加
者

は
熱
心
に
メ
モ
を
取
り
、
終
了
後
の
懇
親

会
で
も
登
壇
者
を
つ
か
ま
え
、
質
問
を
浴

び
せ
て
い
た
。
戦
後
70
年
企
画
を
担
当
し

て
い
る
皆
さ
ん
の
刺
激
に
な
っ
た
ら
幸
い

で
あ
る
。

　
司
会

　
企
画
委
員

　
東
京
新
聞
社
会
部
長

瀬
口

　
晴
義

●
過
去
と
今
か
ら
未
来
を
伝
え
る

　
保
阪
正
康
氏
が「
戦
後
70
年
は
同
時

代
史
か
ら
歴
史
へ
と
移
る
と
き
」と
語
っ
た
。同
感
で
あ
る
。〝
皮
膚
感
覚
〟

で
戦
争
を
知
る
人
々
の
証
言
を
残
す
必
要
性
を
強
く
感
じ
る
。
弊
紙
の
連

載
は
戦
争
を
生
き
抜
い
た
人
々
の
話
を
聞
き
、
そ
の
人
生
に
向
き
合
う
こ

と
か
ら
始
め
た
。
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は〝
ド
直
球
勝
負
〟。
だ
が
、
こ

れ
を
貫
き
た
い
。「
過
去
」を
学
び
、「
今
」を
見
つ
め
直
す
こ
と
で
、
あ

る
べ
き「
未
来
」へ
の
ヒ
ン
ト
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
と
思
う
。

秋
田
魁
新
報
編
集
委
員

　
西
村

　
修

●
ま
だ
手
遅
れ
で
は
な
い

　
メ
デ
ィ
ア
が「
戦
後
Ⅹ
年
」報
道
で
何
を
報

じ
ず
に
き
た
か
を
自
問
し
て
い
る
。
貴
重
で
勇
気
あ
る
証
言
を
い
つ
で
も

ア
ク
セ
ス
可
能
な
も
の
に
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
。
従
前
は「
ネ
タ
に
な

ら
な
い
」と
切
り
捨
て
て
き
た
こ
と
を
見
つ
め
直
す
上
で
、
戦
後
70
年
は

手
遅
れ
で
は
な
い
。
東
京
中
心
で
は
な
い
加
害
の
歴
史
や
多
言
語
で
の
平

和
報
道
発
信
の
試
み
を
会
場
で
知
り
、
そ
の
思
い
を
強
く
し
た
。

京
都
新
聞
報
道
部
長
代
理

　
岡
本

　
晃
明

●
新
た
な
試
み
は
覚
悟
の
表
れ

　
70
年
の
節
目
を
迎
え
、
被
爆
証
言
を
直

接
聴
く
こ
と
が
で
き
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
。
次
世
代
に
ど
う
伝

え
て
い
く
か
、
広
島
全
体
が
模
索
を
続
け
る
中
、
地
元
新
聞
社
と
し
て
の

答
え
の
１
つ
が
ジ
ュ
ニ
ア
ラ
イ
タ
ー
だ
。
平
和
を
テ
ー
マ
に
取
材
・
活
動

す
る
小
６
～
高
３
の
記
者
で
あ
る
。
編
集
の
枠
を
超
え
た
試
み
は
、
自
ら

も
被
爆
を
体
験
し
た
新
聞
社
の
覚
悟
の
表
れ
と
い
え
る
。
聞
い
て
く
れ
た

若
い
記
者
が
、
そ
う
受
け
止
め
何
か
を
感
じ
て
く
れ
れ
ば
幸
い
だ
。

中
国
新
聞
ヒ
ロ
シ
マ
平
和
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
長

　
宮
﨑

　
智
三

●
私
た
ち
の
使
命
は
語
り
継
ぐ
こ
と

　
現
場
の
記
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
質

問
は
、
非
常
に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た
。
特
に
、
初
め
て
終
戦
企

画
に
取
り
組
む
若
い
記
者
の「
戦
後
70
年
を
報
じ
る
こ
と
に
、
あ
ま
り
意

味
を
感
じ
な
い
」と
い
う
本
音
は
、
重
い
一
言
だ
っ
た
。
私
は「
取
材
を

進
め
る
な
か
で
、
必
ず〝
報
じ
な
け
れ
ば
〟と
感
じ
る
と
き
が
あ
る
は
ず
」

と
応
じ
た
が
、
あ
の
戦
争
を
語
り
継
ぐ
こ
と
は
私
た
ち
の
使
命
。
あ
ら
た

め
て
感
じ
た
。

Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送
報
道
部
副
部
長

　
梶
井

　
正
人

秋田、京都、広島、福岡　多様な“戦後”　地元メディアの視点で挑む

パネリストの声
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「
な
に
を
伝
え
る
か
・
ど
う
伝
え
る
か
」

■
取
材
経
験
か
ら
学
び
考
え
る

須す

田だ

　桃も
も

子こ

　
毎
日
新
聞
科
学
環
境
部
記
者

長は

谷せ

川が
わ

　由ゆ

紀き

　
読
売
新
聞
元
カ
イ
ロ
支
局
長

小お

栗ぐ
り

　泉い
ず
み

　
日
本
テ
レ
ビ
報
道
局
解
説
委
員
・
政
治
部
担
当
副
部
長

「
戦
後
70
年
を
語
る
」

■
「
大
戦
」
の
理
解

　皮
膚
感
覚
か
ら
歴
史
へ

保ほ

阪さ
か

　正ま
さ

康や
す

　
作
家

原は
ら

　武た
け

史し

　
明
治
学
院
大
学
教
授

「
デ
ー
タ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」

■「
記
憶
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」で
歴
史
を
追
体
験

渡わ
た

邉な
べ

　英ひ
で

徳の
り

　
首
都
大
学
東
京
准
教
授

　
最
初
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
３
人
の
女
性
記
者
が
話
し

た
。
日
本
メ
デ
ィ
ア
初
の
女
性
中
東
常
駐
特
派
員
を
務
め

た
読
売
新
聞
の
長
谷
川
由
紀
さ
ん︵
右
︶は
、
日
本
の
情
報

発
信
の
閉
鎖
性
を
指
摘
。「
海
外
に
日
本
の
情
報
が
ど
う

流
れ
、
ど
ん
な
反
応
が
あ
る
の
か
無
関
心
」と
し
、
国
内

の
ニ
ュ
ー
ス
と
そ
れ
に
対
す
る
見
方
を
海
外
に
正
確
に
発

信
す
る
方
法
を
考
え
る
べ
き
だ
と
提
案
し
た
。

　
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
問
題
を
取
材
し
、

大
宅
壮
一
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
を

受
賞
し
た
毎
日
新
聞
の
須
田
桃
子
さ

ん︵
中
︶は
、
情
報
が
錯
綜
し
た
取
材

の
苦
労
を
紹
介
。「
正
確
な
情
報
を

伝
え
る
た
め
に
、
多
く
の
関
係
者
に

会
っ
て
取
材
す
る
記
者
の
役
割
と
責

任
を
実
感
し
た
」と
振
り
返
っ
た
。

　
日
本
テ
レ
ビ
で
ニ
ュ
ー
ス
解
説
を
担
当
す
る
小
栗
泉
さ

ん
は
、
最
近
は
報
道
機
関
の
論
調
が
世
論
を
意
識
し
て
偏

る
傾
向
が
あ
る
と
し
、「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
し
て
い
な
い
か
」と
提
起
。
そ
の
上
で
、「
政
策

の
立
案
過
程
を
き
ち
ん
と
報
道
し
、
誰
が
権
力
を
持
つ
の

か
と
い
う
政
局
報
道
に
も
力
を
入
れ
た
い
」と
述
べ
た
。

　
情
報
収
集
を
尽
く
し
、
必
要
な
情
報
を
選
び
書
く
、
記

者
の
基
本
に
立
ち
返
る
こ
と
が
で
き
た
。

�

秋
田
魁
新
報
政
治
経
済
部

　
高
橋

　
さ
つ
き

　「
平
和
」と
い
う
言
葉
が
無
造
作
に
使
わ
れ
て
い
る
―
。

保
阪
さ
ん︵
右
︶の
問
題
提
起
で
、「
戦
後
70
年
」報
道
と
は

不
可
分
だ
と
考
え
て
い
た
言
葉
へ
の
認
識
を
新
た
に
し

た
。
定
義
が
幅
広
い
言
葉
に
逃
げ
ず
、
現
状
認
識
を
読
者

と
ど
う
共
有
す
る
か
。「
平
和
憲
法
で
は
な
く
非
軍
事
憲

法
だ
」と
明
確
化
す
る
保
阪
さ
ん
の
解
釈
は
、
憲
法
改
正

論
議
の
本
質
を
伝
え
る
足
掛
か
り
に
も
な
る
。

　
原
さ
ん
は
日
本
が
戦
争
を
し
な
か
っ
た
こ
の
70
年
に
対

し
、
大
き
な
戦
乱
が
２
０
０
年
以
上

な
か
っ
た
江
戸
時
代
の
例
を
挙
げ

た
。
長
い
平
和
で
国
学
が
興
り
、
日

本
中
心
の
考
え
方
が
広
が
っ
た
と
の

指
摘
は
、
現
在
の
政
治
状
況
に
も
向

け
ら
れ
て
い
る
と
受
け
止
め
た
。
戦

後
だ
け
に
着
目
せ
ず
、
戦
前
と
戦
後

で
連
続
し
て
い
る
も
の
へ
の
視
点
を

持
つ
べ
き
だ
と
の
助
言
も
印
象
に
残
っ
た
。

　
戦
後
70
年
を
機
に
、
太
平
洋
戦
争
と
そ
の
過
程
の
解
釈

が
皮
膚
感
覚
を
伴
っ
た
同
時
代
史
へ
の
理
解
か
ら
、
歴
史

解
釈
に
移
行
す
る
、
と
保
阪
さ
ん
は
言
う
。
戦
争
体
験
者

の
証
言
を
記
事
に
残
す
作
業
も
、
そ
の
意
識
に
立
っ
て
急

ぐ
必
要
が
あ
る
と
痛
感
し
た
。

信
濃
毎
日
新
聞
報
道
部
次
長

　
宮
坂

　
重
幸

　
は
や
り
の「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」関
係
の
小
難
し
い
話
な

の
か
と
思
っ
た
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
講
師
の
渡
邉
英
徳

さ
ん
と
い
う
名
前
も
、「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
」も

知
ら
な
か
っ
た
。

　
だ
か
ら
、
講
演
を
聞
い
て
驚
い
た
。

　
グ
ー
グ
ル
ア
ー
ス
上
に
、
広
島
の
原
爆
が
投
下
さ
れ
た

当
時
の
地
図
や
写
真
を
重
ね
合
わ
せ
、
被
爆
者
の
証
言
を

被
爆
し
た
場
所
に
、
そ
の
人
物
の
写
真
と
と
も
に
一
括
表

示
す
る「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
」の
な
ん
と
見
や
す

く
、
分
か
り
や
す
い
こ
と
。

　
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
、
証
言
が
動
画

あ
る
い
は
文
書
の
形
で
飛
び
出
し
て

く
る
。
過
去
に
集
め
ら
れ
た
証
言
だ

け
で
な
く
、動
画
素
材
に
関
し
て
は
、

地
元
の
高
校
生
た
ち
が
被
爆
者
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
集
め
た
も
の
だ
と
い
う
。

　
こ
う
し
て
世
代
を
超
え
て
作
ら
れ
た「
ヒ
ロ
シ
マ･

ア

ー
カ
イ
ブ
」を
渡
邉
氏
は「
記
憶
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」と

呼
ぶ
。「
記
憶
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」に
よ
っ
て
紡
が
れ

た
デ
ー
タ
が
グ
ー
グ
ル
ア
ー
ス
上
に
一
括
表
示
さ
れ
る

と
、
ま
る
で
当
時
の
状
況
を
追
体
験
し
て
い
る
よ
う
だ
。

ま
ず
俯
瞰
し
て
概
要
を
つ
か
み
、
そ
こ
か
ら
個
別
の
事
情

を
詳
し
く
知
っ
て
い
く
、
そ
し
て
、
あ
ら
た
め
て
全
体
像

を
認
識
す
る
。
そ
の
手
法
に
新
鮮
な
驚
き
を
覚
え
た
。

毎
日
放
送
報
道
局

　
池
崎

　
光
恭
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２
０
１
５
年
度
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
・
同
特
別
賞
　
受
賞
記
念
講
演
会

　
今
年
度
の
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
を
受
賞
し
た
読
売
新
聞

１
面
コ
ラ
ム「
編
集
手
帳
」の
執
筆
者
・
竹
内
政
明
さ
ん

と
、
太
平
洋
核
実
験
に
よ
る
漁
船
被
曝
の
調
査
報
道
で
同

特
別
賞
を
受
け
た
南
海
放
送（
愛
媛
県
）の
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
・
伊
東
英
朗
さ
ん
の
受
賞
記
念
講
演
会
が
６
月
３
日
夕
、

プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
10
階

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。

市
民
を
交
え
た

参
加
者
に
両
氏

は
、
こ
も
ご
も

執
筆
の
心
構
え

を
語
り
、
核
汚

染
へ
の
警
鐘
を

鳴
ら
し
た
。

　「
し
ゃ
べ
る
の
は
苦
手
、
伊
東
さ
ん
の
前
座
の

つ
も
り
で
」と
切
り
出
し
た
竹
内
氏
は「
編
集
手

帳
」そ
の
ま
ま
の
語
り
口
で
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
引
い

て
話
し
た
。「
へ
そ
曲
が
り
」だ
か
ら「
勝
っ
た
人

よ
り
負
け
た
人
に
、
幸
せ
な
人
よ
り
日
の
当
た
ら
な
い
人

に
、
よ
り
多
く
言
葉
を
か
け
た
い
」と
昨
年
の
ソ
チ
冬
季

五
輪
で
は
優
勝
し
た
羽
生
結
弦
選
手
で
は
な
く
、
メ
ダ
ル

を
逃
し
た
浅
田
真
央
、
高
梨
沙
羅
両
選
手
を
取
り
上
げ
た

こ
と
な
ど
を
挙
げ
た
。

　
一
般
記
事
と
コ
ラ
ム
の
違
い
を
俳
句
と
短
歌
の
違
い
に

例
え
、
コ
ラ
ム
は
短
歌
と
同
じ
で
事
実
に
加
え
何
を
思
っ

た
か
を
書
く
苦
労
が
あ
る
、
と
明
か
し「
悲
し
い
こ
と
ば

か
り
だ
っ
た
東
日
本
大
震
災
の
こ
と
を
書
い
た
疲
れ
が
、

ま
だ
残
る
」。
そ
し
て「
受
賞
の
ご
褒
美
に
少
し
お
休
み

園
教
諭
よ
り
短
く「
ま
だ
青
二
才
」と
い
う
伊
東
氏
は
、

ま
ず「
み
な
さ
ん
の
力
で
ぜ
ひ
解
決
を
」と
核
被
曝
調
査

へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。
１
９
５
４
年
、
太
平
洋
で
の

米
国
の
水
爆
実
験
で
焼
津
市
の
第
五
福
竜
丸
が
死
の
灰
を

浴
び
た
が
、
被
曝
は
高
知
県
の
マ
グ
ロ
漁
船
に
も
及
ん
で

い
た
こ
と
を
２
０
０
４
年
に
ネ
ッ
ト
検
索
中
に
知
り
、
高

知
に
足
を
運
び
事
実
を
発
掘
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番

組
を
作
っ
た
。「
越
境
取
材
」の
難
し
さ
、
未
明
の
時
間

帯
し
か
放
送
枠
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
ぶ
つ

か
っ
た
壁
の
厚
さ
を
語
っ
た
。

　
米
国
の
資
料
か
ら
60
年
前
の
放
射
性
降
下
物
の
汚
染
が

日
本
全
国
に
及
ん
で
い
る
可
能
性
を
知
り
、
加
え
て
３
・

11
福
島
原
発
事
故
が
起
き
た
。「
こ
の
事
件
の
こ
と
を
聞

い
て
く
れ
、
聞
け
、
と

言
い
続
け
た
い
」と
叫

ぶ
よ
う
に
結
ん
だ
。

　
講
演
を
聞
い
て
参
加

者
４
人
が
質
問
の
手
を

挙
げ
、両
氏
が
答
え
た
。

14
年
間
、
筆
を
執
り
続

け
る
竹
内
氏
と
10
年

間
、核
被
曝
を
追
っ
て
き
た
伊
東
氏
。
手
法
は
違
っ
て
も
、

と
も
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
果
た
す
使
命
に
懸
け
る
二
人

へ
の
共
感
が
会
場
に
広
が
る
夕
べ
だ
っ
た
。

朝
日
新
聞
出
身

　
村
野

　
坦

を
い
た
だ
け
れ
ば
」と
続
け

笑
い
を
誘
っ
た
。

　
今
の
職
歴
は
前
職
の
幼
稚

竹
たけ

内
うち

　政
まさ

明
あき

読売新聞論説委員

「日の当たらぬ人に」竹内氏
「核汚染、聞いて」伊東氏　

伊
い

東
とう

　英
ひで

朗
あき

南海放送ディレクター

６
・
３（
水
）出
席
：
１
９
４
人（
会
員
75
人
、
一
般
１
１
９
人
）

／
動
画

　
ス
ペ
イ
ン
人
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
２
０
１
２
年

８
月
、
シ
リ
ア
の
内
戦
を
取
材
中
に
凶
弾
に
倒
れ
た
山
本

美
香
さ
ん
と
同
じ
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
だ
。
イ
ラ
ク
や
シ
リ
ア

の
現
場
取
材
を
重
ね
、
紛
争
地
に
生
き
る
人
々
の
姿
を
活

写
し
た
作
品
が
選
考
委
員
に
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　
自
身
は
、
13
年
秋
に
過
激
派「
イ

ス
ラ
ム
国
」（
Ｉ
Ｓ
）に
拘
束
さ
れ
、

半
年
後
に
解
放
さ
れ
た
経
験
を
も

つ
。
そ
の
後
も
ひ
る
む
こ
と
な
く
シ

リ
ア
に
行
き
、
Ｉ
Ｓ
に
対
峙
す
る

人
々
を
写
真
や
映
像
に
収
め
、
発
信
を
続
け
て
い
る
。

　
会
見
で
は
信
念
の
強
さ
を
感
じ
た
。「
シ
リ
ア
で
起
き

て
い
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
最
大

の
危
機
」と
指
摘
し
、「
そ
の
国
に
何
が
起
き
て
い
る
か
、

特
に
民
間
の
人
々
に
何
が
起
き
て
い
る
の
か
を
伝
え
る
の

が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
仕
事
だ
」と
語
る
。
そ
の
使
命
感

は
揺
ら
ぐ
こ
と
が
な
い
。

　「
反
啓
蒙
主
義
」と
い
う
発
言
が
印
象
に
残
っ
た
。人
は

情
報
を
知
ら
な
い
方
が
い
い
、
あ
る
い
は
人
に
情
報
を
知

ら
せ
た
く
な
い
と
い
う
考
え
方
だ
。
反
啓
蒙
主
義
が
は
び

こ
る
と
、
社
会
は
光
が
差
さ
な
い
暗
闇
に
な
る
。
日
本
は

そ
の
方
向
を
向
い
て
い
な
い
の
か
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は

社
会
を
暗
闇
に
し
な
い
た
め
に
不
可
欠
な
存
在
だ
、
と
強

調
し
た
。�

毎
日
新
聞
出
身

　
瀬
川

　
至
朗

リ
カ
ル
ド
・
ガ
ル
シ
ア
・
ビ
ラ
ノ
バ
　

第
２
回
山
本
美
香
記
念
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
賞
受
賞
者

「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
現
地
に
赴
き
伝
え
よ

う
と
し
な
け
れ
ば
、
反
啓
蒙
主
義
に
陥
っ
て

し
ま
う
」

５
・
25（
月
）記
者
会
見
／
司
会
：
瀬
川
至
朗
元
企
画
委
員
／
通
訳
：
丸

山
啓
子
／
出
席
：
28
人
／
動
画



No.545　2015.7.10　日本記者クラブ会報⃝ 12

日本記者クラブチャンネルに会見動画� クラブゲス ト

　「
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
戦
争
を
や

ら
せ
ち
ゃ
い
か
ん
、
危
機
が
あ
る
な
ら
説

得
し
て
解
消
す
る
べ
き
だ
」と
元
首
相
、

村
山
富
市
氏（
右
）。
91
歳
。
息
を
継
ぐ
間

も
惜
し
む
よ
う
に
語
る
勢
い
に
圧
倒
さ
れ

村む
ら

山や
ま

　富と
み

市い
ち

　元
首
相

河こ
う

野の

　洋よ
う

平へ
い

　元
官
房
長
官

６
・
９（
火
）記
者
会
見
・
記
者
研
修
会
／
司

会
：
倉
重
篤
郎
委
員
／
出
席
：
３
２
３
人
／
動

画
／
会
見
詳
録
／
写
真
：
栗
田
格
会
員

山や
ま

崎さ
き

　拓た
く

氏

亀か
め

井い

　静し
ず

香か

氏

藤ふ
じ

井い

　裕ひ
ろ

久ひ
さ

氏

武た
け

村む
ら

　正ま
さ

義よ
し

氏�

（
※
写
真
右
か
ら
）

６
・
12（
金
）記
者
会
見
／
司
会
：
倉
重
篤
郎
委

員
／
出
席
：
２
２
１
人
／
動
画

「安保法制撤回を」
安倍首相へ強いメッセージ

党派超え
「ジジイの決起」を宣言

洋
平
氏
の
厳
か
な
言
葉
も
胸
に
刺
さ
る
。

「
政
府
の
意
思
で
派
遣
し
た
警
察
官
が
カ

ン
ボ
ジ
ア
で
死
ん
だ
。
若
い
未
亡
人
と
小

さ
な
子
ど
も
を
見
て
、
わ
れ
わ
れ
の
責
任

は
ど
れ
く
ら
い
重
い
か
と
つ
く
づ
く
思
っ

た
」。
ペ
ン
を
走
ら
せ
な
が
ら
、
安
倍
内

閣
が
こ
の
迫
力
を
も
っ
て
国
民
を
説
得
し

て
い
た
ら
、
法
案
審
議
の
流
れ
も
違
っ
て

い
た
か
も
し
れ
な
い
、
と
感
じ
た
。

　「
憲
法
解
釈
を
一
内
閣
が
変
え
て
、
戦

争
が
で
き
る
よ
う
な
国
に
と
い
う
狙
い
が

あ
る
な
ら
許
し
て
は
い
け
な
い
」。
村
山

氏
は
安
保
法
制
の
撤
回
を
訴
え
、
穏
健
を

貫
く
立
場
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
故
後

藤
田
正
晴
氏
と
の
対
話
を
紹
介
し
た
。「
蟻

の
一
穴
を
許
す
な
と
い
う
話
を
し
た
。
危

機
に
備
え
て
軍
備
を
整
え
る
こ
と
は
、
か

え
っ
て
危
険
を
増
大
す
る
ん
だ
」

　
揺
る
ぎ
な
い
語
り
口
に
、
逆
に
疑
問
も

湧
い
て
く
る
。
北
朝
鮮
の
動
向
は
ま
す
ま

す
読
め
ず
、
中
国
が
軍
備
拡
大
と
海
洋
進

出
を
続
け
る
今
、
安
保
・
外
交
を
20
年
前

と
同
じ
土
俵
で
語
れ
る
の
か
。

　
質
疑
で
疑
問
を
ぶ
つ
け
た
。「
安
倍
首
相

は
安
保
法
制
を
歴
史
的
使
命
と
考
え
て
い

る
。
そ
れ
は
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
ゆ
え

の
間
違
い
で
し
ょ
う
か
」。村
山
氏
は「
70

年
間
の
平
和
国
家
と
し
て
の
歩
み
は
無
視

で
き
な
い
。
暴
挙
は
し
て
は
い
け
な
い
」

と
安
倍
首
相
を
批
判
し
た
が
、
現
下
の
脅

威
に
対
す
る
見
解
は
聞
け
な
か
っ
た
。

　
村
山
氏
に
現
実
は
十
分
に
見
え
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
一
方
の
安
倍
首
相
に
も
死
角

は
な
い
か
。
自
衛
隊
任
務
拡
大
の
先
に
あ

る
も
の
を
見
通
せ
て
い
る
か
。

　
会
見
の
終
わ
り
に
河
野
氏
は「
真
実
の

追
求
」を
記
者
に
求
め
た
。
問
題
解
決
に

向
け
て
は
、
過
去
の
史
実
と
共
に
現
実
の

直
視
も
欠
か
せ
な
い
。
国
民
に
も
政
治
家

に
も
あ
り
の
ま
ま
を
見
せ
る
こ
と
が
、
わ

れ
わ
れ
の
仕
事
と
気
を
引
き
締
め
た
。

日
本
テ
レ
ビ
報
道
局
政
治
部
長

　
伊
佐
治

　
健

氏
）と「
ジ
ジ
イ
の
決
起
」を
宣
言
し
た
。

　
藤
井
氏
は
米
国
が「
世
界
の
警
察
官
」

を
担
い
き
れ
な
く
な
り
、
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
容
認
で
、
そ
の
肩
代
わ
り
を
日
本

に
求
め
て
く
る
、
と
し
て「
わ
が
国
の
将

来
の
在
り
方
に
大
き
な
禍
根
を
残
す
」と

強
調
。「
経
済
も
同
じ
構
図
だ
。
米
国
は

金
融
政
策
の
正
常
化
に
向
か
い
、
日
本
に

は
金
融
緩
和
で
マ
ネ
ー
の
バ
ラ
マ
キ
を
続

け
ろ
、
と
言
っ
て
い
る
」と
警
告
し
た
。

　
武
村
氏
も
解
釈
改
憲
と
い
う
手
法
に

「
安
倍
首
相
は
70
年
間
守
っ
て
き
た
平
和

主
義
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
当
初
は

憲
法
改
正
を
前
提
に
し
て
い
た
の
で
は
な

か
っ
た
か
。
進
め
方
が
荒
々
し
い
」と
懸

念
。「
存
立
危
機
」へ
の
対
応
は「
個
別
的

自
衛
権
の
弾
力
的
な
運
用
で
対
応
が
可
能

で
は
な
い
か
」と
提
案
し
た
。

　
亀
井
氏
は「
必
ず
戦
死
者
が
出
る
の

に
、
一
内
閣
が
一
国
会
で
決
め
よ
う
と
し

て
い
る
。
こ
ん
な
基
本
問
題
は
国
民
の
意

思
を
問
う
の
が
当
た
り
前
だ
」と
政
治
的

手
順
も
問
題
視
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
に
対
し

て
も「
戦
後
、
こ
ん
な
に
自
主
規
制
し
て

報
道
し
て
い
る
こ
と
は
な
い
。
言
論
の
自

由
が
死
に
つ
つ
あ
る
」と
喝
を
入
れ
た
。

　
な
お
、
古
賀
氏
も
会
見
に
参
加
す
る
と

告
知
さ
れ
て
い
た
が
、
冒
頭
に
山
崎
氏
か

ら「
よ
ん
ど
こ
ろ
な
い
事
情
で
出
席
し
か

ね
る
、
と
な
っ
た
」と
説
明
が
あ
っ
た
。

日
本
経
済
新
聞
編
集
委
員

　
清
水

　
真
人

自
民
党
に
そ
ろ
っ
て
身
を
置
い
た
長
老
４

氏
が
、
口
々
に
安
全
保
障
関
連
法
案
へ
の

危
惧
を
訴
え
た
。

　「
直
接
間
接
に
戦
争
を
知
る
戦
前
生
ま

れ
が
共
通
点
」と
山
崎
氏
。
自
民
党
の
古

賀
誠
元
幹
事
長
も
交
え
た
５
人
で
会
食
し

て「
戦
争
で
負
け
て
以
来
、
日
本
が
最
大

の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
ジ
ジ
イ
だ
か

ら
と
言
っ
て
黙
っ
て
い
る
わ
け
に
い
か

ん
、
と
い
う
気
持
ち
で
一
致
し
た
」（
亀
井

　
山
崎
氏
か
ら
当
ク
ラ
ブ
に
２
日
前
に
申

し
入
れ
が
あ
っ
た
緊
急
共
同
会
見
。
亀
井

氏
以
外
は

既
に
国
会

議
員
バ
ッ

ジ
を
外

し
、
今
は

党
派
も
バ

ラ
バ
ラ
だ

が
、
１
９

５
５
年
体

制
期
に
は

政
権
党
の

る
。
安
保

法
制
の
是

非
が
重
く

問
わ
れ
る

今
、
部
隊

派
遣
の
苦

悩
を
知
る

元
官
房
長

官
、
河
野
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衆
院
で
審
議
中
の
安
保
法
案
は
違
憲

か
。
６
月
４
日
の
憲
法
審
査
会
で
、
与
党

　
憲
法
改
正
を
志
向
し
、
安
全
保
障
関
連

法
案
に
つ
い
て

は「
合
憲
」
と

の
見
解
を
示

す
。
護
憲
派
が

主
流
を
占
め
る

憲
法
学
界
で
は
少
数
派
の
お
二
人
の

登
場
で
あ
る
。

　
西
氏（
右
）は
、
憲
法
第
９
条（
平

和
条
項
）と
第
66
条
２
項（
文
民
条

項
）が
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
、
自

衛
権
の
行
使
は
も
ち
ろ
ん
、「
自
衛

戦
力
」の
保
持
も
認
め
ら
れ
る
、
と

主
張
す
る
。
国
連
憲
章
第
51
条
は
、

個
別
的
自
衛
権
と
と
も
に
集
団
的
自

衛
権
を
主
権
国
家
の
持
つ「
固
有
の

権
利（
自
然
権
）」と
し
て
、
両
者
を
区
別

し
て
い
な
い
。
集
団
的
自
衛
権
の
目
的
は

「
抑
止
効
果
」で
あ
り
、
そ
の
本
質
は「
抑

止
効
果
に
基
づ
く
自
国
防
衛
」。
今
回
の

法
案
は
、「
新
３
要
件
」な
ど
限
定
的
な

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
で
あ
り
、
明

白
に
憲
法
の
許
容
範
囲
だ
、と
力
説
し
た
。

　
百
地
氏（
下
）は
、
憲
法
第
９
条
に
は
、

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を「
禁
止
」し
た

り
、
直
接「
制
約
」し
た
り
す
る
明
文
規

定
が
存
在
し
な
い
。
そ
れ
故
、
わ
が
国
が

国
際
法
上
、
行
使
し
う
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
、
と
指
摘
。
砂
川
事
件
最
高
裁
判

決
に
つ
い
て
は
、
集
団
的
自
衛
権
を
射
程

に
入
れ
た
う
え
で
、
わ
が
国
が「
自
衛
権
」

を
有
し
、「
必
要
な
措
置
」を
取
り
得
る

こ
と
を
認
め
て
い
る
、
と
評
価
し
た
。

　
長
谷
部
氏
ら
の
違
憲
説
に
対
し
て
、
両

氏
は「
理
由
が
は
っ
き
り
し
な
い
」と
切

っ
て
捨
て
た
。
合
憲
説
が
少
数
派
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
西
氏
は
、「
人

数
が
多
い
か
ら
正
し
い
の
か
。
学
説
は
、

人
数
の
多
い
少
な
い
で
は
な
い
」と
反
論

し
た
。
百
地
氏
も
、
学
者
の
解
釈
は
あ
く

ま
で「
私
的
解
釈
」で
あ
っ
て
、
政
府
や

国
会
を
法
的
に
拘
束
し
な
い
。「
有
権
解

釈
」と
し
て
決
定
的
意
味
を
持
つ
の
が
最

高
裁
判
例
だ
、
と
念
押
し
し
た
。

　
４
氏
は
鋭
く
対
立

し
て
い
る
よ
う
に
映

る
。
だ
が
、
少
な
く

と
も
、
自
衛
隊
の
存

在
を
容
認
す
る
共
通

基
盤
が
生
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
で

は
、
護
憲
派
主
流
の
学
者
た
ち
は
相
変
わ

ら
ず
、自
衛
隊
違
憲
説
に
立
っ
た
う
え
で
、

今
回
の
法
案
に
反
対
し
て
い
る
の
か
。
一

度
聞
い
て
み
た
い
。

読
売
新
聞
出
身

　
笹
島

　
雅
彦

長は

谷せ

部べ

恭や
す

男お

　早
稲
田
大
学

　
　

法
学
学
術
院
教
授

小こ
ば

林や
し

　節せ
つ

　慶
応
大
学
名
誉
教
授

６
・
15（
月
）記
者
会
見「
憲
法
と
安
保
法
制
」①

／
司
会
：
星
浩
委
員
／
出
席
：
２
０
９
人
／
動
画

西に
し

　修お
さ
む

　駒
澤
大
学
名
誉
教
授

百も
も

地ち

　章あ
き
ら

　日
本
大
学
教
授

６
・
19（
金
）記
者
会
見「
憲
法
と
安
保
法
制
」②

／
司
会
：
川
村
晃
司
委
員
／
出
席
：
１
４
１
人
／

動
画

「砂川判決根拠はおかしい」長谷部氏
「専守防衛が日本を守る」小林氏　　

「人数の多い少ないではない」西氏　　
｢学者の解釈、法的拘束はない｣百地氏

見
の
ハ
シ
ゴ
だ
っ
た
。

　
長
谷
部
氏
は
冒
頭
、「
前
の
会
見
で
名

刺
を
使
い
切
り
、
も
う
あ
り
ま
せ
ん
」と

「
時
の
人
」ぶ
り
。「
６
月
４
日
は
、
何
党

の
推
薦
と
は
書
い
て
な
か
っ
た
。
私
は
、

正
し
い
こ
と
を
言
う
だ
け
で
、
自
分
の
発

言
に
つ
い
て
気
に
し
な
い
」

　
砂
川
判
決
を
持
ち
出
し
て
の
政
府
の
反

論
に
も「
あ
れ
は
日
米
安
保
の
合
憲
性
を

問
う
た
も
の
で
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
の
結
論
を
導
き
出
す
も
の
で
は
な
い
」

と
ぶ
れ
な
い
。「
ワ
ラ
に
も
す
が
り
た
い

と
い
う
の
だ
ろ
う
が
、
し
ょ
せ
ん
ワ
ラ
は

ワ
ラ
」と
ば
っ
さ
り
。
学
者
は
安
全
保
障

で
は
素
人
と
い
う
批
判
に
も「
私
は
、
オ

ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
比
較
憲
法
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
の
戦
争
権
限
の
項
を
執
筆
し
た
。
そ

れ
で
も
素
人
か
」。
違
憲
で
あ
る
安
保
法

案
の
撤
回
を
迫
っ
た
。

　
小
林
氏
は
、
も
っ
と
激
し
い
。「
安
保

法
案
は
法
的
、
政
治
的
、
経
済
的
に
も
愚

策
で
あ
る
」と
断
じ
、「
米
軍
の
二
軍
に

な
っ
て
米
軍
と
世
界
展
開
す
れ
ば
日
本
の

防
衛
は
手
薄
に
な
る
」「
日
本
の
能
力
で
専

守
防
衛
に
徹
す
れ
ば
日
本
は
安
全
で
あ

る
」と
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
を
た
し

な
め
た
。

　
た
だ
、
長
谷
部
、

小
林
両
氏
と
も
、
憲

法
学
者
と
し
て「
自

衛
隊
違
憲
論
」を
と

ら
な
い
こ
と
を
明
か

し
た
。
そ
し
て
二
人
と
も「
参
考
人
と
し

て
、
与
党
の
政
治
家
に
都
合
の
よ
い
こ
と

を
言
え
ば
専
門
家
・
学
識
経
験
者
と
し
て

も
て
は
や
さ
れ
、
反
対
意
見
を
言
え
ば
素

人
だ
と
侮
蔑
さ
れ
る
」と
政
治
家
の
い
い

加
減
さ
を
皮
肉
っ
た
。

中
日
新
聞
社
相
談
役

　
大
林

　
主
一

の
自
民
、
公
明

両
党
と
次
世
代

推
薦
の
参
考

人
、
長
谷
部
恭

男
・
早
稲
田
大

学
法
学
学
術
院
教
授（
右
）が「
違

憲
」と
言
い
切
っ
た
。
そ
の
長
谷
部

氏
と
、民
主
党
推
薦
で
、同
じ
く「
違

憲
」と
明
言
し
た
参
考
人
、
小
林
節
・

慶
応
大
学
名
誉
教
授（
下
）が
、
ク
ラ

ブ
ゲ
ス
ト
で
会
見
す
る
。
プ
レ
ス
セ

ン
タ
ー
10
階
ホ
ー
ル
の
会
見
場
は
会

員
で
あ
ふ
れ
た
。
両
教
授
は
直
前
行

わ
れ
た
、
日
本
外
国
特
派
員
協
会
の

会
見
場
か
ら
駆
け
つ
け
る
と
い
う
会
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　「
私
は
満
州
事
変
の
年（
１
９
３

１
年
）に
生
ま
れ
た
」と
語
り
出
し

た
篠
田
監
督
は
小
学
生
で
シ
ナ
事
変

を
、
中
学
生
で
大
東
亜
戦
争
を
迎
え

中
学
３
年
で
戦
争
を
終
え
た
。
満
州

事
変
か
ら
敗
戦
ま
で
の
15
年
間
を
、
戦
後
の
歴
史
が「
太

平
洋
戦
争
」と
く
く
る
の
に
は
違
和
感
が
あ
る
と
指
摘
。

そ
の
後
も「
大
学
時
代
に
朝
鮮
戦
争
、
映
画
監
督
時
に
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
を
経
験
し
、
監
督
引
退
時
は
イ
ラ
ク
戦
争
の

最
中
で
あ
っ
た
」と
自
ら
の
人
生
と
戦
争
の
時
代
を
今
日

的
な
課
題
と
し
て
振
り
返
っ
た
。

　
そ
し
て
、
最
後
の
監
督
作
品
と
な
っ
た「
ス
パ
イ
・
ゾ

ル
ゲ
」の
重
要
シ
ー
ン
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
し
な
が

ら
、「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
祖
国
を
捨
て
て
、
ス
パ
イ
活

動
に
な
ぜ
走
っ
た
の
か
昭
和
史
を
検
証
し
た
か
っ
た
」

と
、映
画
製
作
の
動
機
と
時
代
背
景
を
詳
細
に
説
明
し
た
。

　「
ス
パ
イ
・
ゾ
ル
ゲ
」は
米
国
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
や

エ
ー
ル
大
学
で
も
試
写
会
と
篠
田
監
督
の
講
演
が
行
わ

れ
、
歴
史
研
究
家
の
ジ
ョ
ン
・
ダ
ワ
ー
氏
や
ア
ン
ド
ル
ー
・

ゴ
ー
ド
ン
教
授
ら
と
手
紙
の
や
り
取
り
も
し
た
。
ド
ナ
ル

ド
・
キ
ー
ン
氏
か
ら
の
手
紙
は
現
在
、
早
大
演
劇
博
物
館

に
寄
贈
し
、
公
開
さ
れ
て
い
る
。

企
画
委
員

　
テ
レ
ビ
朝
日
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

　
川
村

　
晃
司

　
官
僚
の
目
か
ら
見
た「
歴
代
内
閣
史
」の
講
義
の
よ
う

な
記
者
会
見
と
な
っ
た
。

　
７
代
の
政
権
で
内
閣
官
房
副
長
官
を
務
め
た
石
原
信
雄

氏
が
、
官
僚
と
政
治
家
の
関
わ
り
に
つ
い
て
体
験
を
交
え

て
語
り
尽
く
し
た
。
退
任
か
ら
20
年
に
な
る
が
、
よ
く
通

る
声
は
現
役
当
時
の
ま
ま
だ
。
記
者
を
教
え
諭
す
よ
う
な

話
し
方
も
変
わ
ら
な
い
。

　
石
原
氏
が
最
も
強
調
し
た
の
は
、

政
治
主
導
で「
官
僚
の
知
識
と
経
験

を
生
か
す
」こ
と
の
大
切
さ
だ
。
中

曽
根
康
弘
首
相
の
国
鉄
改
革
、
竹
下

登
首
相
の
消
費
税
導
入
な
ど
、
歴
史

に
残
る
政
策
が
実
現
し
た
の
は
政
権
と
官
僚
の
関
係
が
良

か
っ
た
か
ら
、
と
い
う
。
官
僚
を
大
切
に
し
た
社
会
党
の

村
山
富
市
首
相
が
、
地
方
分
権
改
革
な
ど
の
戦
後
の
懸
案

を
処
理
し
た
こ
と
も
高
く
評
価
し
た
。

　「
官
僚
の
お
ご
り
」と
思
わ
れ
そ
う
だ
。
だ
が
、
主
張

に
説
得
力
が
あ
る
の
は
、「
強
烈
な
官
僚
排
除
」を
掲
げ

た
揚
げ
句
、
失
政
を
重
ね
た
民
主
党
の
鳩
山
由
紀
夫
首
相

の
印
象
が
あ
ま
り
に
も
強
烈
だ
か
ら
だ
ろ
う
。

　
時
代
は
移
り
、
派
閥
で
鍛
え
ら
れ
、
役
人
の
使
い
方
を

心
得
た
政
治
家
も
、「
こ
の
政
治
家
と
一
緒
に
死
の
う
」

と
い
う
官
僚
も
ほ
ぼ
姿
を
消
し
た
。
今
の「
ク
ー
ル
な
」

政
官
関
係
に
は
少
し
物
足
り
な
い
よ
う
だ
っ
た
。

読
売
新
聞
政
治
部
長

　
田
中

　
隆
之

　
戦
後
70
年
の
今
年
、
日
本
と
の
比
較
に
お
い
て
ド
イ
ツ

に
つ
い
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
多
い
が
、今
回
の
会
見
は
、イ

タ
リ
ア
の
対
応
に
つ
い
て
知
る
ま
れ
な
機
会
と
な
っ
た
。

　「
抵
抗
運
動
が
欠
落
し
て
い
た
日

本
」に
対
し
、
イ
タ
リ
ア
で
は
、
パ

ル
チ
ザ
ン
が
ド
イ
ツ
占
領
軍
と
フ
ァ

シ
ズ
ム
体
制
に
対
し
武
装
闘
争
を
展

開
し
た
。イ
タ
リ
ア
が
特
異
な
の
は
、

ム
ソ
リ
ー
ニ
を
捕
ら
え
て
処
刑
し
、
ド
イ
ツ
に
占
領
さ
れ

て
い
た
北
部
諸
都
市
を
自
ら
の
手
で
解
放
し
た
こ
と
か

ら
、
国
民
の
間
に「
敗
戦
国
」で
は
な
く
、
連
合
国
側
の

一
員
と
し
て
終
戦
を
迎
え
た「
戦
勝
国
」と
し
て
の
意
識

が
強
い
こ
と
だ
。「
左
派
の
学
者
で
す
ら『
戦
勝
国
史
観
』

を
持
つ
人
が
い
る
」と
言
う
。

　
共
和
制
移
行
後
の
初
代
首
相
デ
・
ガ
ス
ペ
リ
が
、
初
訪

米
の
際
に「
第
１
の
議
題
と
し
て
持
ち
出
し
た
の
は
植
民

地
の
維
持
で
あ
り
、賠
償
問
題
は
念
頭
に
な
か
っ
た
」こ
と

に
も
そ
れ
が
現
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
ヒ
ト
ラ
ー
の
著
書

の
国
内
発
行
を
禁
じ
て
き
た
ド
イ
ツ
に
対
し
、
イ
タ
リ
ア

で
は
ム
ソ
リ
ー
ニ
全
集
も
店
頭
に
並
ぶ
。
た
だ「
イ
タ
リ

ア
の
戦
中
の
不
正
行
為
を
き
ち
ん
と
調
べ
て
責
任
を
果
た

す
べ
き
と
の
声
が
若
い
研
究
者
の
間
か
ら
出
て
い
る
」

と
、
戦
勝
国
史
観
か
ら
の
脱
却
の
動
き
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
読
売
新
聞
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
専
門
委
員秦

野
　
る
り
子

篠し
の

田だ

　正ま
さ

浩ひ
ろ

　映
画
監
督

「
太
平
洋
戦
争
」
で

歴
史
を
く
く
る
こ
と
な
か
れ

６
・
１（
月
）シ
リ
ー
ズ
企
画「
戦
後
70
年
　
語
る
・
問
う
」⑰
／
司

会
：
川
村
晃
司
委
員
／
出
席
：
68
人
／
動
画
／
会
見
詳
録

石い
し

原は
ら

　信の
ぶ

雄お

　元
官
房
副
長
官

官
僚
の
知
識
と
経
験
を
生
か
す
政
治
を

６
・
３（
水
）同
シ
リ
ー
ズ
企
画
⑱
／
司
会
：
軽
部
謙
介
委
員
／
出
席
：

94
人
／
動
画

石い
し

田だ

　憲け
ん

　千
葉
大
学
教
授

イ
タ
リ
ア
の
戦
勝
国
史
観

若
手
研
究
者
に
は
脱
却
の
動
き

６
・
４（
木
）同
シ
リ
ー
ズ
企
画
⑲
／
司
会
：
土
生
修
一
事
務
局
長
／
出

席
：
68
人
／
動
画

戦後70年
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高
度
経
済
成
長
が
終
わ
り
を
迎
え

る
１
９
７
０
年
代
前
半
の
日
本
を
引

っ
張
っ
た
異
能
の
政
治
家
・
田
中
角

栄
に
２
度
仕
え
た
人
物
が「
昔
話
」

を
語
っ
た
。
１
度
目
は
通
産
相
秘
書

官
、
２
度
目
は
首
相
秘
書
官
と
し
て
。
日
米
繊
維
交
渉
で

は
米
側
の
輸
出
規
制
要
求
を
受
け
入
れ
る
一
方
、
逸
失
利

益
を「
国
内
措
置
」で
カ
バ
ー
し
た
。
小
長
氏
は
、「
思
い

切
っ
た
決
断
を
し
、
責
任
は
自
分
が
か
ぶ
る
姿
に
政
治
家

の
真
骨
頂
を
見
た
」と
た
た
え
た
が
、
こ
の
政
治
手
法
は

後
に
牛
肉
・
オ
レ
ン
ジ
交
渉
対
策
費
、
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ

ウ
ン
ド
対
策
費
な
ど
の
財
政
悪
化
要
因
に
な
っ
て
い
く
。

　
も
う
１
つ
は
首
相
就
任
時
に
直
面
し
た
第
一
次
石
油
シ

ョ
ッ
ク
へ
の
対
応
。
狂
乱
物
価
な
ど
の
異
常
事
態
を
、
石

油
二
法
の
制
定
や
省
エ
ネ
政
策
で
乗
り
切
っ
た
も
の
の
、

資
源
外
交
に
奔
走
す
る
中
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
で
失
脚
し

た
。
後
に
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
元
米
大
統
領
補
佐
官
が
中
曽

根
元
首
相
と
の
対
談
で「（
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
は
）や
り
過

ぎ
だ
っ
た
と
語
っ
て
い
る
の
を
聞
い
て
、
米
国
の
虎
の
尾

を
踏
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
」と「
謀
略
説
」の
根

拠
を
明
か
し
て
み
せ
た
。
93
万
部
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
日

本
列
島
改
造
論
』の
ゴ
ー
ス
ト
ラ
イ
タ
ー
の
１
人
の
証
言

は
、
や
は
り
単
な
る「
昔
話
」で
は
な
か
っ
た
。

時
事
通
信
出
身

　
長
澤

　
孝
昭

　
初
来
日
は
高
校
生
だ
っ
た
１
９
６
９
年
。
当
時
の「
日

本
社
会
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
楽
観
主
義
」に
圧
倒
さ
れ
て
日

本
型
経
営
や
雇
用
の
研
究
へ
。
主
著『
日
本
の
２
０
０
年
』

な
ど
で
著
名
な
日
本
近
代
史
家
に
な
っ
た
ゴ
ー
ド
ン
教
授

の
今
の
関
心
は「
失
わ
れ
た
20
年
」だ
。

　
大
企
業
と
零
細
企
業
と
い
う
か
つ

て
の
規
模
に
よ
る
二
重
構
造
に
代
わ

り
、
正
規
と
非
正
規
の
雇
用
形
態
に

よ
る
新
二
重
構
造
が
現
れ
て
い
る
と

分
析
。
そ
の
中
で
女
性
が
差
別
的
な

立
場
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
、
統
計
の
グ
ラ
フ
を
示
し

な
が
ら
日
本
語
で
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
。
日
本
政
府

が
フ
リ
ー
タ
ー
を「
15
～
34
歳
の
男
性
と
未
婚
女
性
」と

男
女
を
区
別
し
て
定
義
し
て
い
る
の
を
知
っ
た
と
き「
信

じ
ら
れ
な
か
っ
た
」と
言
う
。
同
様
の
感
想
を
持
つ
日
本

人
も
多
い
だ
ろ
う
。

　
質
疑
は「
声
明
」に
集
中
し
た
。
日
本
の
報
道
で
欧
米

の
日
本
研
究
者
の
声
明
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
に

比
し
て
、
日
本
の
歴
史
研
究
者
の
声
明
が
あ
ま
り
報
じ
ら

れ
な
い
状
況
に
苦
言
を
呈
し
た
。
終
始
穏
や
か
な
語
り
口

だ
っ
た
が
、
安
倍
首
相
が
米
紙
な
ど
に「
歴
史
修
正
主
義

者
」と
呼
ば
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
侵
略
の
定
義
が
わ

か
ら
な
い
か
ら
侵
略
し
た
か
ど
う
か
言
え
な
い
、
と
国
会

で
答
弁
す
る
の
で
は
、「
修
正
主
義
者
と
呼
ぶ
の
が
妥
当
」

と
は
っ
き
り
言
い
切
っ
た
。

共
同
通
信
編
集
・
論
説
委
員

　
船
津

　
靖

　「
１
９
４
５
年
８
月
15
日
終
戦
」こ
の
言
葉
に
は
、
大

い
な
る
ご
ま
か
し
が
あ
る
―
。
９
月
２
日
の
降
伏
文
書
調

印
で
な
く
、８
月
15
日
の
玉
音
放
送
を
象
徴
化
し
、「
敗
戦
」

を「
終
戦
」と
言
い
換
え
た
こ
と
。
つ
ま
り
日
本
は
戦
争

を
天
災
化
す
る
こ
と
で
、
戦
争
責
任
を
曖
昧
に
し
、
負
け

た
こ
と
を
否
認
し
た
。
さ
ら
に
高
度
経
済
成
長
と
バ
ブ
ル

経
済
を
通
じ
、
見
か
け
上
は
敗
戦
の
帳
消
し
が
済
ん
で
し

ま
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
奥
深
く
に
は“
永
続
敗
戦
”が

連
綿
と
続
い
て
い
る
。　「“

戦
後
レ
ジ
ー
ム
か
ら
の
脱
却
”

を
目
指
す
安
倍
政
権
の
内
実
は
、“
永

続
敗
戦
レ
ジ
ー
ム
の
総
仕
上
げ
”で

し
か
な
い
」。
現
政
権
を
批
判
し
、

返
す
刀
で
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
国
民
意

識
に
つ
い
て
も
戒
め
る
氏
の
舌
鋒
は
鋭
か
っ
た
。

　「
無
責
任
の
体
系（
丸
山
眞
男
）」は
、
４
年
前
の
福
島

第
一
原
発
事
故
で
、
再
び
私
た
ち
の
前
に
露
呈
し
た
。
氏

の
講
演
を
聴
き
、
私
は
次
の
言
葉
を
思
い
出
し
て
い
た
。

　
―
―
だ
ま
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
知
識
の
不

足
か
ら
も
く
る
が
、
半
分
は
信
念
す
な
わ
ち
意
志
の
薄
弱

か
ら
も
く
る
の
で
あ
る
。�

…
「
だ
ま
さ
れ
て
い
た
」と
い

っ
て
平
気
で
い
ら
れ
る
国
民
な
ら
、
お
そ
ら
く
今
後
も
何

度
で
も
だ
ま
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
い
や
、
現
在
で
も
す
で
に

別
の
う
そ
に
よ
っ
て
だ
ま
さ
れ
始
め
て
い
る
に
ち
が
い
な

い
の
で
あ
る
。（
伊
丹
万
作「
戦
争
責
任
者
の
問
題
」１
９
４
６
年
）

日
本
テ
レ
ビ
報
道
局
社
会
部（
原
発
問
題
取
材
班
）　
杜

　
雲
翼

小こ

長な
が

　啓け
い

一い
ち

　元
通
産
事
務
次
官

「
日
本
列
島
改
造
論
」

田
中
角
栄
と
歩
ん
だ
経
済
史

６
・
16（
火
）
同
シ
リ
ー
ズ
企
画
⑳
／
司
会
：
脇
祐
三
委
員
／
出

席
：
72
人

ア
ン
ド
ル
ー
・
ゴ
ー
ド
ン
　米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授

非
正
規
と
女
性
に
不
利
な
新
二
重
構
造

６
・
22（
月
）同
シ
リ
ー
ズ
企
画
㉑
／
司
会
：
中
井
良
則
専
務
理
事
／
出

席
：
84
人
／
動
画

白し
ら

井い

　聡さ
と
し

　京
都
精
華
大
学
専
任
講
師

戦
後
の
本
質
“
永
続
敗
戦
レ
ジ
ー
ム
”
を

直
視
せ
よ

６
・
25（
木
）同
シ
リ
ー
ズ
企
画
㉒
／
司
会
：
堀
靖
彦
委
員
／
出
席
：
70
人

戦後70年
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　「
琉
球
独
立
論
は
も
は
や
タ
ブ
ー

で
も
、
居
酒
屋
の
議
論
で
も
あ
り
ま

せ
ん
」。
２
年
前
に
設
立
さ
れ
た
琉

球
民
族
独
立
総
合
研
究
学
会
の
参
加

資
格
は
、
自
分
は
琉
球
人
だ
と
考
え

る
人
で
あ
る
こ
と
。
研
究
と
実
践
の
双
方
を
重
視
す
る
活

動
に
、
約
３
０
０
人
が
参
加
し
て
い
る
。

　
沖
縄
は
日
本
の
植
民
地
だ
と
定
義
す
る
。
琉
球
国
は
米

仏
オ
ラ
ン
ダ
と
修
好
条
約
を
結
ん
で
い
た
独
自
の
国
で
、

清
国
も
主
権
を
認
め
て
い
た
。
そ
れ
が
１
８
７
９
年
に
日

本
に
併
合
さ
れ
、
１
９
７
２
年
に
復
帰
と
な
っ
た
。
ど
ち

ら
も
、
住
民
の
合
意
で
決
め
た
も
の
で
は
な
い
。
基
地
の

強
制
や
差
別
、
政
治
や
経
済
、
軍
事
上
の
利
益
が
本
土
に

流
れ
る
仕
組
み
は
、
植
民
地
そ
の
も
の
だ
と
指
摘
す
る
。

　
独
立
の
道
筋
を
国
連
経
由
で
描
い
て
い
る
。
ま
ず
は
国

連
脱
植
民
地
化
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
非
自
治
地
域
リ

ス
ト
へ
の
登
録
を
目
指
す
。
追
い
風
と
し
て
い
る
の
は
、

「
オ
ー
ル
沖
縄
と
い
う
琉
球
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」だ
。
基

地
問
題
に
つ
い
て
は
、「
独
立
国
に
な
っ
た
方
が
交
渉
を

ず
っ
と
有
利
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」。

　
独
立
を
目
指
す
時
期
は
、
政
府
が
譲
歩
す
る
だ
け
遅
く

な
る
と
い
う
。
独
立
論
の
盛
衰
を
分
け
る
の
は
、
政
府
の

対
応
だ
。「
後
ろ
め
た
さ
」か
ら
関
心
を
寄
せ
る
だ
け
で

は
済
ま
な
い
の
だ
と
、
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

朝
日
新
聞
オ
ピ
ニ
オ
ン
編
集
部

　
北
郷

　
美
由
紀

　
米
軍
普
天
間
飛
行
場
は
な
ぜ
沖
縄
県
外
に
移
設
で
き
な

い
の
か
―
。
そ
の
問
い
に
、
安
全
保
障
の
専
門
家
の
立
場

か
ら
明
確
に
答
え
た
。
海
洋
進
出
を
強
め
る
中
国
に
対
す

る
抑
止
力
機
能
を
考
え
た
場
合
、
事
実
上
、
沖
縄
し
か
選

択
肢
が
な
い
の
だ
と
い
う
。

　
中
国
は
１
９
７
１
年
に
突
如
、
尖

閣
諸
島
の
領
有
権
を
主
張
し
始
め

た
。
当
初
は
海
洋
資
源
が
狙
い
だ
っ

た
が
、
第
一
列
島
線
内
の
制
海
権
掌

握
を
も
く
ろ
む
今
、
戦
略
的
な
重
要

度
が
増
し
た
。
尖
閣
の「
国
有
化
」以
降
、
中
国
の
政
府

公
船
に
よ
る
領
海
侵
入
が
頻
発
。
森
本
氏
は
、
仮
に
尖
閣

が
中
国
の
領
土
と
な
れ
ば
、「
自
衛
隊
と
在
日
米
軍
の
活
動

の
自
由
度
は
ほ
ぼ
失
わ
れ
る
」と
危
機
感
を
隠
さ
な
い
。

　
軍
事
的
な
観
点
か
ら
言
え
ば
、
沖
縄
に
比
べ
て
抑
止
力

は
や
や
落
ち
る
も
の
の
、
移
設
先
は「
九
州
の
西
半
分
」

で
も
構
わ
な
い
と
言
う
。
し
か
し
、
政
府
が
国
内
各
地
を

さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
検
討
し
た
結
果
、
条
件
を
満
た
す
場

所
を
見
つ
け
ら
れ
ず
、「
沖
縄
に
戻
っ
て
き
た
」。
元
防
衛

相
の
言
葉
は
重
い
。

　
た
だ
、
日
本
の
国
土
面
積
の
０
・
６
％
の
沖
縄
に
在
日

米
軍
専
用
施
設
の
74
％
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
は
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
沖
縄
は
70
年
前
に
激
し
い
地
上
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
地
で
も
あ
る
。
抑
止
力
と
沖
縄
の
負
担
を
ど

う
両
立
す
る
か
。
簡
単
に
答
え
は
出
そ
う
に
な
い
。

東
京
新
聞
・
中
日
新
聞
外
報
部

　
藤
川

　
大
樹

　「
辺
野
古
問
題
は
、
日
本
政
府
と
沖
縄
県
だ
け
で
な
く
、

メ
デ
ィ
ア
内
部
で
も
対
立
が
深
ま
っ
て
い
る
。
し
か
も
両

者
が
ま
っ
た
く
か
み
合
っ
て
い
な
い
。
こ
ん
な
こ
と
は
40

年
の
記
者
生
活
で
初
め
て
」と
現
状
を
嘆
く
。

　
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。

　
そ
の
理
由
の
１
つ
が
、
翁
長
知
事
に
代
表
さ
れ
る
沖
縄

の
保
守
政
治
家
の
変
化
だ
。

　
こ
れ
ま
で
沖
縄
の
保
守
政
治
家

は
、
日
本
政
府
と
基
地
反
対
の
沖
縄

革
新
陣
営
と
の
間
に
立
っ
て
緩
衝
材

に
な
り
、
時
に
仲
介
役
に
な
っ
て
い

た
。
し
か
し
今
回
は
保
守
が
革
新
と

一
緒
に
行
動
す
る
よ
う
に
な
り
、
本
土
と
沖
縄
は
緩
衝
材

な
し
で
ぶ
つ
か
り
合
う
よ
う
に
な
っ
た
、
と
分
析
す
る
。

「
自
民
党
政
府
に
は
こ
の
保
守
の
変
化
が『
裏
切
り
者
』に

み
え
る
の
か
、か
つ
て
の
革
新
知
事
よ
り
反
応
が
冷
た
い
」

　
ま
た
、
米
国
の
対
日
政
策
に
影
響
力
を
持
つ
ア
ー
ミ
テ

ー
ジ
氏
が「
辺
野
古
に
か
わ
る
プ
ラ
ン
を
考
え
な
く
て

は
」と
思
い
始
め
た
時
に
仲
井
真
前
知
事
が
承
認
し
て
し

ま
っ
た
、
と
残
念
が
っ
た
。

　「
現
状
で
工
事
を
強
行
す
れ
ば
、
日
米
両
政
府
、
沖
縄

の
三
者
に
と
っ
て
よ
く
な
い
」と
し
た
う
え
で
、「
本
物

の
対
話
が
成
立
す
る
に
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
経
済
人

の
役
割
が
重
要
」と
締
め
く
く
っ
た
。

　

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
事
務
局
長

　
土
生

　
修
一

松ま
つ

島し
ま

　泰や
す

勝か
つ

　龍
谷
大
学
教
授

沖
縄
は
日
本
の
植
民
地
　

だ
か
ら
独
立
を
目
指
す

６
・
２（
火
）研
究
会「
沖
縄
か
ら
考
え
る
」③
／
司
会
：
川
上
高
志

委
員
／
出
席
：
77
人
／
動
画

森も
り

本も
と

　敏さ
と
し

　元
防
衛
相

戦
略
的
要
地
　
対
中
抑
止
力
と
沖
縄
の
負
担

６
・
17（
水
）同
研
究
会
④
／
司
会
：
島
田
敏
男
委
員
／
出
席
：
70
人
／

動
画

長な
が

元も
と

　朝と
も

浩ひ
ろ

　沖
縄
タ
イ
ム
ス
専
任
論
説
委
員

「
保
守
の
変
化
」
で
仲
介
役
不
在

６
・
18（
木
）同
研
究
会
⑤
／
司
会
：
軽
部
謙
介
委
員
／
出
席
：
39
人

沖縄から考える
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２
０
０
８
年
ま
で
14
年
間
に
わ
た

っ
て
国
連
合
同
エ
イ
ズ
計
画（
Ｕ
Ｎ

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）の
事
務
局
長
だ
っ
た
ピ

オ
ッ
ト
博
士
は
、
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス

発
見
者
の
一
人
で
も
あ
り
、
最
近
は

そ
ち
ら
で
話
題
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
香
港
紙
に「
エ
ボ

ラ
の
父
」と
大
見
出
し
で
紹
介
さ
れ
た
ほ
ど
だ
。

　
会
見
で
は
、
①
西
ア
フ
リ
カ
の
エ
ボ
ラ
の
流
行
②
博
士

が
理
事
を
務
め
る
公
益
財
団
法
人
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
技

術
振
興
基
金
の
活
動
③
日
本
に
対
す
る
国
際
保
健
分
野
か

ら
の
期
待
の
３
点
に
つ
い
て
話
し
た
。

　
エ
ボ
ラ
の
流
行
は
リ
ベ
リ
ア
で
終
息
が
宣
言
さ
れ
、
ギ

ニ
ア
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
で
も
新
規
感
染
報
告
が
大
き
く
減

っ
て
い
る
。
だ
が
、
博
士
に
よ
る
と
、
最
後
の
１
例
が
な

く
な
る
ま
で
流
行
は
終
わ
ら
ず
、
再
燃
の
リ
ス
ク
は
常
に

残
っ
て
い
る
。
完
全
な
終
息
に
は
早
く
て
も
数
カ
月
は
か

か
り
、
成
否
は
あ
く
ま
で
、
流
行
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
が
自
ら
終
息
に
向
け
て
動
き
、
国
際
社
会
が
そ
の
支
援

を
継
続
で
き
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
日
本
に
つ
い
て
は
、
今
年
12
月
に
世
界
エ
イ
ズ
・
結
核
・

マ
ラ
リ
ア
対
策
基
金（
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ
ン
ド
）の
増
資

準
備
会
合
が
東
京
で
開
か
れ
る
こ
と
を
評
価
し
、
日
本
が

議
長
国
と
な
る
来
年
の
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
で
も
国
際
保
健
が

重
要
課
題
に
な
る
こ
と
に
強
い
期
待
を
示
し
た
。

企
画
委
員

　
産
経
新
聞
特
別
記
者

　
宮
田

　
一
雄

　
昨
年
、
約
70
年
ぶ
り
に
国
内
で
感
染
が
確
認
さ
れ
た
デ

ン
グ
熱
に
ど
う
備
え
る
の
か
。
流
行
期
を
前
に
語
っ
て
も

ら
っ
た
。
ま
ず
、
デ
ン
グ
ウ
イ
ル
ス
を
媒
介
す
る
ヒ
ト
ス

ジ
シ
マ
カ
に
つ
い
て「
卵
で
越
冬
し
５
月
に
羽
化
、
７
月

下
旬
か
ら
８
月
上
旬
に
吸
血
活
動
が
ピ
ー
ク
と
な
る
」と

説
明
。「
今
年
は
、
海
外
で
感
染
し
て
国
内
で
発
症
す
る

輸
入
症
例
の
ペ
ー
ス
が
昨
年
、
一
昨
年
よ
り
早
い
」と
警

戒
を
呼
び
か
け
た
。

　
気
に
な
る
ワ
ク
チ
ン
や
検
査
法
の

開
発
状
況
に
つ
い
て
は「
い
く
つ
か

の
ワ
ク
チ
ン
開
発
が
進
行
中
だ
が
、

効
果
が
期
待
で
き
る
ワ
ク
チ
ン
は
ま

だ
な
い
」「
診
断
法
に
は
遺
伝
子
検
査

（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
）、
Ｎ
Ｓ
１
抗
原
検
出
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ａ
法
な
ど
が

あ
り
、
特
に
、
今
年
６
月
か
ら
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ａ
診
断
キ
ッ
ト

に
よ
る
検
査
が
保
険
適
用
に
な
っ
た
意
義
は
大
き
い
」。

　
政
府
が
ま
と
め
た「
蚊
媒
介
性
感
染
症
予
防
指
針
」は
、

市
民
に
も「
蚊
を
増
や
さ
な
い
」な
ど
の
注
意
を
求
め
て

い
る
。「
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
カ
の
幼
虫
は
古
タ
イ
ヤ
や
植
木

鉢
の
受
け
皿
な
ど
小
さ
な
容
器
に
た
ま
っ
た
水
で
発
生
す

る
の
で
、
生
活
環
境
か
ら
こ
う
し
た
水
た
ま
り
を
な
く
し

た
り
雨
水
枡
に
薬
剤
を
入
れ
た
り
し
て
、
幼
虫
を
増
や
さ

な
い
心
が
け
が
必
要
だ
」と
強
調
し
た
。

　
地
球
規
模
で
人
が
移
動
し
、
地
方
空
港
に
も
航
空
機
が

飛
来
す
る
時
代
。
揮
ご
う
の
言
葉
は「
備
え
よ
、
常
に
」

だ
っ
た
。�

日
本
経
済
新
聞
編
集
委
員

　
木
村

　
彰

　
お
得
意
の
安
全
保
障
の
切
り
口
で
地
方
創
生
の
話
を
始

め
た
。「
国
家
は
外
か
ら
だ
け
で
な
く
内
か
ら
の
い
ろ
い

ろ
な
脅
威
に
よ
っ
て
危
機
に
瀕
す
る
」

　
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
人
口
減
少

と
超
高
齢
化
、
東
京
一
極
集
中
と
地

方
衰
退
に
よ
る
日
本
全
体
の
衰
退
。

「
い
ま
止
め
ず
し
て
ど
う
す
る
の
か
。

こ
れ
が
地
方
創
生
の
核
心
だ
」と
力

説
し
た
。

　
そ
し
て
、「
地
方
の
ご
機
嫌
取
り
」「
二
番
煎
じ
」「
ば
ら

ま
き
」と
の
批
判
を
自
ら
持
ち
出
し
、
か
つ
て
の
日
本
列

島
改
造
論
、
田
園
都
市
国
家
構
想
、
ふ
る
さ
と
創
生
事
業

と
は
異
な
る
の
だ
と
強
調
し
た
。

　
す
な
わ
ち
、
国
は
情
報
、
財
政
、
人
材
を
支
援
す
る
も

の
の
、
地
方
版
総
合
戦
略
づ
く
り
や
事
業
展
開
は
、
そ
れ

ぞ
れ
地
域
の
状
況
を
知
る「
産
学
官
金
労
言
」を
挙
げ
て
、

金
融
機
関
、
労
働
団
体
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
も
し
っ
か
り
参

加
し
て
や
っ
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
た
。

　
希
望
す
る
高
齢
者
が
健
康
な
う
ち
に
移
住
し
生
活
す
る

と
い
う
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
な
ど
、
本
当
に
推
進
で
き
れ
ば

新
し
い
社
会
を
展
望
で
き
そ
う
な
興
味
深
い
構
想
も
あ

る
。
ど
れ
も
今
は「
立
派
な
ビ
ジ
ョ
ン
」の
段
階
だ
。
地

方
創
生
を「
ロ
ー
カ
ル
・
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」と
も
言
い
換

え
る
石
破
さ
ん
に
は
次
回
、
成
果
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
き
た
い
。

企
画
委
員

　
西
日
本
新
聞
東
京
支
社
編
集
長

　
原
田

　
正
隆

ピ
ー
タ
ー
・
ピ
オ
ッ
ト
　

ロ
ン
ド
ン
大
学
衛
生
・
熱
帯
医
学
大
学
院
学
長

最
後
の
１
例
ま
で
油
断
で
き
な
い

６
・
４（
木
）記
者
会
見
／
司
会
：
宮
田
一
雄
委
員
／
通
訳
：
大
野
理
恵

／
出
席
：
30
人
／
動
画

高た
か

崎さ
き

　智と
も

彦ひ
こ

　国
立
感
染
症
研
究
所
第
一
部
第
２
室
長

地
球
規
模
で
人
が
移
動
　「
備
え
よ
、
常
に
」

６
・
５（
金
）研
究
会「
デ
ン
グ
熱
ほ
か
蚊
媒
介
性
感
染
症
流
行
へ
の
対

応
」／
司
会
：
宮
田
一
雄
委
員
／
出
席
：
38
人
／
動
画

石い
し

破ば

　茂し
げ
る

　地
方
創
生
担
当
相

｢

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
日
本
衰
退｣

が
核
心

６
・
９（
火
）記
者
会
見
・
記
者
研
修
会
／
司
会
：
原
田
正
隆
委
員
／
出

席
：
１
４
７
人
／
動
画
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２
０
０
２
年
、「
対
日
新
思
考
」

を
発
表
、日
本
は
す
で
に
謝
罪
し
た
、

今
後
は
和
解
と
協
力
を
進
め
る
べ
き

で
、
そ
の
た
め
に
は
両
国
の
過
激
な

民
族
主
義
を
抑
制
す
べ
き
で
あ
る
と

論
じ
、
注
目
を
集
め
た
馬
立
誠
氏
の
こ
の
信
念
は
今
な
お

揺
ら
い
で
い
な
い
。
最
近
に
な
っ
て
中
国
の
対
日
姿
勢
に

多
少
の
緩
和
の
兆
し
も
み
え
る
が
、
中
国
周
辺
で
は
な
お

緊
張
が
続
く
中
で
、
中
日
両
国
は
絶
対
に
武
力
を
行
使
し

て
は
な
ら
な
い
と
強
調
し
、馬
氏
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　
―
―
毛
沢
東
を
は
じ
め
歴
代
の
中
国
指
導
者
は
中
日
の

友
好
の
重
要
性
を
強
調
し
て
き
た
。
中
日
両
国
は
戦
わ
な

い
と
い
う
よ
り
、
戦
え
な
い
と
い
う
の
が
現
実
で
あ
る
の

に
、
な
ぜ
緊
張
が
高
ま
る
の
か
。
国
際
関
係
の
大
変
動
の

中
で
指
導
者
が
民
族
主
義
を
利
用
し
て
国
内
の
団
結
を
図

り
、
ま
た
メ
デ
ィ
ア
も
大
衆
を
扇
動
し
て
い
る
た
め
で
あ

る
。
日
本
と
比
べ
中
国
社
会
は
未
成
熟
で
あ
り
、
過
激
な

言
動
が
多
い
。
し
か
し
中
国
で
も
冷
静
、
理
性
的
な
知
識

人
、
起
業
家
な
ど
中
産
階
級
が
増
え
て
い
る
。
最
近
の
中

国
人
の
日
本
観
光
ブ
ー
ム
で
人
々
の
日
本
観
は
変
化
し
つ

つ
あ
る
。
私
の「
対
日
新
思
考
」を
支
持
し
て
く
れ
る
人

は
確
実
に
増
え
て
い
る
。
両
国
は
忍
耐
強
く
寛
容
と
理
性

を
も
っ
て
和
解
へ
の
道
を
進
む
べ
き
で
あ
る
。
安
倍
首
相

の
70
周
年
談
話
で
は
謝
罪
は
不
要
だ
が
、
そ
の
歴
史
観
を

明
ら
か
に
し
て
ほ
し
い
―
―
。

毎
日
新
聞
出
身

　
辻

　
康
吾

　
10
年
に
わ
た
っ
て
強
権
政
治
を
進
め
た
ラ
ジ
ャ
パ
ク
サ

前
大
統
領
の
下
で
も
２
年
間
、
外
相
を
務
め
た
。
だ
が
、

同
氏
と
た
も
と
を
分
か
っ
て
政
権
を
離
れ
、
新
党
を
結
成

す
る
な
ど
激
し
い
権
力
闘
争
を
生
き
抜
い
て
き
た
。

　
再
び
外
相
に
就
任
し
た
の
は
、
今

年
１
月
の
大
統
領
選
で
野
党
候
補
の

シ
リ
セ
ナ
氏
を
担
ぎ
、
ラ
ジ
ャ
パ
ク

サ
氏
に
競
り
勝
っ
た
か
ら
だ
。
多
く

の
予
想
を
覆
し
、
無
血
の
う
ち
に
獲

得
し
た
勝
利
を「
レ
イ
ン
ボ
ー
革
命
」と
呼
び
、
政
権
交

代
の
モ
デ
ル
に
な
る
、
と
誇
ら
し
げ
だ
っ
た
。

　
前
政
権
が
積
み
残
し
た
外
交
課
題
は
山
積
み
だ
。
内
戦

中
に
起
き
た
国
軍
な
ど
の
人
権
侵
害
が
米
欧
か
ら
批
判
さ

れ
、
国
際
社
会
で
孤
立
し
て
き
た
。「
過
去
、
遠
ざ
け
て

来
た
多
く
の
国
と
の
関
係
を
回
復
し
た
い
」と
述
べ
た
。

　
対
照
的
に
蜜
月
関
係
を
築
い
た
の
が
中
国
だ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
新
政
権
は
中
国
偏
重
の
外
交
方
針
を
見
直
し
、

日
本
や
イ
ン
ド
を
重
視
す
る
方
針
を
示
し
た
た
め
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
に
次
ぐ「
中
国
離
れ
現
象
」と
し
て
注
目
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
問
う
と
、「
中
国
が
進
め
る
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
見
直
す
が
、
対
中
関
係
自
体
を
見
直
す
わ
け

で
な
い
」と
慎
重
な
答
え
だ
っ
た
。
昨
秋
、
中
国
の
潜
水

艦
が
コ
ロ
ン
ボ
に
寄
港
し
た
報
道
に
つ
い
て
は
、
返
答
を

避
け
た
。小
国
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
に
じ
む
会
見
だ
っ
た
。

朝
日
新
聞
出
身

　
竹
内

　
幸
史

　
犯
罪
の
発
生
件
数
は
戦
後
最
少
の
レ
ベ
ル
ま
で
減
っ

た
。
ひ
と
こ
ろ
に
比
べ
れ
ば
、
捜
査
を
め
ぐ
る
不
手
際
や

不
祥
事
も
大
き
な
話
題
に
な
っ
て
は
い
な
い
。
そ
ん
な
状

況
も
あ
っ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。
金
高
長
官
は
終
始
穏
や

か
な
口
調
で
、
治
安
の「
い
ま
」を
語
っ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
現
状
を
楽
観
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
挙
げ
た
の
が
、
刑
法
犯
全
体
で
30

％
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
検
挙
率
の
低
さ
だ
。「
窃
盗

事
件
で
は
４
件
に
１
件
し
か
捕
ま
ら
な
い
と
い
う
国
で
、

泥
棒
が
減
る
だ
ろ
う
か
」と
自
ら
を
戒
め
た
。

　
刑
法
犯
の
減
少
は
、
街
頭
犯
罪
を

は
じ
め「
減
り
や
す
い
犯
罪
」が
減

っ
た
結
果
と
も
言
え
る
。
特
殊
詐
欺

や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
な
ど
、
検
挙
も
抑

止
も
難
し
い
新
手
の
犯
罪
に
ど
う
切

り
込
ん
で
い
く
の
か
。
科
学
捜
査
や
、
導
入
が
見
込
ま
れ

る
司
法
取
引
を
ど
の
よ
う
に
使
い
こ
な
し
て
い
く
の
か
。

新
し
い
時
代
の
捜
査
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
的

な
ビ
ジ
ョ
ン
も
聞
き
た
か
っ
た
。

　
警
視
庁
の
捜
査
２
課
長
時
代
、
厚
生
次
官
を
収
賄
で
逮

捕
し
た
刑
事
畑
の
エ
ー
ス
で
あ
る
。
不
祥
事
の
余
韻
で
、

検
察
の
特
捜
部
は
ま
だ
半
分
眠
っ
た
ま
ま
。
政
治
や
行
政

に
巣
食
う
不
正
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。「
こ

こ
に
刑
事
警
察
あ
り
！
」の
事
件
摘
発
を
期
待
し
た
い
。

日
本
経
済
新
聞
編
集
委
員
兼
論
説
委
員

　
坂
口

　
祐
一

馬
M
a

　立

L
ich

en
g誠

　元
人
民
日
報
論
説
委
員

「
中
日
は
絶
対
に
戦
っ
て
は
な
ら
な
い
」

６
・
11（
木
）研
究
会「
中
国
と
ど
う
つ
き
あ
う
か
」⑬
／
司
会
：
杉
山
祐

之
委
員
／
通
訳
：
舘
野
雅
子
／
出
席
：
86
人

マ
ン
ガ
ラ
・
サ
マ
ラ
ウ
ィ
ー
ラ
　ス
リ
ラ
ン
カ
外
相

豪
腕
の
前
大
統
領
と
は
決
別

小
国
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
ち
ら
り

６
・
19（
金
）記
者
会
見
／
司
会
：
土
生
修
一
事
務
局
長
／
通
訳
：
澄
田

美
都
子
／
出
席
：
35
人
／
動
画

金か
ね

高た
か

　雅ま
さ

仁ひ
と

　警
察
庁
長
官

「
検
挙
が
十
分
で
き
て
い
な
い
」

刑
事
警
察
の
再
構
築
に
期
待

６
・
29（
月
）昼
食
会
／
司
会
：
瀬
口
晴
義
委
員
／
出
席
：
70
人
／
動
画
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国
賓
と
し
て
来
日
し
た
ゲ
ス
ト
の
久
々

の
登
場
に
、
記
者
会
見
場
内
の
空
気
が
熱

い
。冒
頭
発
言
の
後
、朴
訥
然
と
し
た
大
柄

な
大
統
領
に
次
々
と
質
問
が
飛
ん
だ
。
記

者
の
関
心
事
は
、
や
は
り
南
シ
ナ
海
で
緊

張
感
を
高
め
て
い
る
中
国
と
の
関
係
だ
。

　
人
を
刺
す
灰
色
の
視
線
で
強
烈
な
印
象

を
残
す
。
プ
ー
チ
ン
露
大
統
領
は
今
回
も

そ
う
だ
っ
た
。

　
昨
年
に
続
き
各
国
通
信
社
と
の
会
見

（
６
・
20
）に
出
た
。
プ
ー
チ
ン
氏
の
す
ぐ

近
く
、
報
道
官
の
隣
に
席
を
与
え
ら
れ
、

て
の
問
題
は
解
決
で
き
る
。
会
談
し
よ

う
」。
領
土
問
題
も
首
脳
会
談
で
合
意
で

き
る
、
と
い
う
勢
い
だ
。

　
欧
米
の
質
問
に
は
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
だ
っ

た
。
カ
ナ
ダ
人
が「
カ
ナ
ダ
の
首
相
は
、

ロ
シ
ア
は
Ｇ
８
に
戻
れ
な
い
と
言
う
が
」

と
聞
く
と
、「
侮
辱
し
た
く
な
い
が
、
そ

れ
を
決
め
る
の
は
米
国
。
オ
バ
マ
が
イ
エ

ス
と
言
え
ば
、
お
た
く
の
首
相
も
気

が
変
わ
る
」。

　
驚
い
た
の
は
会
見
後
に
私
の
前
に

来
て「
ア
リ
ガ
ト
ウ
」と
言
い
、
手

を
握
っ
た
こ
と
だ
。
他
国
の
代
表
と

ベ
ニ
グ
ノ
・
ア
キ
ノ
　フ
ィ
リ
ピ
ン
大
統
領

６
・
５（
金
）記
者
会
見
／
司
会
：
土
生
修
一
事
務
局
長
／
通

訳
：
西
村
好
美
、
大
野
理
恵
／
出
席
：
１
４
４
人
／
動
画
／
会

見
詳
録
／
写
真
：
栗
田
格
会
員 

※
28
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事

29年目の記者会見

　
粗
暴
な
行
動
で
周
辺
国
に
脅
威
を
振
り

ま
く
巨
大
国
家
中
国
に
、
海
を
挟
ん
で
対

峙
す
る
隣
国
フ
ィ
リ
ピ
ン
。
中
国
を
戦
前

の
ナ
チ
ス
に
例
え
た
講
演
を
取
り
上
げ
て

疑
問
を
呈
し
た
新
華
社
の
記
者
に
、
ア
キ

ノ
大
統
領
は
、
両
親
が
礎
と
な
っ
た
民
主

国
家
の
統
治
者
と
し
て
の
誇
り
を
全
面
に

押
し
出
す
。「
そ
れ
な
ら
、
ひ
と
つ
、
中

国
に
問
い
か
け
た
い
」と
切
り
出
し
た
上

で
、
ズ
バ
リ
答
え
た
。「
皆
さ
ん
が
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
立
場
で
あ
っ
た
と
し
て
、
西
側

の
海
岸
す
べ
て
が
奪
わ
れ
、
東
側
だ

け
を
維
持
す
る
よ
う
に
な
っ
た
場

合
、「『
ハ
イ
、
ど
う
ぞ
』」「『
半
分
の

水
域
が
な
く
な
っ
て
も
、よ
ろ
し
い
』

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
」「
ど
の
国
家

も
そ
れ
ま
で
に
合
意
し
た
権
利
を
主
張
し

て
い
る
の
み
で
す
。
お
互
い
に（
合
意
を
）

尊
重
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」

　
こ
の
答
え
に
は
、
父
ベ
ニ
グ
ノ
・
ア
キ

ノ
・
ジ
ュ
ニ
ア
の
政
治
哲
学
が
継
承
さ
れ

て
い
る
。「
敵
の
権
利
を
尊
重
す
る
。
真

の
和
解
は
民
主
主
義
の
中
で
進
む
」も
の

だ
、
と
―
。

　
１
９
８
３
年
夏
、
マ
ル
コ
ス
独
裁
政
権

下
、
亡
命
先
の
米
国
か
ら
帰
国
し
た
父
は

マ
ニ
ラ
国
際
空
港
で
暗
殺
さ
れ
た
。
２
年

半
後
、
反
独
裁
の
民
衆
の
う
ね
り
を
体
現

す
る
よ
う
に
大
統
領
の
座
に
押
し
上
げ
ら

れ
た
母
コ
ラ
ソ
ン
。
86
年
11
月
、
国
賓
と

し
て
来
日
し
た
母
も
、
当
ク
ラ
ブ
で
記
者

会
見
に
応
じ
た
。
そ
の
時
、
色
紙
に
書
き

残
し
た
言
葉
は「
苦
し
み
と
悲
し
み
の
中

で
私
は
一
人
で
は
な
か
っ
た
。
神
の
御
加

護
に
感
謝
し
ま
す
」。
敬
虔
な
カ
ト
リ
ッ

ク
教
徒
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
そ
れ
か
ら
29
年
、
ア
キ
ノ
３
世
が
当
ク

ラ
ブ
に
贈
っ
た
言
葉
―
「
人
生
の
難
し
さ

は
、
頼
り
に
で
き
る
友
人
が
手
を
差
し
伸

べ
て
く
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
す
る
」。

日
本
人
と
し
て
グ
ッ
と
迫
る
も
の
が
あ

る
。�

時
事
通
信
解
説
委
員

　
鈴
木

　
美
勝

通
信
社
代
表
と
の
会
見
２
０
１
５

プ
ー
チ
ン
氏
の「
ア
リ
ガ
ト
ウ
」

杉
田

　
弘
毅（
共
同
通
信
編
集
委
員
室
長
）

会見するプーチン大統領（右）。隣はミハイロフ・
タス通信社長、筆者、ペスコフ大統領報道官

氏
は
細
い

目
を
私
に

向
け
て
、

じ
っ
く
り

話
し
か
け

て
き
た
。

中
身
は
安

倍
首
相
と

の
会
談
へ

の
熱
烈
な

期
待
に
尽

き
る
。「
全

は
握
手
だ
け
。
柔
道
家
だ
か
ら「
引
き
分

け
」は
領
土
問
題
で
使
っ
た
が
、
今
度
は

「
ア
リ
ガ
ト
ウ
」。

　
こ
の
愛
想
の
良
さ
は
欧
米
の
制
裁
に
よ

る
苦
境
を
想
像
さ
せ
る
。
窮
地
脱
却
の
た

め
日
本
と
正
面
か
ら
握
手
し
た
い
に
違
い

な
い
。

　
怖
い
人
で
あ
る
。

　
会
見
は
午
前
０
時
す
ぎ
に
ス
タ
ー
ト
。

「
別
室
で
記
事
を
書
く
記
者
団
が
中
継
を

見
る
か
ら
ノ
ー
ト
だ
け
持
ち
込
め
」と
言

わ
れ
て
入
室
。
目
の
前
に
は
キ
ャ
ビ
ア
や

ケ
ー
キ
が
並
び
自
尊
心
を
く
す
ぐ
ら
れ

た
。
だ
が
終
了
後
に
、「
こ
の
会
見
は
中

継
も
録
音
も
な
い
」と
大
統
領
府
か
ら
の

通
告
。「
オ
ー
ノ
ー
」
と
声
が
上
が
り
、

白
夜
に
年
配
の
経
営
幹
部
た
ち
が
走
り
書

き
を
教
え
合
っ
た
。
キ
ャ
ビ
ア
は
食
べ
た

が
、
一
言
も
書
き
残
さ
な
か
っ
た
豪
傑
社

長
も
い
た
。

　
そ
う
い
え
ば
、冒
頭
強
権
ぶ
り
を
批
判

す
る
質
問
が
出
た
後
に
、
怖
い
顔
で
報
道

官
に
何
か
を
指
示
し
て
い
た
。
世
界
の
メ

デ
ィ
ア
を
集
め
な
が
ら
、
質
問
が
気
に
入

ら
な
い
と
中
継
も
止
め
る
独
裁
者
。恐
怖
と

愛
想
の
ミ
ッ
ク
ス
が
ま
た
興
味
を
そ
そ
る
。
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稲
いな

田
だ

　修
しゅう

一
いち

東京大学先端科学技術
研究センター特任教授　

細
ほそ

田
だ

　正
まさ

和
かず

共同通信デジタル
推進局長 　

ゼミ
記者

ゼミ
記者

34

35

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
時
代

蓄
積
し
た

「
知
の
資
産
」活
用
が

重
要

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

メ
デ
ィ
ア
と

ど
う
付
き
合
う
か

　次世代ジャーナリズムの現場―その原則とスキル編①②　記者ゼ ミ

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
で
、
膨
大
な

デ
ー
タ
が
世
界
中
に
蓄
積
さ
れ

つ
つ
あ
る
。政
府
や
産
業
界
は
、

こ
う
し
た
デ
ー
タ
を
活
用
す
る

こ
と
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化

し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
も
、
こ
の
流
れ
に
積

極
的
に
関
わ
っ
て
い
か
な
け
れ

　
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
で
お
笑

い
タ
レ
ン
ト
が
際
ど
い
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
話
し
た
と
き
、「
ヤ
フ

ー
ニ
ュ
ー
ス
に
載
っ
ち
ゃ
う

ぞ
！
」
と
ツ
ッ
コ
ミ
が
入
る
。

居
酒
屋
で
友
人
と
飲
ん
で
い
る

と
き
に「
ス
マ
ー
ト
ニ
ュ
ー
ス

に
出
て
い
た
ん
だ
け
ど
」と
話

題
を
振
ら
れ
る
。
い
つ
の
時
代

ば
な
ら
な
い
。

　
そ
ん
な
問
題
意
識
を
持
っ
て
第
３
期
の

第
１
回
ゼ
ミ
に
は
多
く
の
記
者
ら
が
参
加

し
た
。
稲
田
氏
が
最
初
に
紹
介
し
た
の
は

さ
ま
ざ
ま
な
業
界
の「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」

へ
の
取
り
組
み
。
例
え
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
の

ト
マ
ト
農
家
。
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
生
育

条
件
の
最
適
化
を
人
工
的
に
実
現
す
る
こ

と
で
、
生
産
性
を
飛
躍
的
に
伸
ば
し
た
。

　
稲
田
氏
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
波
が

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
も
押
し
寄
せ
つ
つ
あ

る
と
い
う
。１
９
７
６
年
前
後
に
生
ま
れ
、

大
学
生
の
頃
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及

し
始
め
た「
76
世
代
」と
呼
ば
れ
る
人
た

ち
が
、
２
０
２
５
年
に
は
50
歳
前
後
に
な

る
。
10
年
後
の
新
聞
の
読
者
、
テ
レ
ビ
の

も
ニ
ュ
ー
ス
は
人
間
の
本
能
に
訴
え
か
け

て
い
る
と
胸
を
張
り
た
い
半
面
、「
き
ょ

う
の
ス
ポ
ー
ツ
紙
の
１
面
に
…
」と
言
わ

れ
な
い
の
は
寂
し
い
限
り
で
あ
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術
の
発
達
は
、
新

聞
社
の
ニ
ュ
ー
ス
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
結
束
バ

ン
ド
を
切
り
離
し
、
第
三
者
に
よ
っ
て
パ

ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
最

近
は
、
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
大

き
く
ユ
ー
ザ
ー
数
を
伸
ば
し
て
い
る
。

　
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
学

芸
員
と
い
う
意
味
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
が
自

分
の
セ
ン
ス
に
よ
っ
て
ニ
ュ
ー
ス
を
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ン
グ
し
た
も
の
で
あ
る
。
ユ
ー
ザ

ー
は
、
自
分
と
相
性
の
良
い
キ
ュ
レ
ー
タ

ー
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
。
し
か
し
、

視
聴
者
は
、
い
わ
ゆ
る
デ
ジ

タ
ル
・
ネ
イ
テ
ィ
ブ
が
主
流

に
な
り
、
現
在
の
読
者
、
視

聴
者
像
と
は
大
き
く
異
な
る

と
、
稲
田
氏
は
指
摘
す
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
ど
う
対

新
聞
社
な
ど
コ
ン
テ
ン
ツ
ホ
ル

ダ
ー
へ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
そ
れ

ほ
ど
で
も
な
い
。

　
細
田
氏
は
、「
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
取
り
締

ま
り
を
強
化
し
根
絶
さ
せ
て

応
し
て
い
く
べ
き
か
。
稲
田
氏
は
、
メ
デ

ィ
ア
が
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
記
事
や

番
組
な
ど「
知
の
資
産
」を
上
手
に
活
用

す
る
と
と
も
に
、
各
分
野
の
専
門
家
や
、

価
値
の
あ
る
情
報
を
発
信
し
て
い
る
読
者

と
積
極
的
に
協
力
す
る
こ
と
の
必
要
性
を

強
調
し
た
。
ま
た
、
玉
石
混
交
の
情
報
が

あ
ふ
れ
て
い
る
ネ
ッ
ト
空
間
で
は
、
人
工

知
能
を
活
用
し
、
情
報
の
選
択
と
集
約
を

行
う
の
も
大
事
だ
、
と
も
付
け
加
え
た
。

　「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
真
価
は
、
多
く

の
取
材
を
通
し
て
情
報
を
発
掘
す
る
足
で

あ
り
、
デ
ー
タ
や
情
報
を
深
く
理
解
、
分

析
し
て
解
説
す
る
人
間
の
頭
で
あ
る
」。

稲
田
氏
の
総
括
が
印
象
的
だ
。
こ
う
し
た

人
間
の
知
恵
と
、
進
化
し
続
け
る
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
と
が
う
ま
く
協
力
で
き
れ
ば
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
将
来
は
決
し
て
暗
い

も
の
で
は
な
い
。

読
売
新
聞
地
方
部
次
長

　
浦
崎

　
直
樹

も
、
ユ
ー
ザ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ン
テ
ン

ツ
ホ
ル
ダ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
に
戻
っ
て
く
る

と
は
言
い
難
い
」と
語
る
。

　
共
同
通
信
社
と
ヤ
フ
ー
が
立
ち
上
げ
た

　

ノ
ア
ド
ッ
ト
社
の
取
り
組
み
は
、
キ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
と
の
関
わ
り
方
に
一

石
を
投
じ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
全
て
を

解
決
す
る
の
は
、た
や
す
く
な
い
と
思
う
。

さ
ら
に
、
メ
デ
ィ
ア
側
か
ら
の
視
点
で
考

え
る
だ
け
な
く
、
ユ
ー
ザ
ー
が
こ
の
取
り

組
み
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
か
ど
う
か
も

課
題
に
な
る
。

　

　
と
は
い
う
も
の
の
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ビ
ジ
ネ
ス
で
新
た
な「
見
せ
方
」が
誕
生

す
る
と
き
、
往
々
に
し
て
ニ
ュ
ー
ス
コ
ン

テ
ン
ツ
の
利
用
か
ら
始
ま
る
。
わ
れ
わ
れ

は
人
間
の「
知
り
た
い
」本
能
に
訴
え
か

け
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
る
仕
事
に
携
わ
れ

て
い
る
の
だ
と
、あ
ら
た
め
て
確
信
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
新
聞
社
メ
デ
ィ
ア
企
画
開

発
部
次
長

　
山
本

　
光
康

５
・
29（
金
）「
デ
ー
タ
活
用
で
変
わ
る
社
会
と

ニ
ュ
ー
ス
―
賢
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
ど
う
付

き
合
う
べ
き
か
―
」／
司
会
：
橋
場
義
之
特
別

企
画
委
員
／
出
席
：
参
加
29
人
＋
ネ
ッ
ト
視
聴

８
人

６
・
12（
金
）「
変
わ
る
通
信
社
」／
司
会
：
橋

場
義
之
特
別
企
画
委
員
／
出
席
：
参
加
39
人
＋

ネ
ッ
ト
視
聴
５
人
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屋
久
島
町
・
口
永
良
部
島
の
噴
火�

廣
庭
　
直
之（
南
日
本
新
聞
社
）

報
道
の
意
義
に
矛
盾
感
じ
な
が
ら

　
　
取
材
攻
勢
、
住
民
に
疲
労
感

縄
文
杉
で
知
ら
れ
る
世
界
自
然
遺
産
の

島
・
屋
久
島
。
そ
の
北
西
約
12
㌔
に
位
置

す
る
口

く
ち
の

永え

良ら

部ぶ

島じ
ま

の
新
岳
が
５
月
29
日
午

前
９
時
59
分
、
爆
発
的
噴
火（
爆
発
）を

起
こ
し
た
。
火
口
か
ら
２
㌔
余
り
離
れ
た

海
岸
ま
で
火
砕
流
が
到
達
し
、
気
象
庁
は

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
を
３（
入
山
規
制
）か
ら

一
気
に
最
高
の
５（
避
難
）に
引
き
上
げ

た
。
レ
ベ
ル
５
の
適
用
は
全
国
で
初
め
て

の
こ
と
だ
。

地
元
の
屋
久
島
町
役
場
は
即
座
に
全
住

民
へ
島
外
避
難
を
指
示
し
た
。
島
の
人
口

は
１
４
０
人
足
ら
ず
。
畜
産
業
や
漁
業
、

民
宿
を
営
み
、
自
給
自
足
に
近
い
の
ど
か

な
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
、「
全

島
避
難
」で
一
変
す
る
。

避
難
用
の
フ
ェ
リ
ー
か
ら
住
民
が
降
り

立
っ
た
岸
壁
は
、
島
の
人
口
を
は
る
か
に

上
回
る
報
道
陣
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い

た
。
上
空
は
取
材
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
め

ま
ぐ
る
し
い
。「
何
事
か
」と
言
わ
ん
ば

か
り
の
住
民
の
表
情
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら

れ
た
。
報
道
の
意
義
に
矛
盾
を
感
じ
る
こ

と
に
も
な
る
取
材
の
幕
開
け
だ
っ
た
。

「
取
材
対
応
が
一
番
疲
れ
る
」の
声
も

た
だ
で
さ
え
着
の
身
着
の
ま
ま
の
不
自

由
な
避
難
生
活
。
先
が
見
通
せ
な
い
不
安

が
追
い
打
ち
を
か
け
る
の
は
当
然
だ
。
住

民
が
必
要
と
す
る
情
報
を
提
供
し
な
が
ら

援
護
射
撃
が
で
き
た
ら
―
。
そ
ん
な
覚
悟

を
秘
め
、
防
災
担
当
記
者
と
し
て
初
め
て

乗
り
込
む
本
格
的
な
現
場
だ
っ
た
。

港
で
住
民
の
代
表
６
人
が
囲
み
取
材
に

応
じ
て
く
れ
た
。
取
材
は
避
難
所
へ
移
っ

て
か
ら
も
続
き
、
初
日
は
時
間
制
限
を
設

け
て
許
さ
れ
た
。
だ
が
、
２
日
目
の
途
中

か
ら
は
住
民
の
疲
労
に
配
慮
し
、
立
ち
入

り
は
規
制
さ
れ
た
。
報
道
陣
は
出
入
り
口

に
張
り
付
く
し
か
な
く
、
住
民
が
出
入
り

す
る
た
び
記
者
が
一
斉
に
駆
け
寄
り
、
一

挙
手
一
投
足
に
カ
メ
ラ
が
向
け
ら
れ
た
。

住
民
の
不
安
、
心
配
、
要
望
を
伝
え
た

い
。
同
じ
思
い
だ
か
ら
こ
そ
、
囲
み
取
材

に
加
わ
る
記
者
は
増
え
る
。
聞
き
漏
ら
し

は
な
い
か
、
言
葉
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
取
り

違
え
は
な
い
か
―
。
念
押
し
あ
り
、
質
問

の
重
な
り
あ
り
で
、
囲
み
取
材
は
な
か
な

か
終
わ
ら
な
か
っ
た
。

「
取
材
に
応
じ
る
の
が
一
番
疲
れ
る
」。

日
を
追
う
ご
と
に
、
取
材
攻
勢
を
け
ん
制

す
る
言
葉
を
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
。

防
災
担
当
記
者
と
し
て�

で
き
る
こ
と
は
何
か

南
日
本
新
聞
は
爆
発
当
日
の
午
後
早

く
、
ま
ず
４
人
が
屋
久
島
入
り
し
、
現
地

支
局
と
と
も
に
取
材
を
始
め
た
。
翌
日
以

降
、
新
聞
を
無
償
で
避
難
所
に
届
け
て
い

る
。
少
し
で
も
多
く
の
住
民
に
情
報
を
還

元
で
き
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
だ
。

１
社
で
20
人
を
超
す
取
材
班
を
派
遣
し

た
新
聞
社
も
あ
る
と
聞
い
た
が
、
島
に
押

し
寄
せ
た
報
道
陣
の
数
は
１
週
間
を
境
に

減
少
に
転
じ
た
。

筆
者
は
爆
発
の
当
日
以
降
、
数
日
を
除

い
て
屋
久
島
に
と
ど
ま
っ
た
。
発
生
１
カ

月（
６
月
29
日
）の
紙
面
に
備
え
、
住
民

や
役
場
回
り
を
続
け
て
い
た
時
の
こ
と

だ
。
複
数
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
取
材
依

頼
が
あ
る
と
い
う
、
あ
る
60
代
の
男
性
は

「
取
材
は
う
っ
と
う
し
い
」と
本
音
を
漏

ら
し
た
後
、
こ
う
続
け
た
。

「
口
永
良
部
の
こ
と
が
次
第
に
、
う
わ

さ
に
も
な
ら
な
く
な
る
の
が
怖
い
」

港
に
ご
っ
た
返
し
て
い
た
報
道
陣
は
く

し
の
歯
が
欠
け
た
よ
う
に
減
っ
て
い
く
。

男
性
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
都
合
を
見
抜
き

な
が
ら
、
不
安
も
感
じ
て
い
た
の
だ
。

「
だ
か
ら
こ
そ
取
材
に
応
じ
る
」

最
初
の
爆
発
後
、
複
数
回
の
噴
火
が
起

き
た
。
避
難
の
長
期
化
は
避
け
ら
れ
そ
う

に
な
い
。
梅
雨
期
で
悪
天
候
が
続
き
、
住

民
が
熱
望
す
る
一
時
帰
島
も
見
通
せ
な

い
。
住
民
は
何
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
、

古
里
に
帰
れ
る
日
を
待
つ
の
だ
ろ
う
か
。

避
難
生
活
の
疲
労
を
押
し
、
取
材
に
負

担
を
感
じ
な
が
ら
も
、
住
民
は
報
道
の
役

割
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
た
。
筆
者
に
何

が
で
き
る
の
か
、
今
度
は
こ
ち
ら
が
自
問

自
答
す
べ
き
番
だ
。

ひ
ろ
に
わ
・
な
お
ゆ
き
▼
２
０
１
２
年
入
社
　

報
道
部
の
事
件
・
事
故
担
当
を
経
て
　
15
年
４

月
か
ら
防
災
担
当

島外避難した住民を取り囲む報道陣（６月２９日／南日本新聞社提供）

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート
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明
し
た
い
と
言
っ
て
い
る
」と
相
談
し
て

き
た
。
せ
っ
か
く
な
の
で
仙
台
市
の
本
社

に
来
て
い
た
だ
き
、
編
集
局
と
論
説
委
員

会
合
同
の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
た
。

　
意
見
交
換
会
で
復
興
庁
幹
部
は「
自
立

は
被
災
自
治
体
に
対
し
て
の
励
ま
し
で
あ

り
、
被
災
者
に『
気
概
を
持
て
』と
は
言

っ
て
い
な
い
」と
弁
明
し
た
。
そ
の
上
で
、

地
元
負
担
の
導
入
に
は「
被
災
地
と
被
災

地
外
の
不
公
平
感
を
否
定
で
き
な
い
」と

強
硬
姿
勢
を
崩
そ
う
と
し
な
か
っ
た
。

■
一
定
の
進
捗
み
ら
れ
る
現
実

　
全
額
国
負
担
が
原
則
だ
っ
た
復
興
事
業

費
に
、
集
中
復
興
期
間
終
了
後
の
16
年
度

か
ら
一
部
地
元
負
担
を
求
め
る
政
府
の
方

さ
さ
き
・
あ
つ
し
▼
１
９
９
３
年
入
社
　
気
仙

沼
支
局
　
生
活
文
化
部
な
ど
を
経
て
　
２
０
１

４
年
４
月
か
ら
報
道
部
主
任（
宮
城
県
政
班
）

復興事業費の地元負担をめぐる説明会終了後、握手する
（左から）内堀福島県知事、達増岩手県知事、竹下亘復興相、
村井宮城県知事（６月22日／宮城県庁／河北新報社提供）

　
東
日
本
大
震
災
の
復
興
事
業
に
、
政
府

が
２
０
１
６
年
度
か
ら
地
元
負
担
を
求
め

る
と
発
表
し
た
の
は
５
月
12
日
。
記
者
会

見
で
竹
下
亘
復
興
相
は
、
負
担
導
入
の
理

由
を
問
わ
れ「
自
立
す
る
気
概
を
持
っ
て

ほ
し
い
」と
強
調
し
た
。
翌
13
日
の
河
北

新
報
朝
刊
は
社
説
で「
甘
え
を
許
し
て
は

被
災
地
の
将
来
の
た
め
に
な
ら
な
い
と
親

心
を
示
し
た
い
気
分
な
の
だ
ろ
う
が
、
あ

ま
り
に
浅
薄
な
認
識
」と
批
判
し
た
。

　
早
速
、
反
応
が
あ
っ
た
。
復
興
庁
幹
部

が
地
元
の
宮
城
復
興
局
を
通
じ
て
現
場
の

記
者
に「
誤
解
が
あ
る
。
本
庁
幹
部
が
説

針
転
換
は
２
月
６
日
、
竹
下
氏
の「（
地

元
負
担
ゼ
ロ
継
続
に
は
）丁
寧
な
検
討
が

必
要
だ
」と
の
参
院
決
算
委
員
会
答
弁
が

口
火
だ
っ
た
。
竹
下
氏
は「（
全
額
国
負

担
は
）異
例
中
の
異
例
の
措
置
」（
３
月
３

日
、
報
道
各
社
の
取
材
）、「
全
て
を
委
ね

る
姿
勢
で
い
い
の
か
。
全
額
国
負
担
は
一

番
の
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド（
倫
理
観
の
欠

如
）の
原
因
だ
」（
同
６
日
、
記
者
会
見
）と

ト
ー
ン
を
強
め
て
い
っ
た
。

　
だ
か
ら
被
災
自
治
体
の
側
に
は
、
早
い

段
階
で「
地
元
負
担
も
や
む
な
し
」と
の

見
方
が
広
が
っ
て
い
た
。「
矛
を
収
め
る

べ
き
と
こ
ろ
は
あ
る
程
度
収
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」。
村
井
嘉
浩
宮
城
県
知
事
は

４
月
13
日
の
記
者
会
見
で
、
早
々
に
地
元

負
担
を
容
認
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
た
。

　
村
井
氏
は
震
災
か
ら
１
年
後
の
12
年
３

月
、
復
興
交
付
金
配
分
を
め
ぐ
り
当
時
の

民
主
党
政
権
を「
復
興
庁
で
は
な
く
、
査

定
庁
だ
」と
攻
撃
し
た
。
歯
切
れ
良
い
フ

レ
ー
ズ
が
記
憶
に
新
し
い
村
井
氏
が「
大

人
の
対
応
」を
取
っ
た
背
景
に
は
、
ま
だ

道
半
ば
と
は
い
え
一
定
の
復
興
が
進
み
つ

つ
あ
る
被
災
地
の
現
実
が
あ
る
。

■
起
こ
り
得
る
災
害
見
越
し
た〝
先
手
〟？

　
そ
も
そ
も
被
災
地
復
興
を
め
ぐ
る
国
負

担
と
地
元
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
は
、
大
規
模

災
害
の
た
び
に
国
負
担
が
拡
充
さ
れ
る
歴

史
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
１
９
９
５
年
の
阪
神
大
震
災
で
、
政
府

は
被
災
者
の
公
的
援
助
に「
個
人
の
資
産

形
成
に
な
る
」と
冷
や
や
か
だ
っ
た
。
こ

の
た
め
兵
庫
県
や
神
戸
市
は
義
援
金
な
ど

を
基
金
化
し
、
被
災
者
に
配
分
す
る
手
間

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
阪
神
の
教
訓
が
全

国
的
な
署
名
活
動
と
な
っ
て
広
が
り
を
見

せ
、
98
年
に
成
立
し
た
の
が
被
災
者
生
活

再
建
支
援
法
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
鳥
取
県
西
部
地
震（
00
年
）

や
新
潟
県
中
越
地
震（
04
年
）、
能
登
半

島
地
震（
07
年
）な
ど
を
経
て
支
援
法
は

改
正
が
繰
り
返
さ
れ
、
１
世
帯
当
た
り
最

大
３
０
０
万
円
を
受
け
取
れ
る
現
行
制
度

に
落
ち
着
い
た
。
全
額
国
負
担
に
区
切
り

を
付
け
よ
う
と
す
る
政
府
の
新
方
針
は
、

首
都
直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

の
発
生
を
見
越
し
て
の
先
手
だ
ろ
う
か
。

　
い
っ
た
ん
は
復
興
庁
が
地
元
負
担
を
求

め
た
一
部
事
業
を
、
与
党
が
政
治
力
で
国

負
担
に
押
し
戻
す
動
き
も
垣
間
見
ら
れ
、

宮
城
県
と
被
災
15
市
町
の
新
た
な
負
担
総

額
は
当
初
の
85
億
円
か
ら
70
億
円
以
下
に

圧
縮
さ
れ
た
。
復
興
庁
が
内
角
高
め
で
打

者
を
の
け
反
ら
せ
、
そ
こ
に
与
党
が
気
持

ち
良
く
真
っ
す
ぐ
を
投
げ
込
む
―
。
被
災

地
で
、
お
な
じ
み
の
茶
番
が
演
じ
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

東日本大震災から4年4カ月� 被災地はい ま

被災地通信�　「復興予算」方針転換

地元負担めぐり
思惑からんだ綱引き
佐々木　篤（河北新報社）
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リ レーエッセー

あ
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
今
の
政
界
に

　名
官
房
長
官
・
後
藤
田
正
晴
さ
ん

倉
重
　
篤
郎（
毎
日
新
聞
社
）

株
価
も
４
万
円
近
く
に
達
し
た
。

　
今
思
え
ば
、
異
常
な
時
代
だ
っ
た
が
、

当
時
こ
れ
に
違
和
感
を
持
ち
、
問
題
視
す

る
人
は
少
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
バ
ブ

ル
は
、
保
有
資
産
価
値
が
上
昇
す
る
こ
と

で
、
庶
民
の
み
な
ら
ず
、
税
収
の
増
え
る

政
府
、
政
治
献
金
が
集
ま
る
政
治
家
と
、

多
く
の
人
々
を
ハ
ッ
ピ
ー
に
し
た
か
ら

だ
。
日
本
人
の
多
く
が
、「
ジ
ャ
パ
ン
・

ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」と
浮
か
れ
、
こ

れ
が
未
来
永
劫
続
く
か
の
よ
う
な
錯
覚
に

陥
っ
て
い
た
。

　
だ
が
当
時
、
中
曽
根
内
閣
の
官
房
長
官

を
務
め
て
い
た
後
藤
田
氏
は
違
っ
た
。「
地

価
が
上
が
り
過
ぎ
だ
。
銀
座
の
猫
の
額
ほ

ど
の
土
地
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
生
涯
賃
金

よ
り
高
く
て
い
い
の
か
」

　
鋭
い
指
摘
だ
っ
た
。
社
会
的
公
正
性
の

視
点
か
ら
だ
っ
た
が
、
経
済
政
策
的
に
も

無
理
が
あ
る
と
の
直
感
だ
っ
た
。
大
蔵
省

を
呼
び
つ
け
、
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
異
常

な
動
き
を
突
き
止
め
、
そ
れ
を
規
制
す
べ

く
銀
行
局
長
通
達
を
出
さ
せ
た
。
87
年
10

月
だ
っ
た
。

　
も
う
１
つ
は
、
90
年
代
後
半
、
ポ
ス
ト

冷
戦
期
の
日
米
安
保
条
約
に
つ
い
て
こ
ん

な
発
言
を
さ
れ
た
。「
ボ
ク
は
日
米
安
保

は
大
事
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
軍

事
同
盟
だ
よ
。
軍
事
同
盟
っ
て
の
は
仮
想

敵
国
と
い
う
の
が
あ
る
。
今
、
ど
こ
が
対

象
に
な
る
か
と
い
う
と
、
だ
れ
し
も
が
中

国
だ
と
言
う
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
は
中
国

と
の
間
で
平
和
友
好
条
約
を
結
ん
で
い
る

ん
で
す
。
平
和
友
好
条
約
を
片
方
で
結
ん

で
お
っ
て
、
同
時
に
仮
想
敵
国
と
す
る
軍

事
同
盟
が
あ
る
。
そ
ん
な
の
が
世
の
中
に

あ
る
か
」（
毎
日
新
聞
98
年
１
月
１
日
付
の

対
談
）。
い
っ
た
ん
は
日
米
安
保
条
約
を

廃
棄
し
て
、
日
中
間
の
よ
う
な
平
和
友
好

条
約
に
し
た
ら
ど
う
か
、
と
ま
で
踏
み
込

ん
で
提
言
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
保
守
政
権
の
要
路
に
い
た
人
が
そ
こ

ま
で
言
う
の
か
、
と
驚
い
た
記
憶
が
あ

る
。
占
領
軍
統
治
以
来
の
嫌
米
親
中
派

だ
っ
た
人
ゆ
え
の
発
言
で
も
あ
る
。
だ

が
要
は
、
日
本
政
治
の
行
き
過
ぎ
た
対

米
依
存
外
交
へ
の
警
鐘
で
あ
っ
た
。

　
経
済
で
も
安
全
保
障
で
も
治
安
で
も

バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
た
行
き
過
ぎ
を
警
戒

す
る
人
で
あ
っ
た
。「
日
本
人
は
横
並

び
で
同
じ
方
向
に
走
り
出
す
習
性
が
あ

る
。
歯
止
め
が
利
か
な
い
。
戦
争
も
バ

ブ
ル
も
そ
う
だ
」と
言
っ
て
い
た
。

　
そ
ん
な
人
の
目
か
ら
み
て
今
の
安
倍

晋
三
政
権
は
ど
う
見
え
る
の
か
。
会
え

る
も
の
な
ら
三
途
の
川
を
渡
っ
て
で
も

聞
い
て
み
た
い
、
と
思
う
昨
今
だ
。
多

分
、
異
次
元
緩
和
に
よ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
も
自
衛
隊
の
海
外
派
遣
の
拡
大
も
後

藤
田
流
解
釈
で
は
行
き
過
ぎ
の
最
た
る

も
の
で
は
な
い
か
。
あ
の
い
か
め
し
い

顔
が
浮
か
ん
で
く
る
。「
話
に
な
ら
ん
な
。

バ
ラ
ン
ス
が
悪
す
ぎ
る
」。
一
転
ニ
ヤ

リ
。「
君
ら
マ
ス
コ
ミ
の
責
任
は
重
い

ぞ
」と
も
言
わ
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

（
く
ら
し
げ
・
あ
つ
ろ
う

　
論
説
室
専
門
編
集

委
員
）次

号
は
金
平
茂
紀
さ
ん（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ

レ
ビ
）に
バ
ト
ン
が
渡
り
ま
す
。

　「
私
が
会
っ
た
あ
の
人
」と
い
う
よ

り
、「
私
が
会
い
た
い
こ
の
人
」の
こ

と
を
書
か
せ
て
も
ら
い
た
い
。

　
10
年
前
に
亡
く
な
っ
た
後
藤
田
正
晴

さ
ん
の
こ
と
で
あ
る
。
名
官
房
長
官
で

あ
っ
た
。
カ
ミ
ソ
リ
後
藤
田
と
も
言
わ

れ
、
霞
が
関
や
永
田
町
に
に
ら
み
を
利

か
せ
て
い
た
。
選
挙
制
度
改
革
の
強
力

な
推
進
者
で
も
あ
っ
た
。
老
い
て
は
政

界
ご
意
見
番
と
し
て
名
を
残
し
た
。

　
い
ろ
ん
な
側
面
を
も
た
れ
た
方
で
あ

っ
た
が
、
私
が
最
も
懐
か
し
く
、
か
つ

大
切
に
思
う
の
は
、
政
治
家
と
し
て
の

そ
の
優
れ
た
バ
ラ
ン
ス
感
覚
だ
っ
た
。

　
番
記
者
と
し
て
思
い
起
こ
す
こ
と
が

２
つ
あ
る
。

　
１
つ
は
、
１
９
８
０
年
代
後
半
の
バ

ブ
ル
経
済
華
や
か
な
り
し
頃
の
こ
と

だ
。
日
本
経
済
は
１
億
総
金
満
家
と
で

も
い
う
べ
き
時
代
に
突
入
、
地
価
は
東

京
23
区
の
地
価
総
額
で
米
国
全
体
を
買

収
で
き
る
値
ま
で
上
が
り
、
日
経
平
均

官房長官退任の日に番記者だった筆者と
握手する後藤田さん（右・1987年11月／筆者提供）
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ちの・けいこ
1967年産経新聞入社　マニラ特
派員　ニューヨーク　シンガポ
ール各支局長　外信部長　編集
委員　取締役論説委員長　特別
記者などを務め　2012年退社
著書に『女性記者―論説委員室
の片隅で』『インドネシア9・30クー
デターの謎を解く：スカルノ、ス
ハルト、ＣＩＡ、毛沢東の影』『なぜ
独裁はなくならないのか―世界の
動きと独裁者インタビュー』など

「
あ
の
子
に
は
神
さ
ん
が
つ
い
と
る
」

　
日
系
大
統
領
の
母
　
藤
森
ム
ツ
エ
さ
ん
の
こ
と

�

千
野

　境
子

書いた話　書かなかった 話

　
貧
乏
性
な
の
か
、
取
材
し
た
こ
と
は
せ

っ
せ
と
字
に
し
て
き
た
の
で
、
書
か
な
か

っ
た
話
は
少
な
い
。
少
し
出
し
惜
し
み
し

て
お
け
ば
良
か
っ
た
と
後
悔
す
る
私
の
前

に
現
れ
た
救
い
の
神
、
そ
れ
は
ペ
ル
ー
初

の
日
系
大
統
領
ア
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ジ
モ
リ

氏（
在
任
１
９
９
０
年
～
２
０
０
０
年
）

の
母
堂
、
藤
森
ム
ツ
エ
さ
ん
で
あ
る
。

　
私
の
ペ
ル
ー
取
材
は
、
今
は
第
二
の
祖

国
ペ
ル
ー
の
地
に
眠
る
ム
ツ
エ
さ
ん
に
多

く
を
負
っ
て
い
る
。
往
時
を
想
い
、
遅
す

ぎ
た
お
礼
と
と
も
に
書
い
た
話
も
書
か
な

か
っ
た
話
も
、
み
な
綴
る
こ
と
に
す
る
。

◆
ス
ペ
イ
ン
語
混
ざ
る
熊
本
弁

　
ム
ツ
エ
さ
ん
と
の
出
会
い
は
、
１
９
９

０
年
６
月
の
こ
と
。
同
月
10
日
、
フ
ジ
モ

リ
氏
が
大
統
領
選
の
決
選
投
票
に
勝
利

し
、
以
後
首
都
リ
マ
に
は
日
本
の
マ
ス
コ

ミ
各
社
が
一
朝
事
あ
る
ご
と
に
集
結
し

た
。
産
経
は
中
南
米
に
支
局
を
置
い
て
い

な
い
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
の
私

に
お
鉢
が
回
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
最
初
、
ム
ツ
エ
さ
ん
は
少
々
と
っ
つ
き

に
く
か
っ
た
。
取
材
攻
め
に
ウ
ン
ザ
リ
し

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
故
郷
の
熊
本

弁
に
時
折
混
ざ
る
ス
ペ
イ
ン
語
に
も
、
分

か
ら
な
い
私
は
戸
惑
っ
た
。

―
―
選
挙
は
相
談
さ
れ
ま
し
た
か
。

ム
ツ
エ「
し
ま
し
た
よ
。
私
は
頭
か
ら
反

対
、
反
対
し
て
き
ま
し
た
け
ど
の
う
。
そ

れ
で
も
そ
の
、
あ
の
何
が
…
ア
デ
ィ
ビ
ナ

ン
サ
が
お
る
の
」

―
―
ア
デ
ィ
ビ
ナ
ン
サ
が
。

ム
ツ
エ「
そ
う
、
ア
デ
ィ
ビ
ナ
ン
サ
が
。

あ
の
人
が
の
う
、
ア
ル
ベ
ル
ト
は
十
年
し

た
ら
大
統
領
に
な
る
と
、
十
年
前
に
そ
う

言
っ
て
ら
し
た
そ
う
な
」

　
そ
う
か
、
ア
デ
ィ
ビ
ナ
ン
サ
は
占
い
師

で
大
統
領
就
任
を
予
言
し
て
い
た
ん
だ
と

勝
手
に
解
釈
し
、
私
は
聞
き
役
に
終
始
し

た
。
話
が
面
白
い
上
に
語
り
口
に
何
と
も

言
え
な
い
味
が
あ
り
、
話
の
腰
を
折
ら
な

い
方
が
よ
い
と
思
っ
た
か
ら
だ
。

　
結
果
的
に
そ
れ
が
良
か
っ
た
。
ム
ツ
エ

さ
ん
は
ど
ん
ど
ん
ノ
ッ
て
き
て
、
フ
ジ
モ

リ
氏
が
２
歳
半
の
時
に
ジ
フ
テ
リ
ア
で
命

拾
い
し
た
こ
と
、
だ
か
ら
あ
の
子
に
は
神

さ
ん
が
つ
い
と
る
と
言
い
、「
あ
な
た
に

ば
っ
か
り
よ
、
こ
ん
な
し
て
話
す
の
は
。

ジ
フ
テ
リ
ア
の
話
は
誰
に
も
話
さ
ん
つ
も

り
だ
っ
た
の
。
今
度
、
ア
ル
ベ
ル
ト
の
こ

と
を
書
こ
う
と
思
っ
と
っ
た
か
ら
」と
打

ち
明
け
る
と
、
ニ
コ
ッ
と
笑
っ
た
。

◆
官
邸
で
見
た
フ
ジ
モ
リ
夫
妻
の
素
顔

　
１
９
３
４
年
、
新
郎
の
藤
森
直
一
氏
と

ペ
ル
ー
に
渡
っ
た
21
歳
の
ム
ツ
エ
さ
ん
は

病
弱
な
夫
の
分
ま
で
働
き
、激
動
の
戦
前
・

戦
後
を
生
き
抜
き
、
３
男
２
女
を
育
て
上

げ
た
。
そ
ん
な
半
生
に
つ
い
て
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
は「
話
の
肖
像
画
・
息
子
が
大
統

領
に
な
る
」と
題
し
て
、
勝
利
の
余
韻
が

ま
だ
残
る
90
年
６
月
21
日
か
ら
８
回
に
わ

た
り
産
経
新
聞
夕
刊
に
連
載
さ
れ
た
。

　
７
月
28
日
の
大
統
領
就
任
式
に
出
席
す

る
日
本
関
係
者
に
は「
ム
ツ
エ
さ
ん
に
会

い
た
い
」と
の
希
望
が
相
次
い
だ
と
い

う
。
母
子
と
も
に
時
の
人
と
な
っ
た
。

　
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
や
左
翼
ゲ
リ
ラ
が

跋
扈
す
る
危
機
の
中
、
船
出
し
た
フ
ジ
モ

リ
政
権
に
対
す
る
日
本
の
関
心
は
高
く
、

マ
ス
コ
ミ
・
フ
ィ
ー
バ
ー
は
続
い
た
。
フ

ジ
モ
リ
政
権
の
動
向
だ
け
で
な
く
ム
ツ
エ

さ
ん
の
一
代
記
を
連
載
せ
よ
、
と
の
さ
ら

な
る
注
文
も
東
京
か
ら
来
た
。

　
移
民
船
が
着
い
た
カ
ヤ
オ
港
、
ム
ツ
エ

さ
ん
が
初
め
て
所
帯
を
持
っ
た
リ
マ
北
方

２
０
０
㌔
の
ワ
チ
ョ
、
日
本
人
移
住
史
料

館
、
一
家
が
暮
ら
し
た
下
町
界
隈
…
ム
ツ
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エ
さ
ん
や
日
系
移
民
の
足
跡
を
求
め
て
カ

メ
ラ
マ
ン
と
各
地
を
訪
ね
歩
い
た
。

　
お
愛
想
な
ど
一
切
言
わ
な
い
ム
ツ
エ
さ

ん
だ
が
、「
あ
の
人
に
会
い
な
さ
い
」「
あ
そ

こ
へ
行
け
ば
」な
ど
ア
ド
バ
イ
ス
の
ほ
か

に
、
フ
ジ
モ
リ
氏
が
国
立
農
業
大
学
学
長

就
任
前
に
入
手
し
た
広
大
な
耕
地
へ
は
四

輪
駆
動
で
自
ら
案
内
し
て
く
れ
た
。
故
郷

に
倣
っ
て
ム
ツ
エ
さ
ん
の
植
え
た
み
か
ん

の
木
が
見
渡
す
限
り
広
が
り
、
フ
ジ
モ
リ

氏
と
一
緒
に
過
ご
す
日
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
よ
う
に
み
え
た
。
そ
の
後
の
運
命
の

激
変
は
ど
れ
ほ
ど
無
念
だ
っ
た
こ
と
か
。

　
ま
た
大
統
領
就
任
１
年
を
目
前
に
し
た

91
年
７
月
下
旬
の
あ
る
夕
方
、
急
に「
パ

ラ
シ
オ（
官
邸
）へ
行
こ
う
。
ウ
ス
テ（
あ

な
た
）も
一
緒
に
来
な
さ
い
」と
言
う
と
、

警
備
の
車
を
大
統
領
官
邸
に
向
か
わ
せ

た
。
勝
手
を
知
る
場
所
の
よ
う
に
通
り
抜

け
着
い
た
と
こ
ろ
は
食
堂
。
フ
ジ
モ
リ
夫

れ
ば
、
お
し
め
を
替
え
、
ミ
ル
ク
を
飲
ま

せ
、
風
呂
に
入
れ
…
と
子
育
て
し
た
の
は

「
ヨ
ー（
私
）と
ア
ル
ベ
ル
ト
。
ス
サ
ナ
は

し
な
か
っ
た
」。

　
一
代
記
は
91
年
７
月
２
日
か
ら
朝
刊
生

活
面
に
１
１
０
回
連
載
さ
れ
た（『
ペ
ル

ー
遥
か
な
道
』で
中
公
文
庫
に
所
収
）。

　
こ
の
間
、
日
本
人
農
業
専
門
家
３
人
が

左
翼
ゲ
リ
ラ
の
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
に

殺
害
さ
れ
る
な
ど
事
件
は
多
く
、
ま
た
任

地
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
湾
岸
戦
争
な
ど
国

連
の
取
材
に
忙
し
か
っ
た
が
、
ペ
ル
ー
出

張
で
ム
ツ
エ
さ
ん
や
日
系
の
方
々
に
会
う

の
は
、
心
和
む
ひ
と
時
だ
っ
た
。

◆
突
然
の
辞
任
　
真
相
は
謎
の
ま
ま

　
し
か
し
ム
ツ
エ
さ
ん
に
と
っ
て
緊
張
の

中
に
も
充
実
し
た
幸
せ
な
日
々
は
、
フ
ジ

モ
リ
氏
が
再
選
を
果
た
し
た
95
年
頃
が
ピ

ー
ク
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
圧
勝
し
な
が
ら
フ
ジ
モ
リ
政
権
は
な
ぜ

苦
境
に
陥
っ
て
い
っ
た
の
か
。
１
期
目
の

テ
ロ
制
圧
の
よ
う
な
具
体
的
成
果
を
出
す

に
は
、
ペ
ル
ー
の
制
度
的
不
備
や
構
造
的

欠
陥
は
あ
ま
り
に
大
き
く
、
そ
こ
に
ま
で

メ
ス
が
入
ら
な
い
限
り
、
フ
ジ
モ
リ
氏
の

強
権
を
も
っ
て
し
て
も
、
状
況
は
手
詰
ま

り
に
な
る
ほ
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
96
年
12
月
18
日
。
確
か
夕
刻
だ
っ
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
支
局
の
テ
レ
ビ
か
ら
流
れ

た
画
像
に
私
は
息
を
の
ん
だ
。

　
ト
ゥ
パ
ク
・
ア
マ
ル
革
命
運
動
に
よ
る

ペ
ル
ー
日
本
大
使
公
邸
占
拠
事
件
で
、
解

放
さ
れ
、
治
安
部
隊
に
付
き
添
わ
れ
現
れ

た
人
質
は
ム
ツ
エ
さ
ん
で
は
な
い
か
。
テ

レ
ビ
も
映
像
を
転
載
し
た
日
本
の
新
聞

も
、
ム
ツ
エ
さ
ん
と
気
づ
か
な
か
っ
た
の

か
何
の
言
及
も
な
か
っ
た
。

　
ゲ
リ
ラ
に
知
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
不
幸

中
の
幸
い
だ
っ
た
。
も
し
母
親
が
交
渉
材

料
に
使
わ
れ
た
ら
、
フ
ジ
モ
リ
氏
は
ど
う

し
た
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
ム
ツ
エ
さ
ん
は

「
こ
の
テ
ロ
の
国
で
大
統
領
に
な
る
以
上
、

ヨ
ー
は
お
前
を
死
ん
だ
と
思
う
こ
と
に
す

る
」と
就
任
の
時
に
覚
悟
し
た
。
危
機
の

国
で
母
も
子
も
背
水
の
陣
だ
っ
た
。

　
翌
年
４
月
、
特
殊
部
隊
が
突
入
し
事
件

は
解
決
し
た
。
大
胆
で
鮮
や
か
な
手
腕
。

し
か
し
政
権
の
危
機
は
さ
ら
に
深
ま
っ
て

い
っ
た
。
２
０
０
０
年
11
月
、
フ
ジ
モ
リ

氏
は
ブ
ル
ネ
イ
で
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ（
ア
ジ
ア

太
平
洋
経
済
協
力
会
議
）首
脳
会
議
の
帰

途
、
日
本
で
大
統
領
を
辞
任
、
議
会
は
罷

免
し
た
。
事
態
急
変
の
裏
に
何
が
あ
っ
た

の
か
。
真
相
は
今
も
謎
で
あ
る
。

　
フ
ジ
モ
リ
氏
は
日
本
に
長
期
滞
在
と
な

り
、
ム
ツ
エ
さ
ん
も
病
気
の
治
療
を
兼
ね

て
日
本
で
晩
年
を
過
ご
し
た
。

　
私
が
知
る
限
り
、
ム
ツ
エ
さ
ん
を
ド
ラ

マ
化
す
る
話
が
２
度
あ
っ
た
。
最
初
は
映

画
で
１
期
目
の
頃
。
２
度
目
は
２
０
０
９

年
、
ム
ツ
エ
さ
ん
が
96
歳
の
生
涯
を
閉
じ

た
後
で
、
私
の
追
悼
記
事
を
読
ん
だ
あ
る

女
優
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
突
然
、
電
話
が

あ
っ
た
。
ム
ツ
エ
さ
ん
の
生
涯
を
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
に
し
た
い
と
い
う
。
誰
も
が
知
る

そ
の
女
優
さ
ん
が
、
ム
ツ
エ
さ
ん
を
演
じ

た
ら
素
晴
ら
し
い
な
と
思
っ
た
。

　
出
来
上
が
っ
た
脚
本
は
、
リ
マ
を
訪
れ

た
若
い
女
性
記
者
が
ム
ツ
エ
さ
ん
に
会
う

場
面
か
ら
始
ま
り
、思
わ
ず
苦
笑
し
た
が
、

と
て
も
良
い
ス
ト
ー
リ
ー
だ
っ
た
。

　
日
の
目
を
見
な
か
っ
た
の
は
、
現
地
ロ

ケ
に
多
額
の
予
算
が
か
か
る
上
に
フ
ジ
モ

リ
氏
の
置
か
れ
た
政
治
状
況
も
あ
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
異
国
に
生
き
た
あ

っ
ぱ
れ
な
母
の
物
語
に
、
複
雑
で
き
っ
か

い
な
権
力
政
治
譚
は
そ
ぐ
わ
な
い
。

　
フ
ジ
モ
リ
氏
は
い
ま
も
収
監
中
だ
。
し

か
し
ム
ツ
エ
さ
ん
の
こ
と
、
息
子
を
信
じ

「
あ
れ
に
は
神
さ
ん
が
つ
い
と
る
」と
天

空
で
泰
然
と
し
て
い
る
と
思
い
た
い
。

大統領官邸前で 藤森ムツエさん（左）と
筆者（１９９１年７月／筆者提供）

妻
と
坊
や
が
い
て
、

就
任
１
年
の
ス
ピ
ー

チ
の
準
備
に
メ
モ
を

走
ら
せ
る
ス
サ
ナ
夫

人
の
横
で
、
フ
ジ
モ

リ
氏
が
器
用
に
リ
ン

ゴ
の
皮
を
む
い
て
い

た
。
あ
ら
、
や
っ
ぱ

り
２
人
は
逆
だ
わ
ネ

と
思
っ
た
。

　
ム
ツ
エ
さ
ん
に
よ



No.545　2015.7.10　日本記者クラブ会報⃝ 26

■
政ま

つ
り
ご
との
言
葉
か
ら
読
み
解
く
戦
後
70
年

宇
治

　
敏
彦

（
中
日
新
聞
社
）

■
Ｃ
Ｄ
　
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

　
心
を
な
ご
ま
せ
る
感
じ
の
よ
い
英
会
話

（English�To�Soothe�The�M
ind

）

原
島

　
一
男

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
身
）

■
銀
幕
の
ハ
ー
ス
ト
リ
ー

　
～
映
画
に
生
き
た
女
た
ち
～松

本
侑
壬
子

（
共
同
通
信
出
身
）

■
韓
国
知
識
人
と
の
対
話
Ⅰ

　
日
韓
の
未
来
を
つ
く
る

若
宮

　
啓
文

（
朝
日
新
聞
出
身
）

明
日
の
日
本
を
読
む

　「
い
ま
書
か
な
い

と
マ
ス
コ
ミ
人
と
し
て
一
生
後
悔
す
る
に

違
い
な
い
」。
そ
ん
な
思
い
で
本
書
の
終
章

で
は「『
戦
後
』を
終
わ
ら
せ
て
は
な
ら
な

い
」な
ど
戦
後
１
０
０
年（
２
０
４
５
年
）

に
向
け
て
５
つ
の
提
言
を
し
ま
し
た
。「
一

億
総
懺
悔
」「
曲
学
阿
世
」「
政
界
一
寸
先
は

闇
」な
ど
戦
後
70
年
に
わ
た
る
１
０
０
以

上
の
流
行
語
を
解
説
し
な
が
ら
、
そ
の
背

後
の
政
治
状
況
を
分
析
し
ま
し
た
。
発
言

者
の
意
図
と
違
っ
て
言
葉
だ
け
が
独
り
歩

き
し
た
例
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
言

葉
を
読
み
解
く
こ
と
で
明
日
の
日
本
が
見

え
る
気
が
し
ま
す
。「
平
和
の
屈
折
点
」

に
あ
る
戦
後
70

年
の
意
味
を
一

緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

標
準
か
つ
上
品
な
英
語
を

　「
絵
に
な
る

じ
ゃ
な
い
」（A

ren’t�you�a�picture?

）、

誕
生
１
２
０
年
ひ
と
味
違
う
映
画
史

�

ハ
ー
ス
ト
リ
ー
は「her�story

」。
映
画

で
描
か
れ
る
女
性
像
は
、
女
性
側
か
ら
す

る
と
現
実
に
は
あ
り
え
な
い
夢
の
女
や
理

想
の
女
が
多
い
。
悪
女
で
す
ら
、
男
を
破

滅
さ
せ
る
ほ
ど
の
魅
力
の
持
ち
主
だ
。
そ

れ
は
長
ら
く
映
画
を
作
る
の
は
主
に
男
性

監
督
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
―
。
ち
ょ

新
し
い
風
を
感
じ
た
18
人
の
声

　
自
衛
隊

が
竹
島
を
奪
い
に
く
る
と
予
測
す
る
人
気

作
家
。
慰
安
婦
問
題
の
意
欲
作
で
告
訴
さ

れ
た
文
学
者
。
50
年
前
の
日
韓
交
渉
を

生
々
し
く
語
る
生
き
証
人
。
伝
説
の
金
大

中
ス
ピ
ー
チ
を
書
い
た
教
授
。
日
本
人
コ

ー
チ
を
招
い
た
サ
ッ
カ
ー
代
表
チ
ー
ム
監

督
。
韓
流
ブ
ー
ム
の
前
史
を
作
っ
た「
歌

王
」。
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
と
船
旅
を
共
催
す

る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
事
務
総
長
。
セ
ウ
ォ
ル
号
事
件

で
韓
国
を
問
う
社
会
学
者
。
日
本
の
拡
大

志
向
を
憂
う
る『
縮
み
志
向
の
日
本
』著

者
…
。
彼
ら
18
人
と
の
対
話
は
発
見
の
連

続
で
し
た
。

う
ど
今
年
は
映
画
誕
生
１
２
０
年
。
こ
こ

ら
で
草
創
期
以
来
の
古
今
東
西
の
映
画
に

お
け
る
女
性
の
存
在
に
光
を
当
て
、作
品
、

人
物
、
出
来
事
な
ど
を
、
従
来
の
映
画
史

（his�story

）と
ひ
と
味
違
う
視
点
か
ら
見

て
み
よ
う
と
い
う
読
み
物
で
す
。
巻
末
に

お
勧
め
映
画
３

０
７
本
の
リ
ス

ト
付
き
。

新評論
３０２４円

マ
イ
B
O
O
K�

マ
イ
P
R

会員の著書／会議報 告

「
お
手
柔
ら
か
に
」（Go�easy�on�m

e.

）、「
お

み
そ
れ
し
ま
し
た
」（I�didn’t�recognize�

you.

）
　
こ
う
し
た
言
葉
を
か
け
る
だ
け
で
、
相

手
は
あ
な
た
に
好
印
象
を
持
つ
こ
と
で
し

ょ
う
。
そ
ん
な
フ
レ
ー
ズ
を
１
０
０
ば
か

り
集
め
て
み
ま
し
た
。
フ
レ
ー
ズ
は
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
並
べ
て
あ
り
、
長
く
て

も
７
語
程
度
。
で
す
か
ら
、
暗
記
し
や
す

い
う
え
、Ｆ
，Ｌ
，Ｖ
な
ど
、日
本
人
に
と
っ

て
発
音
し
に
く
い
単
語
は
省
き
ま
し
た
。

　
ど
れ
も
こ
れ
も
標
準
的
で
上
品
な
フ
レ

ー
ズ
ば
か
り
で
す
。
身
に
つ
け
て
お
け
ば

世
界
中
で
使
え
、
き
っ
と
、
あ
な
た
の
英

語
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
う
い
う
気
持

ち
で
書
き
ま
し

た
。

ベレ出版
１７２８円

パド・ウィメンズ・オフィス
２７００円

慶應義塾大学出版会
２７００円

■
会
議
報
告

⃝

第
３
６
４
回
会
報
委
員
会

（
６
・
11

　
小
会
議
室
）

　
６
月
号
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
後
、

７
月
号
の
編
集
と
８
月
号
掲
載
の「
戦
後

70
年
特
集
」に
つ
い
て
協
議
し
た
。

出
席

　
飯
塚
委
員
長
、
稲
沢
、
高
橋
、
鈴

木
、
渡
辺
、
向
山
、
大
寺
、
長
﨑
、
藤
井

の
各
委
員
。

⃝

第
４
５
４
回
会
員
資
格
委
員
会

（
６
・
17

　
小
会
議
室
）

　
７
月
１
日
付
入
会
を
審
議
し
、
理
事
会

に
答
申
し
た
。

出
席

　
小
田
委
員
長
、
花
谷
、
齋
藤
、
新

堀
、
小
池
、
畑
山
、
青
木
の
各
委
員
。

⃝

第
４
５
３
回
企
画
委
員
会

（
６
・
25

　
会
見
場
）

　
今
後
の
ゲ
ス
ト
候
補
や
研
究
会
テ
ー
マ

に
つ
い
て
協
議
し
た
。
６
月
上
旬
に
行
っ

た
第
18
回
記
者
研
修
会（
８
～
９
日
）と

沖
縄
取
材
団（
９
～
13
日
）に
つ
い
て
担

当
委
員
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

出
席

　
西
村
委
員
長
、
星
、
安
井
、
杉
山
、

脇
、
宮
田
、
榊
原
、
杉
田
、
川
上
、
軽
部
、

加
藤
、
山
本
、
瀬
口
、
原
田
、
宇
留
間
、

島
田
、
川
戸
、
杉
尾
、
川
村
、
三
反
園
、

和
田
、
堀
、
梶
本
の
各
委
員
。
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委 員会名簿

総
務
委
員
会

◎
原
田

　
亮
介

　
日
本
経
済
新
聞
社
専
務
執
行

役
員

　
西
村

　
陽
一

　
朝
日
新
聞
社
常
務
取
締
役
編

集
担
当

　
小
田

　
　
尚

　
読
売
新
聞
社
専
務
取
締
役
論

説
担
当

　
飯
塚

　
浩
彦

　
産
経
新
聞
社
専
務
取
締
役
総

括

　
深
田

　
　
実

　
中
日
新
聞
社
名
古
屋
本
社
論

説
室
論
説
主
幹

　
西
野

　
智
彦

　
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
報
道
局
長

　
袴
田

　
直
希

　
日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
報
道
局

長
兼
解
説
委
員
長
兼
報
道
審

査
委
員
長

　
篠
塚

　
　
浩

　
テ
レ
ビ
朝
日
取
締
役
報
道
局

長

　
西
渕

　
憲
司

　
フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
執
行
役

員
報
道
局
長
兼
解
説
委
員
長

　
川
嶋

　
　
明

　
日
本
新
聞
協
会
専
務
理
事

　
木
村

　
信
哉

　
日
本
民
間
放
送
連
盟
専
務
理

事

　
伊
藤

　
芳
明

　
理
事
長

　
毎
日
新
聞
社
専
務

取
締
役
主
筆

　
水
谷

　
　
亨

　
副
理
事
長

　
共
同
通
信
社
常

務
理
事

　
板
野

　
裕
爾

　
副
理
事
長

　
日
本
放
送
協
会

専
務
理
事
・
放
送
総
局
長

　
中
井

　
良
則

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
専
務
理
事

会
員
資
格
委
員
会

◎
小
田

　
　
尚

　
読
売
新
聞
社

　
菊
池

　
　
功

　
朝
日
新
聞
社
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ

ジ
ャ
ー
補
佐

　
花
谷

　
寿
人

　
毎
日
新
聞
社
論
説
委
員

　
齋
藤

　
孝
光

　
読
売
新
聞
社
編
集
局
次
長

　
越
中

　
秀
史

　
日
本
経
済
新
聞
社
東
京
本
社

編
集
局
次
長

　
新
堀

　
浩
朗

　
共
同
通
信
社
編
集
局
次
長

　
小
池

　
英
夫

　
日
本
放
送
協
会
報
道
局
編
集

主
幹
・
取
材
セ
ン
タ
ー
長

　
播
摩

　
卓
士

　
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
報
道
局
編
集

主
幹

　
畑
山

　
　
篤

　
日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
報
道
局

次
長
兼
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ニ
ュ

ー
ス
部
長

　
山
本

　
　
周

　
フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
報
道
局

解
説
副
委
員
長

　
國
府

　
一
郎

　
日
本
新
聞
協
会
事
務
局
長

　
青
木

　
隆
典

　
日
本
民
間
放
送
連
盟
常
務
理

事

企
画
委
員
会

◎
西
村

　
陽
一

　
朝
日
新
聞
社

　
星

　
　
　
浩

　
朝
日
新
聞
社
特
別
編
集
委
員

　
安
井

　
孝
之

　
朝
日
新
聞
社
編
集
委
員

　
服
部

　
　
尚

　
朝
日
新
聞
社
大
阪
本
社
編
集

委
員

　
倉
重

　
篤
郎

　
毎
日
新
聞
社
論
説
室
専
門
編

集
委
員

　
坂
東

　
賢
治

　
毎
日
新
聞
社
論
説
室
専
門
編

集
委
員

　
福
本

　
容
子

　
毎
日
新
聞
社
論
説
委
員

　
橋
本

　
五
郎

　
読
売
新
聞
社
特
別
編
集
委
員

　
杉
山

　
祐
之

　
読
売
新
聞
社
編
集
委
員

　
脇

　
　
祐
三

　
日
本
経
済
新
聞
社
コ
ラ
ム
ニ

ス
ト

　
実

　
　
哲
也

　
日
本
経
済
新
聞
社
論
説
副
委

員
長

　
水
野

　
裕
司

　
日
本
経
済
新
聞
社
論
説
副
委

員
長

　
別
府

　
育
郎

　
産
経
新
聞
社
論
説
副
委
員
長

　
宮
田

　
一
雄

　
産
経
新
聞
社
特
別
記
者

　
榊
原

　
　
智

　
産
経
新
聞
社
論
説
委
員

　
杉
田

　
弘
毅

　
共
同
通
信
社
編
集
委
員
室
長

　
川
上

　
高
志

　
共
同
通
信
社
論
説
副
委
員
長

　
軽
部

　
謙
介

　
時
事
通
信
社
解
説
委
員
長

　
加
藤

　
利
器

　
北
海
道
新
聞
社
東
京
編
集
局

長

　
山
本

　
勇
二

　
中
日
新
聞
社
東
京
本
社
論
説

委
員

　
瀬
口

　
晴
義

　
中
日
新
聞
社
東
京
本
社
編
集

局
社
会
部
長

　
原
田

　
正
隆

　
西
日
本
新
聞
社
東
京
支
社
次

長
・
編
集
長

　
宇
留
間
和
基

　
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
社
常
務

取
締
役
編
集
担
当

　
島
田

　
敏
男

　
日
本
放
送
協
会
解
説
委
員
室

解
説
副
委
員
長

　
竹
田

　
　
忠

　
日
本
放
送
協
会
解
説
委
員
室

解
説
委
員

　
山
﨑

　
　
登

　
日
本
放
送
協
会
解
説
委
員
室

解
説
主
幹

　
川
戸

　
惠
子

　
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
シ
ニ
ア
コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー

　
杉
尾

　
秀
哉

　
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
報
道
局
解
説

室
長

　
小
栗

　
　
泉

　
日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
報
道
局

政
治
部
担
当
副
部
長

　
川
村

　
晃
司

　
テ
レ
ビ
朝
日
報
道
局
報
道
企

画
部
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

　
三
反
園

　
訓

　
テ
レ
ビ
朝
日
報
道
局
報
道
企

画
部
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

　
和
田

　
　
圭

　
フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
報
道
局

政
治
部
編
集
委
員

　
堀

　
　
靖
彦

　
テ
レ
ビ
東
京
報
道
局
次
長
兼

報
道
番
組
セ
ン
タ
ー
長
兼
解

説
委
員

　
梶
本

　
　
章

　（
朝
日
新
聞
出
身
）

　
橋
場

　
義
之

　（
毎
日
新
聞
出
身
）

会
報
委
員
会

◎
飯
塚

　
浩
彦

　
産
経
新
聞
社

　
稲
沢

　
裕
子

　
読
売
新
聞
社
調
査
研
究
本
部

主
任
研
究
員

　
高
橋

　
　
茂

　
共
同
通
信
社
地
域
報
道
部
長

　
鈴
木

　
　
仁

　
福
島
民
報
社
東
京
支
社
編
集

主
任

　
渡
辺

　
大
祐

　
大
分
合
同
新
聞
社
東
京
支
社

編
集
部
長

　
向
山

　
明
生

　
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
報
道
局
編
集

担
当
局
次
長

　
佐
塚

　
正
樹

　
日
本
新
聞
協
会
事
務
局
次
長

兼
経
営
業
務
部
長
兼
編
集
制

作
部
長

　
大
寺

　
廣
幸

　
日
本
民
間
放
送
連
盟
常
勤
顧

問

　
長
﨑

　
和
夫

　（
毎
日
新
聞
出
身
）

　
藤
澤

　
秀
敏

　（
日
本
放
送
協
会
出
身
）

　
藤
井

　
良
広

　（
日
本
経
済
新
聞
出
身
）

施
設
運
営
委
員
会

◎
西
渕

　
憲
司

　
フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

　
野
村

　
隆
宏

　
毎
日
新
聞
社
編
集
編
成
局
次

長

　
竹
内

　
　
敏

　
日
本
経
済
新
聞
社
総
務
局
総

務

　
須
賀

　
仁
嗣

　
高
知
新
聞
社
東
京
支
社
長

　
須
田

　
俊
明

　
日
本
放
送
協
会
報
道
局
専
任

局
長

　
林

　
健
一
郎

　
テ
レ
ビ
朝
日
報
道
局
報
道
業

務
部
長

　
吉
澤

　
正
一

　
日
本
新
聞
協
会
事
務
局
次
長

兼
総
務
部
長
兼
出
版
広
報
部

長

　
富
田

　
　
恵

　
日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
常
勤

監
査
役

　
羽
原

　
清
雅

　（
朝
日
新
聞
出
身
）

第
22
期
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
委
員（
２
０
１
５
～
２
０
１
６
年
度
）� （
◎
印
委
員
長

　
役
職
は
7
月
1
日
現
在
）
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新しいOB会員

　少し早目にセカンド・ライフのスタ
ートを切りました。記者としての気持
ちを忘れずに、これからも日々の研さ
んを積み重ねていきたいと思います。

笹
ささ

島
じま

　雅
まさ

彦
ひこ

1980年読売新聞入社。政治部、北京
特派員、調査研究本部主任研究員
など。現在、跡見学園女子大学教授。

　平均寿命80歳余りの時代。日本が生
まれ変わろうとしている時、クラブ入
会で“70の手習い”を始めるつもりです。

佐
さ

田
た

　正
まさ

樹
き

1966年朝日新聞入社。政治部、ラ
ジオテレビ本部など。現在、Chan
nel J代表取締役。

母子がサインに込めたメッセージ
アキノ・フィリピン大統領会見

池谷薫監督２作品の上映会
　「信念をもった個人に惹かれる」と上映前にあ
いさつした池谷薫監督の映画「先祖になる」

（2012年）と「ルンタ」（15年）の上映会が行われ
た。両作品ともまさに監督が魅了されたに違い
ない「頑固おやじ」が登場する。
　前者は、陸前高田市で暮らす農林業の佐藤直
志さん。東日本大震災で後継者の長男を失った。
被災した自宅を、自分の伐った木で再建する姿
が描かれる。
　後者は、インド北部のダラムサラに住む広島
県呉市出身の建築家・中原一博さん。チベット
仏教建築に魅せられ家族とともに移住。30年に
わたりチベット人の支援活動を続けている。ル
ンタとはチベット語で“風の馬”を意味するそう
だ。
　２人の生活に密着した作品から「こんな人が
いることを知ってほしい」との監督の思いが伝
わってきた。� （事務局　石川洋）

【6.13（土）出席　34人／ 10階ホール】

※コラソン・アキノ大統領の会見をクラブ・ウェブサイト
の｢音声アーカイブ｣で聞くことができます。会見スピー
チなど特集記事も会報1986年12月号で読めます。

●成田知巳　社会党委員長（1971.12.11）
●春日一幸　民社党委員長（1971.12.20）�
●太田薫　合化労連委員長（1975.10.7）
●カーター　アメリカ前大統領（1981.9.7）
●後藤田正晴　官房長官（1987.9.21）
＊「音声アーカイブ」へは、クラブウェブサイトか

らアクセスできます。

■音声アーカイブ（日付は会見日）重要会見の音声録音

http://www.jnpc.or.jp/

■会見詳録　会見の全文文字記録版
●対談「戦後70年を語る」
　「なぜ、どういう気持ちで、我々は２つの談

話を出したのか？」村山富市元首相、河野洋
平元官房長官（2015.6.9）
●研究会「ドイツの戦後和解」③歴史教育の視点

から　川喜田敦子・中央大学教授（2015.4.24）
●研究会「ドイツの戦後和解」②イスラエル・ユ

ダヤ人社会との和解　武井彩佳・学習院女子
大学准教授（2015.4.22）

HP更新情報

情報発信
■花井尊さんを偲ぶ会
　東京写真記者協会の前事務局長で朝日新聞写
真部長だった花井尊さん（昨年11月、66歳で死
去）を偲ぶ会に200人が集まり、故人の思い出話
を語り合った。（6.13　10階ホール）
■日光市観光情報発信センター開設 記者会見
　同センターはプレスセンタービル8階の下野
新聞東京支社内に開設された。自治体単独によ
る観光情報の発信基地設置は栃木県では初め
て。2020年東京オリンピックを前に、「世界の
日光」を国内外にアピールすることを目的とし
ている。（6.24　会見場）
■日本エッセイスト・クラブ総会／エッセイス
ト・クラブ賞贈呈式
　第63回同賞の贈呈式とパーティーが開かれ
た。受賞作は静岡文化芸術大学教授（日本近世・
近代史）の磯田道史さん（44）の『天災から日本史
を読みなおす』（中央公論新社）。（6.29　会見場）
■放送人政治懇話会
　テレビ・ラジオ局の現役・OB記者らの勉強会。
6月は平井たくや自民党衆院議員（6.3）、小野次
郎維新の党幹事長代理（6.10）、保岡興治衆院憲
法審査会会長（6.17）、蓮舫民主党代表代行（6.24）
を招いた。

　国賓として来日したフィリピンのベニグノ・アキ
ノ大統領が6月5日、クラブで記者会見した。クラ
ブゲスト欄（19㌻）の報告をどうぞ。
　母のコラソン・アキノ大統領も国賓として来日し
1986年11月13日、クラブで会見した。母の来日に同行
した息子は29年後の再訪となった。母子が国賓の大
統領としてクラブで会見したのは初めてだ。
　ベニグノ・アキノ大統領は控室でゲストブックに
母が残したサインとひとことを見て、少し考えてか
らペンを走らせた。座右の銘ですか、と聞くと「と
っさに思いついたことばだ」と言う。
　それぞれ、決して政治家の大言壮語ではない。父

（夫）を暗殺で失い、反独裁を闘い、クーデターで危
機にさらされる。人生の苦しみも誇りも込めたメッ
セージを母子が残してくれた。� （中井良則）

コラソン・アキノ大統領
In�pain�and�sorrow
I�have�never�been�alone
Many�thanks,�dear�Lord．

ベニグノ・アキノ大統領
The�difficulties�of�Life
evaporate�amidst�the�support�of�
true,�loyal�and�dependable�
friends.
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⃝和食レストラン（9階）   ☎3503‒2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503‒2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503‒2724
⃝受　　付   ☎3503‒2721

⃝会員事務   ☎3503‒2727
⃝経　　理   ☎3503‒2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503‒2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

委員長＝飯塚　浩彦
委　員＝稲沢　裕子　大寺　廣幸　佐塚　正樹 

鈴木　　仁　高橋　　茂　長﨑　和夫 
藤井　良広　藤澤　秀敏　向山　明生 
渡辺　大祐

（事務局：長谷川和子　村田　茜）

☎03‒3503‒2752　FAX 03‒3503‒7271

会報委員会

会員現況 ⃝法人会員：136社　⃝基本会員：746人　⃝個人会員：1,360人　
⃝法人・個人賛助会員：61社・138人　⃝特別賛助会員：96人　
⃝名誉・功労会員：12人　⃝学生会員：126人 計：197社・2,478人

クラブの電話　ダイヤルイン

山形新聞社からさくらんぼ

　山形新聞社から、毎年恒例のさくらんぼをいただ
きました。大粒の果実は甘みいっぱい。ラウンジで
会員の皆さんに召し上がっていただきました。

開室時間短縮のお知らせ

　お盆期間（8/10 ～ 15）はクラブ施設と事務局の開
室時間を午後6時までと短縮させていただきます。
9階和食レストランはランチタイムのみの営業で
す。10階のホールは天井部分の耐震工事が行われる
ため、7月27日から8月25日まで使用できませんが、
10階レストラン・アラスカは昼も夜も通常通りご利
用いただけます。ただし、土曜は休業となります。

＜法人会員代表変更＞　
▶北海道新聞社　広瀬兼三代表取締役社長（旧・村田

正敏）
▶山陰中央新報社　松尾倫男代表取締役社長（旧・山

根常正）
▶日本プレスセンター　西野文章専務取締役（旧・梅田光

男）
▶BSジャパン　小孫茂代表取締役社長（旧・永野健二）
▶広島ホームテレビ　小平治報道制作局長（旧・平井和

行）

＜訃報＞　武本敏武会員（山陽新聞常務取締役総務
局長、65歳）が6月14日、中野邦観会員（読売新聞
出身、74歳）が同23日死去されました。謹んでご冥
福をお祈りいたします。

部屋代50%引き　夏の宴会プランもどうぞ

　例年通り、8月はクラブの貸室料金が半額になり
ます。この期間限定で、割安の宴会プランも用意し
ます。洋食8品、和食（おそば）でおひとり3,240円で、
1,404円でフリードリンク（２時間）にもできます。
お問い合わせは03-3503-2724へ。

7月の行事予定（7/3現在）

14㊋ 14：00 ～ 15：00　会見場（9階）
記者会見　堺屋太一氏　手帳『安全な国　日本』発表

16㊍
15：00 ～ 16：30　会見場（9階）
シリーズ企画「戦後70年　語る・問う」㉕
今野勉・テレビ演出家・放送人の会会長

21㊋
15：00 ～ 16：30　会見場（9階）
シリーズ企画「戦後70年　語る・問う」㉖
藤原作弥会員　戦争とマネーの失敗

22㊌

12：00 ～ 13：30　10階ホール
昼食会　小林喜光・経済同友会代表幹事
14：30 ～ 16：00　10階ホール
記者会見　森喜朗・東京オリンピック･パラリンピッ
ク組織委員会会長

和食　鱧懐石（9/4まで）

　先付：豆乳豆腐　刺身：三点盛り　鍋：鱧しゃ
ぶしゃぶ、水菜、長ねぎなど　揚物：鱧天ぷら　
食事：鱧ご飯　水菓子：季節の果物　グラス冷酒
付き（4,860円）� （板長：大井由光）

洋食　シチュードビーフコース（9/5まで）

　スズキのカルパッチョ　サラダ仕立て、ヴィシ
ソワーズ、シチュードビーフ　デミグラスソース、
シャーベット、パン、コーヒー付き（3,780円）。ラ
ンチ、ディナーともにご利用いただけます。（土
曜日はランチのみ、9階レストランでの提供とな
ります）� （シェフ：黒須修一）

予約電話　和食 3503‒2723　洋食 3503-2766・2731

レストラン＊価格は全て税込です

会員社ホール　│イ│ベ│ン│ト│情│報│
浜離宮朝日ホール▶藤井一興ピアノリサイタル

「波をわたるジャポニスム」　ピアニストの藤井
一興が、ドビュッシー「前奏曲集第1集」「映像
第２集」、ラヴェル「水の戯れ」「鏡」に加え、自作
初演作品を繊細な音色で届けます。
9/16︵水︶19時（4,500円）●03︲3267︲9990
日経ホール▶小林桂（ジャズ・ヴォーカル） ザ･ベ
スト・ オブ・K 2015　日本ジャズ・ヴォーカル
大賞、ジャズ・ディスク大賞など数々の受賞歴
を残す小林桂のスペシャルナイト。スタンダード・
ジャズの名曲を中心に、名作映画のテーマ曲な
ども交えたライブをお楽しみください。
8/6︵木︶18時半（3,800円）●03︲3943︲7066
サントリーホール▶とっておきアフタヌーン
Vol. ２「歌舞伎×オーケストラ」　今年5月からス
タートした新企画。さまざまなジャンルとのコラ
ボレーションで、クラシック・コンサートの新た
な楽しみを提供しています。第２回は尾上右近
がストラヴィンスキー「春の祭典」を舞います。
9/8︵火︶13時︵3,000 ～ 8,000円︶●0570︲55︲0017
王子ホール▶銀座ぶらっとコンサート#99 鈴木
大介 映画と音楽Ⅰ　人気ギタリストの鈴木大介
がホストを務める新シリーズ。映画音楽のアル
バムを6枚もリリースしているシネフィルが語っ
て奏でる映画音楽の世界。第1回では、映画の
中で旅する気分を味わっていただきます。
7/22（水）13時半（2,800円）●03︲3567︲9990

クラブネクタイ 新デザインが登場
　日本記者クラブのロゴが入ったネ
クタイに、新しいデザインが仲間入
りしました。えんじ色のストライプ
柄、紺色のドット柄の２種類で、価
格は1本7,204円（税込）。受付横の
ガラスケースで紹介しています。贈
り物にもご利用ください。プレスセンタービルのマ
ークが入った専用のケースにお入れします。
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撮影：本
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ゆう

貴
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（時事通信社編集局写真部）

Ｇ７サミットや東京五輪に向け、爆発物対処訓練を行う警視庁機動隊員
２０１５年６月15日、東京都足立区

写 真 回 廊

　
来
年
５
月
に
日
本
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
サ
ミ
ッ
ト

（
主
要
国
首
脳
会
議
）開
催
地
の
選
定
で
、
広
島
は
テ
ロ
に
敗

れ
た
。
競
り
合
っ
て
い
た
伊
勢
志
摩
が
、
警
備
上
の
優
位
か

ら
最
終
的
に
開
催
地
と
決
ま
っ
た
。

　
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
来
年
の
サ
ミ
ッ
ト

が
当
面
重
要
な
国
際
イ
ベ
ン
ト
だ
か
ら
、
警
備
当
局
に
と
っ

て
も
最
大
の
関
心
事
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
比
較
的
テ
ロ
と
は

距
離
の
あ
っ
た
日
本
も
、「
イ
ス
ラ
ム
国
」の
出
現
以
来
、

様
相
が
変
わ
っ
た
。
事
実
、
テ
ロ
に
よ
る
国
民
の
犠
牲
も
年

を
追
っ
て
増
え
て
い
る
。

　
サ
ミ
ッ
ト
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
会

場
だ
け
が
危
険
な
わ
け
で
は
な
い
。
い
つ
、
ど
こ
で
、
な
に

が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
爆
発
物
だ
っ
て
、
投
げ
た
り
、

仕
掛
け
た
り
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
っ
て
い
っ
た
子
ど

も
を
自
爆
テ
ロ
に
使
う
と
い
っ
た
恐
ろ
し
い
話
も
聞
い
た
。

テ
ロ
の
方
法
に
、
禁
じ
手
と
か
反
則
と
い
う
も
の
は
一
切
な

い
の
だ
。「
そ
れ
は
ず
る
い
ぞ
」と
非
難
し
て
も
、
テ
ロ
の

世
界
で
は
全
く
通
用
し
な
い
。

　
爆
発
物
処
理
は
一
番
末
端
の
危
険
極
ま
り
な
い
作
業
だ

が
、処
理
に
当
た
る
警
察
官
一
人
ひ
と
り
の
背
後
に
は
、世
界

中
に
拡
散
し
な
が
ら
進
化
す
る
テ
ロ
の
大
き
な
影
が
あ
る
。

　
結
局
、
テ
ロ
対
策
に
は
、
ど
う
い
う
能
力
を
高
め
れ
ば
い

い
の
か
。
情
報
収
集
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
、
そ
の
カ
ギ
に

な
り
そ
う
だ
。
安
全
は「
思
い
が
け
な
い
事
態
」「
想
定
外
の

事
件
事
故
」に
遭
遇
す
る
こ
と
を
考
え
な
が
ら
全
国
の
警
備

陣
を
動
か
し
、
民
間
力
も
借
り
る
と
い
う
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
、
ど
れ
だ
け

情
報
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
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